
，、

，、

，、

• 

r、

}比

「
風
俗
営
業
法
」
の
十
位

法
令
及
び
巡
川
等
に
関
す
る

立
見

(第
一
次
)
」
か
ら
、

「二
、
十
位
法
人
H

に
つ
い
て
」

の
「

ω第
一
市

総

則

」
の

「
②
第
二
条
川
誠
の
定
議
」

の

「
イ
」
の
み
抜
す
い

)

川
に
お
い
て
は
、

「
ギ
ャ
ン

ブ
ル
マ
シ
ン
」

(
讐
察
自
省

で
い
う
と
こ
ろ
の
)
に
限
定

し
、
野
球
、
テ
ニ
ス
、

ん干
山尚

も
の
は
除
外
し
般
移
を
け
ん
守

る
こ
と

(規
則
)
。
ま
た
、

設
問
台
数
の
法
権
を
明
峨
に

し
、
本
法
と
賂
防
防
止
法
の

相
川
比
を
明
係
に
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
(
刻
字
心
)
を
さ
そ

う
こ
と
の
基
準
を
ぷ
す
こ
と

(
政
令
)
。

九
日
刊
巡
の
変
叫
h

A

M

M

ん2
鍛
的
合

の
に
刈
し
中
l
H
の
必
砲
が
焔

h
H
AH

に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら

だ
っ
た
と
説
川
。
さ
ら
に
ト
ャ
U

W

山
氏
が

A
M
業
界
か
ら
は
N

A
O
(
山
川
原
常
務
)
の
み
山
山

町
で
、

J
A
M
M
A
の
ぷ
比

ば
山
か
ら
い
と
い
う
ん
ぶ
ん
H

は

問
題
ご
と
也
知
捕
し
た
が
、
小

山
部
い
い
以
は

t

そ
の
怨
淡
会
に

そ
の
業
界
の
す
べ
て
に
つ
い

て
出
席
し
て
い
た
だ
く
の
は

い
燃
川
.
と
弁
川
、

「代
ぷ
的

な
ん
に
米
て
い
た
ど
く
と

ん川
原
氏
を
A
M
淀
川汁
の
代
ぷ

的
な
人
物
と
す
る
先
一一パ
を
し

て
、
山
け
さ
れ
て
い
る
。
ぶ
川

氏
は
、
ま
ず
総
M
M
的
な
々
、
え

ん
そ
れ
か
ら
政
令
ぶ
々
と
順

吋
hu一
て
て
立
見
を
聞
く
べ
与

と
し
て
、
他
の
委
日
の
川
立

，ヘ
'ty

-

み
夕
、
引
ト
ナ
人

委
任

uw'以
そ
の
他
新
風
穴

法
で
問
題
と
る
リ
・
7
る
的
所

に
つ
い
て
、
上
心
作
山
氏
は
削
別

に
立
礼
を
法
べ
た
が
特
に
八

H
V
常
業
に
川
叫
ん
七
さ
れ
る
ゲ
ー

ム
機
は

「以
内
防
止
の
比
地

か
ら
地
行
当
初
に
お
い
て
は

伴
氏
小
川
代
川
で
:
リ
う
と
こ
ろ
の

ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
ン
ン
に
限
主

し
、
般
的
竹
を
け
ん
山
い
づ
る
ニ
と
」

な
ど
に
つ
い
て
立
は
を
述
べ

GlIM.E MlICJDN'.E 
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「風
俗
問
題
懇
談
会
」
で
な
ぜ

広
く
意
見
を
聴
取
し
な
い
?

1F.t:JI ft持統料7.2001'1(送科共}

社
会
党
・
志
苫
氏

「
意
見
書
」

提
出
の

「風俗営業等に関する小委員会」

、

(広
)
抜
す
い

に小委員会は賛成の意向

新
風
山
管
内
法

(
風
俗
常
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
迎
守化
化

等
に
関
す
る
法
律
)
の
他
行

微
備
状
況
に
つ
い
て
、
参
院
・

地
む
行
政
安
員
会

「
風
俗
常

業
等
に
関
す
る
小
委
員
会
」

(岩
ト
二
郎
委
員
長
)
の
初

会
合
が
十
月
二
十
三
日
に
聞

か
れ
、
ぶ
れ
ぬ
氏

(社
会
)

か
ら
怠
弘
代
同
が
仰
山
さ
れ
る

な
ど
活
発
な
議
ぬ
か
開
始
さ

れ
た
。
と
く
に
ぶ
川
氏
の
ぷ

けん
占
で
は
、

「
八
日
ラ
営
業
」

に
削
判
定
す
る
。
遊
技
設
備
々

は
法
施
行
に
山当た

っ
て
件
以
小

山
口
市
で
い
う

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル

マ
ン
ン
」
に
限
定
す
べ
き
で

と
る
っ
て
お
り
よ

い

令
条
例
等
の
制
定
に
附
す
る

，
r山
必
と
し
て
中
l

ぶ
聞
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
川
小
に
必
川
し
た

九
段
、
政
九
日
本
に
つ
い
て
川
制

、
~
必
川
し
た

、
}
れ
に
刈
し

LHt川
氏
は
立

は
代
ハ
を
従
山
小
委
げ
は
会
の

立
み
と
役
川
、
今
後
の
小
袋

一
礼
会
の
計
一
め
・
打
、
そ
し
て
祈

胤
背
法
の
小
で
今
後
問
題
と

ら
り
う
る
前
刈
を
中
I
f仰
の
ぷ

組
と
し
て
桁
-M
刑
し
た
。
約
.

に
同
氏
は
、
帆
パ

-m当
日
川
の
作

業

U
れ
に
応
じ
て
必
要
る
郎

戊
小
袋
一
同
会
合
間
く
と
し
、

そ
の
際
に
必
.
唆
な

wm作
や
資

料
従
山
す
る
よ
う
梢
パ
京
ふ
げ
に

安
明
し
、
中
山
泌
長
は
要
叫
h

に
応
じ
る
と
し
た

地
行
A
H
家
に
関
し
て
卜
川

二
川
こ
t
t
h災い

I
V
「
孔
谷
川

-
I
l
l
-
J
y
l
-
-

辺
悠
淡
会
」
を
削
さ
、
-
仏
く

各
界
の
立
見
、
唆
明
日
を
聞
い

た
と
の
ニ
と
に
刈
し
、
ぶ
川

氏
は

u弁
述

(
H
本
弁
必
上

述
A
川会
)
の
山
釘
叫
L
Aが
配
め

さ
れ
な
か

っ
た
い
凡
な
ど
を
桁

倒
し
た
が
、

中
山
部
長
は

H

(
ト
川
一一
卜
三
日
、
参
院

地
行
会

「
胤
俗
件
業
等
に
関

す
る
小
安
川
会
」
に
提
出
さ

れ
た
心
山
氏
の
怠
比
書
「
改

定側300f'1

ィ
、
第
l
柄
引
第

8
川
勺
の
桁

定
遊
技
機
に
つ
い
て
は
賭
博

防
止
の
見
地
か
ら
他
行
出
発

可P
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た
。

ニ
の
しL心
V
N
氏
の

J
いんけん

比
け
に
附
し
、
川
行
ト
吾
川

-K

は
伴
氏
市
山
げ
の

yJ
え
と
全
般
的

に
近
似
し
て
い
る
と
の
印
象

を
述
べ
、
山川け山門小

J

け
の
立
凡
を

い
水
め
た
。

父
1
2
、-rl
、ノ
l

，j
uhHV
e
A
E
ト
ル

L

、

Q
-
U
Y
4
J
J
ク
バ川，

U
セ
H
Iレ
ト
k
.
川

号
常
収
止
の
遊
紋
機
の

μ一別
に

附
し
、
付
川
山
口
決
議
の
他
行
の

も
と
で

「
ゲ
|
ム
機
川
崎
制
の

あ
リ
ト
り
に
つ
い
て
、
件
似

eA
を

そ
の
後
も
い
机
け
て
い
る
」
と

し
ら
が
ら
も
、
川
げ
と
し
て

は
法
案
事
町
ぷ
段
附
で
ぶ
し
て
そ
の
他
風
俗
材
業
と
開
述

い
た
よ
う
に

「
ゲ
ー
ム
内
作
%
業
を
め
ぐ

っ
て
立
叫
ん
従
山
山

が
健
全
か
不
健
全
か
」
て
以
と
討
諭
が
行
な
わ
れ
、
故
後

別
す
る
の
は
大
変
慨
し
い
附
に
怯
浦
功
氏

(内
川
氏
}
は、

組
だ
と
々
、
え
て
い
る
、
と
り
λ

川
上
心
川
氏
の
立
比
九
提
出
が
あ

弁
し
て
い
る
。

こ
れ
に
刈
し
る
の
で
似
慌
に
倣
う
こ
と
、

ぶ
川
氏
は
、
八
H
ヴ

A
M
業
の
溢
将
米
的
な
U
凡
地
か
ら
下
位
法

政
ぷ
備
は
特
に
法
京
市
ぷ
で
令
は
変
、
之
、
つ
る
と
の
安
勢
を

凝
縮
の
あ

っ
た
的
所
で
あ
リ
、
持
つ
こ
と
、
一
紡
来
的
に
間
迎

必
吹
が
あ
れ
ば
除
外
し
た
り

勺
た
下
似
法
令
を
決
め
た
こ

付
け
加
え
る
な
ど
の
余
地
を
と
が
わ
か

っ
た
ら
述
や
か
に

伐
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
改
め
る
こ
と
ー
ー
ー
を
要
情
と

し
て
い
る
。

し
て
述
べ
た
。
な
お
刷
会
議

で
神
作
一
桁
之
助
氏

(
共
兆
)

は
ん
ヒ
般
掬
と
し
て
ぶ
川
氏
立

日
比
に
鈴
成
、を

T

小
し
、
ま
た
川

憾
に
原
凶
ぶ
氏

(
公
明
)
は

泌
佼
飲
食
山
に
対
す
る
規
制

鋭
化
に
懸
念
を
ぶ
す
質
問
を

行
な

っ
て
い
る
。

同
小
安
い以
会
の
初
会
人
け
は

同
会
開
会
中
に
聞
か
れ
て
お

り
、
川
会
の
附
会
中
、
閉
会

中
に
関
係
な
く
聞
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
A
K
H
め

桃
成
は
山
代
二
、
社
公
代
叫
ん

れ

の

A
Lハ
名
。
川
小
会
見

九
五
は
参
院

・
地
行
会
が
新
風

営
法
を
巧
決
し
た
の
と
同
附

に
は
伏
さ
れ
た
n

特
別
決
活
。

に
よ

っ
て
、
同
会
民
会
内
に

汎
品
川
か
決
ま
っ
た
も
の
。
す

で
に
地
行
に
作
な
う
準
備
と

し
て
政
令
は
、
制
小
委

μ会

(l
u川
ニ
ト:一一
H
)
を
総
て

卜

一
月

日uu
の
附
議
で
了
麻

さ
れ
、
川
じ
討
に
公
衡
さ
れ

た
が
、
今
後
、vu凶
家
公
安
委

員
会
刈
則
な
ど
卜
位
法
人
H

に

つ
い
て
川
じ
形
式
を
と
る
も

よ
う
て
あ
る
。

~e\ 

{ま

志苫氏の意見

地行委

ふ
め
ヲ
ハ
V

に
作

U
さ
れ
る
。

川
小
委
員
会
で
は
、
自
民

党
委
伐
の
災
動

(真
鍋
M
H

氏
は
松
浦
山
川
氏
と
交
代
}
が

相川
ιn
さ
れ
た
後
、
新
風
ザ
い
法

の
ρ

他
行
に
作
な
う
仙
小
山
附
状

川
叫
に
つ
い
て
ゆ
得
議
が
行
な

わ
れ
た
。
ま
ず
作
家
げ
か
ら

中
山
UM維
似
安
部
長
、か
、
卜

位
法
令
を
任
事
項

一
覧
、

赤木真澄

中r
ま
で
に
な
っ
て
い
た
が
、

盛
り
込
ま
れ
た
。
以
上
の
は

新
法
に
よ
る
一
時
間
延
長
に
か
、
胤
俗
常
業
者
の
導
守
事

伴
な
い
七
号
常
業
の
み
十
一
瓜
と
し
て
、
「
賂
附
そ
の
他
著

川
町
ま
で
、
そ
の
他
は
午
前

O
し
く
射
や
心
を
そ
そ
る
よ
う

時
ま
で
と
な

っ
て

い
る
。

な
行
為
」
な
ど
が
禁
じ
ら
れ

い
わ
ゆ
る

B

特
別
の
七
情
(
現
行
条
例
と
同
等
)
、
飲

の
め
る
口
」
は

「年
末
年
始
、
食
応
を
兼
ね
る
八
ぢ
営
業
所

大
川
崎
院
な
鉱
山
礼
の
あ
る
H
等
は
作
に
欽
測
さ
せ
て
よ
い
な

と
し
て
肌
刷
で
定
め
る
H
」

ど
(
現
行
条
例
よ
り
緩
仰
)

と
さ
れ
、
事
実
上
い
わ
ゆ
る
と
な
っ
て
い
る
。

「令
、
士
、
目
、
祝
日
と
そ
以
上
は
あ
く
ま
で
も
施
行

の
前
日
」
は
な
い
訴
と
さ
れ
条
例
楽
で
あ
り
、
今
後
部
議

て
い
る
。
な
お
特
別
の
事
情
会
で
本
淡
さ
れ
る
が
、
大
々

の
あ
る

B
の
常
業
時
間
の
延
の
下
恕
で
は
条
例
系
ど
お
り

長
は

一
時
間
が
目
安
と
な

っ

で
可
決
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い

て
い
る
。
ま
た
住
宅
集
合
地
る
。
な
わ
ね
同
条
例
案
で
は
、

域
以
外
で
の
八
ひ
営
業
に
つ
細
部
に
お
い
て
「
都
公
安
委

い
て
は
、
特
別
の
事
情
の
あ
只
会
規
制
で
定
め
る
」
と
め

る
日
の
迎
用
が
あ
り
う
る
こ
公
安
委
以
会
へ
の
委
任
いや
一墳

と
が
都
条
例
案
で
は
盛
ら
れ
が
凹
ヵ
所
あ
り
、

い
ず
れ
も

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

八
号
営
業
に
関
述
す
る
箇
所

年
少
v
引
の
立
入
リ
制
限
は
で
あ
る
が
、
楽
観
祝
す
る
ほ

法
律
で
十
八
段
未
満
者
の
午
う
が
無
理
だ
と
さ
れ
て
お
り

後
卜
時
以
後
の
入
場
料
相
止
が
業
者
側
の
予
怨
以
上
に
厳
し

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
条
例
く
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

笈
で
は
十
六
段
未
満
者
の
午
だ
ろ
う
、
と
観
測
筋
で
は
一
言

後
」
ハ
時
以
後
の
入
場
禁
止
が
わ
れ
て
い
る
。

編集・発行人
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政

刷
業
地
波
及
び
商
業
地
械
に

近
隣
す
る
住
肘
池
山
胤
て
東
京

都
公
山
久
委
川
県
会
規
則
で
定
め

る
も
の
」
は
ヒ
記
か
ら
除
外

七
条
(
風
俗
常
業
者
の
遵
守

山
中
項
)
、
第
八
条

(
八
号
営

業
に
お
け
る
年
少
者
の
入
場

掛
川
止
の
年
附
と
川
刻
)
が
過

胤
山
骨
山
法
の
付
則
に
お
い
て
は
れ

過
比
M
Zが
認
め
ら
れ
て
お
り

他
行
後
二
ヵ
月
間
は
既
存
の

営
業
所
に
は
地
域
制
限
が
免

除
さ
れ
て
お
り
、
施
行
条
例

で
も
多
少
緩
和
の
へ
パ
み
が
あ

る
が
、
全
般
的
に
は
現
行
法

他
行
条
例
と
大
だ
な
い
。

山
骨
内
業
時
間
の
制
限
は
八
サ

包
装
に
つ
い
て
は
、
品
川
業
日目ボ

止
時
聞
が
住
宅
集
合
地
戚
で

は
午
後
卜

一
白
川
か
ら
、
そ
の

他
の
地
域
で
は
午
前

O
時
か

ら
午
前
卜
時
ま
で
と
な
り
、

事
実
上
住
屯
地
戚
以
外
で
は

午
前
十
時
か
ら
刊
午
前

O
時

ま
で
営
業
て
き
る
、
と
し
た
。

現
行
条
例
で
は
業
経
に
よ
り

午
後
十
一
時
ま
で
と

l
一
時

行
条
例
は
三
卜
六
条
)
と
か

な
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て

い
る
。
う
ち
新
た
に
風
俗
営

業
に
な
る
「
八
号
営
業

(
ゲ

点
京
都
の
新
風
常
法
施
行

条
例
案
が
十
一
月
二
十

一
日

ま
と
ま
り
、
十
二
月
に
都
議

会
に
提
出
、
可
決
さ
れ
れ
ば

米
年
二
月
十
三
日
に
総
行
さ

れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
東

京
以
外
の
道
府
県
て
も
新
風

営
法
地
行
条
例
案
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
十
二
月

中
に
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
る

い
凡
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等

ご
に
つ
い

東
京
都
が
十
一
月
二

l
↑

て
は
、
第
一
条

(之
義
)
、

日
に
ま
と
め
た
地
行
条
例
楽
第
三
条
(
常
業
所
の
地
域
制

は
、
現
行
法
(
風
船
営
業
等
限
)
、
第
四
条

(
営
業
時
間

取
締
法
)
施
行
条
例
の
全
国
制
限
の
特
例
)
、
第
五
条
(
営

改
正
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
業
時
聞
の
制
限
)
、
第
六
条

全
部
で
十
二
条
(
現
行
法
施
(
燐
音
振
動
の
規
制
)
、
第

発行所
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八
号
営
業
で
は
刊
歳
未
満
、

午
後
6
時
以
後
入
場
禁
止

グ
特
別
目
。
は
現
行
並
み
に

n0.250 
1984年12/15

期
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

営
業
所
の
地
域
制
限
で
は

第

↑
師側
、
第
二
般
の
住
桝
咋

用
地
域
と
住
居
地
域
(
「
住

宅
集
合
地
域
」
)
で
の
開
業

が
認
め
ら
れ
ず
、
た
だ
し
八

号
営
業
に
つ
い
て
は

「
近
隣

さ
れ
た
。
ま
た
ハ
了
校
、
凶
持

館
、
児
中
市
一
似
祉
地
設
、
病
院

及
び
込
山
療
所
の
敷
地
か
ら

μ

γ
以
内

(
た
だ
し
近
隣
商
業

地
域
と
商
業
地
域
で
公
安
会

員
会
脱
則
で
定
め
る
部
分
以

外
)
で
の
開
業
が
認
め
ら
れ

な
い
と
な
っ
て
い
る
。

八
円
す
営
業
に
つ
い
て
は
新

新
風
営
法
施
行
条
例
案
発
表

東
京
都
、



( 2 ) 

十且

ムL

円
月
日
目
、

.~1 :JUili!tI! ~相泌"f

織原鏑三会長

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
」
の
ぷ

な
総
会
が
l
一
一
月
l
五
H
、

大
阪

・
み
の
ん
討
の
山
川
h
H-U
少

年
九
五
銭
に
て
聞
か
れ
、
当
日

入
会
会
以
行
九
卜
し
ハ
名
と
い

'
-
う
大
脱
税
な
会
対
数
で
正
式

、4
F

一
発
足
し
た
ま
た
ぷ
主
総
会

/
一

に
は
府
庁
少
年
付
策
叩
州
、
附

、ュ一

昨
パ
保
氏
泌
、
何
気
パ
山
市
前
川
町
長

マ一
日
ι合
i
山
川
ル
ト

u
刊
し
郎
し
刻

、二

大
な
発
会
式
と
な
り
、
新
山
川

J

一
会
会
l
k
に
は
訓
小
川
川
公
い
れ
K
代

一一

削
刊
を
は
初
め
て
さ
た
怖
似
品

v-一
氏

(附
州
カ
ク
タ
ス
附
}
が

ノ・一

統
任
し
た

一

大
阪
で
の
新
鋭
紘
結
成
の

一
山
聞
き
は
一
て
月
上
旬
か
ら
あ
リ
、

一
-
一
月
十
三
日
に
は

「
ゲ
!
ム

一
セ
ン
タ
ー
の
嵐
山
内
法
に
よ
る

一
規
制
に
対
処
す
る
集
会
『
い
か

一
労
働
会
館
で
聞
か
れ
、
中
寸
.
山

一
「
大
阪
府
健
全
娯
楽
業
組
合

号

一
(
仮
称
)
-
結
成
へ
向
け
て

nu
一
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た

引

一
し
か
し
大
阪
府
庁
少
年
位
全

第

一
行
成
条
例
に
対
応
す
る
の
か

i
一
新
風
公
法
問
題
に
対
応
す
る

5
一
の
か

J
弘
主
行
か
不
明
侃
な

け
一
ま
ま
、
-
h
H
川
ニ
ト
J
一日
大
阪

ふ
一

叫
ん
は
刷
会
館
て

「
組
九
日
件
以
h
仏
本

汁一

川
刷
出
会
が
聞
か
れ
、
既
作

ギ
一

の
山
川
ド
荒
川
介
同
体
が
協
力
し
、

8
一
そ
れ
ぞ
れ
A
M
h
仏
4
m
m
安
い
れ
を

ゆ一

山
山
す
こ
と
に
な
っ
た

そ

の

後
は
凡
M
h
U
4
備
会
い
礼
会
で
い

ろ
い
ろ
あ

っ
た
か
、
い
入
、
叫
O

大
阪
府
主
部
、
大
レ
協
、

、

ゲームマシン第250号

大
阪
府
ド
の
A
M
機
オ
へ

レ
l
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
駅
北
行

が
大
同
問
結
す
る

「
大
阪
府

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

・

r r、

正主

G 
全
国
最
大
規
模
で
。

'
h
B
A
)
J
、
眠
つ
I
d
.

-4
3
;
i

!
(

i

 

l
i
-
-

1

1
ー

か
ら
作
-4.む
れ
の
外
川
卜
・
九
れ
か

ら
な
る
巾
州
安
川
会

『州
中

似
た
会
日
以

・
附
ダ
イ
エ
ー

レ
ジ
ヘ
|
ラ
ン
ド
)

a川川、EJ、

ト

{

が
じ
け

じ
け
に
発
足
ω

そ
の
後
、
州

小
氏
が
位
以
上
の
内
山
では叶

任
し
、
仰
似
氏
が
安
いμド
K
代

行
と
し
て
会
泌
を
准
め
、
ぷ

h仏川崎己
け
は
れ
け
少
年
粂
例
と
新

風
常
法
に
刈
応
す
る
こ
と
で

結
k
刷
、
一
刷
協
会
名
も
点
ぷ
に

合
わ
せ
大
阪
府
A
M
O
P
協

会
と
す
る
こ
と
で
、
ぷ
ぃ仏
総

会
の
川
中
悩
へ
と
進
め
て
き
た

J
U
の凡

M
U
ぷ
総
会
は
て
抑
仰
に
分
か

れ
て
・
わ
ね
り
、
小
川
，川
氏

(
セ

ガ
社
九
%
業
部
附
州
地
阿
部
}

の
イ
会
で
進
め
・り
れ
た
。
的引

・
州
ゅ
で
は
柳
川
郎
氏
が
発
起
人

代
ム
と
し
て
ぷ
よ
川世
け
な
ど

を
H
品
川
、
次
に
米
ひ
ん
と
し

て
大
阪
a川
崎
川
防
犯
部
川川
氏
ぷ

の
以
本
交
U
F
A
・
K
山川
仇
が
は

い
正
行
-A
K
か
ら
の
政
妙
文

を
代
。4
、
大
阪
附
余
州
総
山

少
年
沫
の
勝
辺
・
灯
ぷ
N
K
が
校

m
w
し
た
。
う
ち
山
川
山
川
パ
保
安
諜

A 
M 
。

日
月
初
日
に
神
戸
で
設
立
総
会
、

ゐ1ール1，~Ií世物.æ.“I

河合久悠会長

J
M
ハ
山
叩
州
以
下
の
A
M
機
オ
ヘ

レ
|
タ
ー
が
集
ま
っ
て
卜

-

月
二
十
六
日
、
神
戸
市
内
の

神
戸
国
際
会
館
に
て
「
兵
庫

県
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
マ
シ

ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
」

の
設
立
総
会
を
開
い
た
。
同

総
会
に
は
約
八
十
社
が
出
席
‘

そ
の
う
ち
六
l
i
社
が
入
会

し
、
同
協
会
は
正
式
に
党
足

し
た
。
総
会
後
て
十
数
社
か

ら
人
会
申
込
み
が
あ
り
、
年

内
に
会
以
数
か
約
九
十
社
に

な
る
む
よ
う
。

w
m
叫
伝
総
会
は
お

一
郎
と
第

二
郎
に
分
け
ら
れ
、
附
タ

ッ

ク
の
川
H
M
三
氏
が
ぺ
会
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
m
-

m
で
は
ア
イ
レ
ム
附
の
川
上

禿
雄
氏
が
発
起
人
代
表
校
拶

を
行
な
っ
た
後
、
山
町
野
、
地

必
選
出
の
衆
議
院
議
n
H
や
県

会
品
川
の
米
自一
代
以
妙
が
あ
っ

た
g

そ
の
・
山!
で
保
持
上中
川
保

安
w
d
の
小
川
作
悦
か
ら
新
川
帆

骨
法
の
伽
他
行
説
明
が
わ
り
、

「
本
村
、
保
条
例
案
が
川れ
小
品

会
に
トし
利
さ
れ
た
L
と
の
制

作
と
と
も
に
県
条
例
楽
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
八
号
常
業
の

営
業
桃
川
止
時
間
は
午
前
O
時

か
ら
刊
の
山
山
時
ま
で
、
年
少

将
の
立
入
り
は
法
作
事
項
の

は
か
、
ト
・
ハ
必
未
満
折、

午

後
六
時
ま
で
と
す
る
行
が
儲

リ
込
ま
れ
て
、
川
附
叫
柑
い
引
川
山げ

の
場
A
n
で
も
同
時
刻
以
後
は

入
場
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
ι
ト
h
ハ
ぷ
ぃ水
制
を
午

後
六
時
ま
で
と
し
た
こ
と
に

つ
い
て
川
作
悦
は

「
卜
・h
a九州

以
.
卜
は
川
没
川
に
は
州
山
じ
さ

せ
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
の
日

山

uAh寸
n，.ur
hサ
争

i'
・Ll
ι弘
九、
む
ヴ
ト
1

i
H
6
、
t
i
J
i

J

H

一
分
と
な
っ
て
い
る
」
と
ぷ

っ
た
。
な
お
八
八
り
が
刈
匁
と

す
る
機
械
に
つ
い
て
は
、
町
内

山
科
小
庁
か
ら
具
体
的
解
釈
の
通

達
が
ま
だ
米
て
い
な
い
の
で

会
長
に
梅
原
氏

か
ら
は
、
新
風
常
法
て
・
ハ
ザ

伶
於
か
祈
ぷ
さ
れ
た
の
は
ポ

ー
カ
ー
ゲ
|
ム
機
浮
に
よ
る

山
m
w
犯
の
川
m
'
げ
に
よ
る
ら
の

と
し
、

吋
ポ
ー
カ
ー
機
以
外

に
も
術
的
に
使
わ
れ
た
例
が

あ
る
L
l
r
-
A
っ
た
山
…
か
一
正
日

さ
れ
る
ま
た
附
山
少
年
ぶ

か
ら
は
、
内
、
正
規
制
を
長
悦

し
て
い
る
附
の
h
d一坊
を
l
分

照
悩
附
す
る
よ
う
述
べ
た
点
が

注
目
さ
れ
て
い
る

以
ト
に
続
き
衆
議
院
の
し
大

氾
先
月
以
議
員

(公
明
、
大
谷

'
ト

oubr
a-
f
ド
L
"
k
、
い
L
L
A凡
J

syeb小
l
e
A
H
d
・
-
"
'
'
l
e凶
ヨ

大
阪
府
A
五
位
決
以
の
大
久
保
品
下

院
北
氏

(公
明
、
作
山
門
小
常
任
会

訓
A
K
U
・
K
〕
、
川
仏
中
川
品
川
氏

(AH
H
K
て

前
爪
行
'
J氏
-
公

川
d

が
そ
れ
ぞ
れ
新
協
会

へ

の

w
激
励
の
・
J
然
仰
を
池

へ

た
J

川
m
U
似
小
路
て
は
山
け
敏

夫
労
働
火
山

、w
'
H
ク

-
を

は
じ
め
米
院
ふ
い
以
れ
や
れ
、
参

院
の
阪
川
h
d
.
ぷ
川
、
大
阪
山
川

の
山
ハ
知
下
、
ほ
か
附
A
・h

名

そ

し

て

J

A

M

M

A

N
H
A
ハハ
U

点
以
八
M
O
P
協
、

大
レ
協
、

一
削
附
保
協
か
ら
の

屯
文
が
倣
泌
さ
れ
、

を
終
え
た
。

第
二
部
で
は
設
立
洋
備
会

は
と
そ
の
会
以
以
、
刷
会

μ

hk
(本
久
氏

・
不
興
業
川
、

l
a川
刀
弘
氏

・
附
v
l
p
、

川
上
品
川
総
氏
・
ア
イ
レ
ム
州
}

か
制
介
さ
れ
品
川
ド
に
向
付
リ
、

品
以
に
仰
・
川
郎
会
U
H
H
K
が
会
リ

定
試
案
を
必
川
ω

山
必
ル
仙
東
を

め
ぐ
っ
て
い
く
つ
か
の
引
対

が
あ
っ
た
後
竹
成
多
数
で
爪

刀
附
さ
れ
た

で
』
の
時
点
で
川

九
l
刊
社
入
会
し
た
よ
と
が

叩
切
符
さ
れ
た
)
。
役
員
選
山

は
会
議
の
結
果
、
議
長
一

任

と
な
り
滋
長
は
理
事
ト
八
名

取
下

一
名
を
推
薦
、
梅
原
会

長
を
合
め
満
場
一
致
で
巡
行

し
た
。
な
お
会
員
は
八
号
材

業
お
を
含
め
る
府
ド
の
A
M

機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

(
た
だ
し

問
時
出
開
業

E
は
排
除
)
で
あ

リ
、
入
会
ふ
慌
て
万
円
、
会
作
H

は
年

一
万
刊
で
八
サ
ザ
れ
た
れ

の
州
場
合
.
ム
い
一:
内
刊
を
加
り

す
る
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
で
ぷ
収
総
会
は
終

f

し
、
中
I
H
収
作
の
会
H
H
は
.h

九
卜
h
ハ
札
口
と
峨
同
附
さ
れ
た
。

引
き
絞
さ
第
一
一
例
即日
下
会
が

聞
か
れ
、
刷
会
長
が
…必
ば
れ

今
後
の
会
A
H
J
T
定
と
執
行
総

の
服
務
分
拘
な
ど
が
決
め
ら

れ
た
。
役
日
以
は
次
の
と
お
リ
。

第

一
部

• 

(59・11・30現在)
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1
・・a
k
-

‘ 附
-
a

・，u
・

(
た
だ
し
今
年
末

川
-

J

万

u・h
万
円

ま
で
の
入
会
訟
は
一

、
会
貨
は

一
体
年
一一
力

円
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年
内
に

刊
社
目
標

叩
芥
し
か
ね
る
と
さ
れ
、
ま

た
八
U
で
は
リ
ー
ス
主
将
と

メ
ー
カ
ー
は
山
彼
付
後
と
し

て
い
な
い
行
を
付
け
加
え
ら

れ
た
以
後
に
川
行
総
は
「
こ

の
協
会
が
汗
A
M
4
と
主
お
の
円

滑
な
ハ
イ
プ
役
と
な
る
こ
と

を
引
む
L
と
結
ん
だ
。
こ
の

第
一
織
の
終
わ
リ
に
米
京
都

A
M
O
P
協
会
の
中
同
会
長

1~¥ 
写真よは兵庫県AMOP悔会、下は茨城県AMOP協会の設立総会

59・11・If>

5n・11・1!) 
59・11 ・ 2~

5!l. 10・12
5H・12・5
59・10・19
59・12・1

59・11・7
59・11・20
59・10・26
59・12・l

:，9 .1 1・6

:'9・10・11}
:，Il. 7 ・ I ~

5¥)・)(ト 11 

5り・lり・16

5n・I()・Il
5¥)・11 • (I 
Sり・II'I<!
59・9'己H

5~) ・ 10 ・ H

!)~l ・ 1 1・20

J 71 J 

171ト
12H 
;{9H: 
4!Ht 

ちり・8・'u

S9・10・24
59・JO・17

( 1 2~J:l 
20M 1: 
651-1: 

2M!. 
15H. 59・12・5

59・11・15
59・11・26

59・10・12
59・11・9

北海辺アミ J ー ズメントオベレーター 協会

I'J t"'~VI~ ア ミューズメ ントマシンオペレー ターW， 会
Y;f%以ア ミェー ズメントマシンオベ レ ー9 W，~? 
山城県ア ミJ ー ス'メン トマシンオヘレ -9ー 協会

fkIJIV，!アミ J ー スノント?シンオベレ -9・ 1M，，，A会
1 1I 形県ア ミェー ズメントマシンオベ レーター 協会

hI11;LULアミュー ズメントオヘレ ーター協会

~~ ，;(百1Iア ミA ースメントマシンオペレ --9 
~t ，;-: r.11ゲー ム均台たお協会

:実JPU.Lアミ 」ー ス'メントオヘレーター 協会

HA4UL削:令4tldL221議会

I:UんりAatf-412決定協会

tIIjhmklut軽量・Jc1;(1判
t，守 I:.M (iVdftji'l') 
「・段以他全~~当日米協会
~II t.-:川型。け'ミ コー ズノントマシンオベレ ー9 -(l，(I~ 
rJi i川県アミ ιー ズノントオペレ ー タ ー*Ilイヤ
111 2111Lア Eユー ス'ノントオペレ ー タ 協会
i叫1・ VI ~' アミュー ズメン ト オベレ ー タ - *1[介
M. I ，'(，j り，~ N A 0リAJ4;百11のまま 、6().{ドilil励会J昔、'，:の 1勺ヒ

'1:¥111り，!.アミュー ズメン トオペレー ターIt!，会
{ i 111以アミ ι ーズメン |・オベレーター|励会
制 )J:県アミヰーズメン トオペレーター|励会
Ih支日目以アミ A ース・メ ン トオペレーター|励会

後知県 1|'if|iアミ ェー ズメントオベレータ -fT
L -氏 VI ~

:"，' 111 j封~ f( ':，、
，;¥Illll(.f N A 0)仔瓦剖l
J、WiI(.fアミ ューズメント'7/'ンオヘレ ー ター 協会
lE1・11Mアミ ューズメントマシン才ヘレ ー ター協会

4TIEリA
ftl証l;111叫1

.(~Jr~ M 
，::，mりI.t
1;I，j山県アミ A ーズメント?シンオベレ ー ター 協会

広J;A県アミ ユース:.1ントオベレーター協会
1111 1M 

自11iu 1(.) り，~~;IJ 0ド|励会のr，1-fJ、

(
ダ
イ
エ
ー
レ
ジ

1M， ~~ 

会
以
H
仰
似
幼
ュ
氏
。・
叫

んμ
ぃ

K
H
本
久
氏
、
川
上
売
総

氏
、
山
'
川・
川
.
氏
、
は
ね
町
川
氏

(附
ア
ポ
ロ

)
、
山
本
失
・
・

氏

(
州
向
上
リ
l
ス

)

町
市H
H
ト
川
万
仏
玉
、
占
叫

J

I

l

l

-

村
山
氏
(
側
岡
村
尚
会
)
、

川
総
克
・珍
氏

(加
除
以
金
仁

業
)、
M
m
夜
w
m
氏
(
ナ
ム
コ

・

凶
凶
事
業
所
)
、
凶
中
能
…
雄

氏

(
附

マ
ル
キ
)
、
辻
本
憲

一
-
氏
(
側
カ
プ
コ
ン

)
、
ぷ

ル
グ
行
氏

• 

こ
れ
ら
を
集
約
す
る
上
印
刷
机

紘
と
し
て
の
な
ん
ら
か
の
述

介
会
な
り
協
ぷ
会
の
ぷ
伝
が

大
き
な
ぷ
姐
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
現
土
忙
の
都
進
出
川

県
同
体
の
会
日
数
の
九
円
1
川
は

(
N
A
O
文
部
を
入
れ
な
く

と
も
)
す
で
に
下
社
以
上
と

な

っ
て
お
リ
、
N
A
O
全
会

十
i
ラ
ン
ド
-
A
M
J
ド
業
部
)、
山
内
・
然
、
段
氏
が
引
業
h
r・J州
、

品
開
係
巾
崎
氏

(川
明
日
件
門
C
M

m

山

本

氏

が
組
織
を
そ
れ
ぞ
れ

進
附
附
}
、
鈴
M
な
い
氏

(附

川
中
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
阪
サ
ー
ビ
ス
ゲ
ー
ム
ス
て

う
ち
山
本
氏
は
附
ド
符
夜
明
内

訟
村
ル
樹
氏

(
か
も
め
レ
ン
ご
と
の
刈
応
組
織
作
り
を
提

タ
ル

)
、
成
本
孜
氏

(附
カ
楽
し
、
了
ホ
さ
れ
て
い
る
。

ワ
ク
ス

)、
於
辺
爪
之
氏
(
タ

州
協
会
の
会
以
数
は
十
一

イ

ト

l
・
間
両
地
返
却
)。

け
三
十
け
川
仇
われ
二
百
八
社
と

駄
が
H
奥
行
節
犬
氏
(
閲
州

な
っ
た
。
事
務
局
は
次
の
と

カ
ク
タ
ス
側
可

お
り
。
大
阪
市
北
区
角
川
町

な
お
副
会
長
の
股
務
分
判

一
の

こ

O
、
フ
キ
ヤ
ビ
ル
、

と
し
て
楽
氏
が
登
録
事
務
、

凶
同
カ
ク
タ
ス
側
内、

合
七

川
上
氏
が
法
律
、
小
川
氏
が

・ハ
ニ
ー
三
二
三
ニ
(
専
用
)
。

グ
全
国
、

合
会
4
4

主
な
都
道
府
県
で

O
P
組
織
化
急
速
に
進
む

ゲ
ー
ム
ぬ
を
風
俗
九
%
枚
以
に

す
る
新
胤
悦
訟
が
山
米
た
の

を
契
機
に
外
地
で
新
オ
ヘ
レ

|
夕
|

(
O
い
}
協
会
が
い
杭

々
と
発
足
し
て
ね
リ
、
既
存

の
も
の
を
合
め
る
と
卜
，
け

氷
山
叫
ト
代
で
A
K
川
附
卜
七
都
道

，、
r 

川
と
し
て
い
る
。

ほ

か

各

川

県

内

体

な

ど

か

ら

の

役

い

は

巡

山

悦
近
が
披
泌
さ
れ
、
m
-
-m
に
つ
い
て
は
品
以

一
任
と
な

の
会
設
に
作
っ
た

り

、

必

μ
は
l
.
川
-
-
卜

』

ぁ
.. m
は
川
十
氏
い
か
ぷ
μ

一K

M
に
聞

い
た
本
刷
会
で
あ
ら

と
な
っ
て
進
め
ら
れ
、
役
は
か
じ
め
俳
約
さ
れ
て
い
た
州

選
出
、
完
汰
後
の
爪
必
を
り

が
，r主
将
卜
し
ハ
む
引
を
印
刷
介
、

な
ゥ
た
定
以
に
よ
る
と
ん
μ
・
』
れ
が
心
中
川
附
さ
れ
た
そ
ニ

H
資
怖
は
八
U
九
日
山
弘
行
と
八
で
川
引
の
M
.
涯
に
よ
リ
九
五
K

H
ゲ
ハ
門
業
行
で
な
い
弘
行
を
合
に
州
大
-
LL
似
剛
一
の
し
人
政
ぽ
ト
A

む
A
M
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
、
郎
氏
が
、
会
以
実
務
判
中
ー
と

祈
凶
帆
川
町
法
筑
間
条

「ル
川
イ
の
し
て
M
U
札
の
川
ん
け
久
縦
氏
しか

及
川
小
」
に
必
中
1
し
な
い
い
れ
と
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。
し
か

な
っ
て
い
る
入
会
令
は

一

し
総
会
後
に
用
事
会
を
聞
き
、

川
AH
氏
を
会
以
と
し
て
以
ド

刷
会
長
-
九
む
れ
を
選
出
、
結
け
同

役
いれ
休
制
は
次
の
よ
う
に
な

所(鋭
、右胸骨

ナ業
ム所
コ~

山
崎
忠
道
氏

.
北
泌
進
一
事
業
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北
海
道
も
A
M
協

け
月
日
目
、

ロHR
U
 

4
2
6
 

日
月η

4
 

-

北
海
道
ド
の
A
M
険
オ
ヘ

凶

レ
|
タ
l
同
体
北
尚
道
ア

8
ミ
ュ

ー
ズ
メ

ン
ト

・
ォ
ベ
レ

9

l

タ

|

協

会

の

J
J・
総
会

4
.

，. 一
いか
卜
・
川

1
・h
H
、
札
帆
山

)

一内
の
北
小
尚
道
会
館
に
て
聞
か

司

3

9

(

れ
州
協
会
か
止
パ
に
発
足 田中‘盤会長

札
幌
で
設
立
総
会

し
た
。

川
協
会
は
附
ダ
イ
ワ
川
は
い
初

な

ど

l
社
が
発
起
人
と
な

っ

て
ぷ
伝
叩
仙
を
進
め
て
さ
て

お
リ
、
ニ
れ
ら
川
内
川
収
淀
川
也
人

ー、A:ド'・11，
.
.
.
 
-dal--
、令、、.• 

ノ
J
1
1
1

1
1
1
1hノ
dノ
ー

を
川
さ
川
協
会
の
ぷ
伝
他
4

A
な
ど
仲間
J
t
-』
の
後
卜
-

け
.h
.
U
付
で
辺
ド
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
に
付
し
て
A
h
仏
総
会

の
参
加
を
川
町
び
か
け
た
ら
の
。

凡
M
U
仏
総
会
で
は
発
起
人
を

代
ぶ
し
て
ス
仲
良
治
氏

(コ
-

仲
町
遊
凶
金
日
間
側
)
か
ら
設
立

中
備
の
一
給
過
が
綴
倍
さ
れ
た

後
、
役
員
の
進
出
、
定
試
の

得
議
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

役
は
に
つ
い
て
は
同
総
会
に

先
伝

っ
て
行
な
わ
れ
た
発
起

人
公
て
ん
ぷ

μ
ぼ
か
し
ハ
名
の
即
日

引
を
あ
ら
か
じ
め
選
出
、
こ

れ
を
総
会
で
必

っ
た
と
こ
ろ

瓜
必
さ
れ
た
ら
の

川
協
会

の
は
い
川
ば
次
の
と
お
リ

会
-K
』
川
小
位
脱
剛
氏

{
附

タ
イ
ワ
W
U
切
、
叫
ん
ぷ
K
H

-一.
井
良
品
川
氏
剛
州
市
ド
H
矢
作

仁
ぶ
氏
(附
エ
ー
ビ
ー
シ
|
)

会
計
刊
当
、
中
見
洋
之
氏
(
セ

ガ
社

・
札
脱
文
広
)
、
作
向
回

附
.
止
氏
(
附
タ
イ
ト
i
・
札

、

こ
の
後
同
協
会
の
定
款
の

審
議
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
会

μ資
絡
は
八
サ

常
業
者
の
対
象
非
刈
象
を
問

わ
ず
、
北
海
道
内
に
お
い
て

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
業
に
的
わ

る
常
業
釘
と
な
っ
て
い
る
。

人
会
合
は

一
作
・
-
M
川
で、

会
代
に
つ
い
て
は

「
必
.
後
に

応
じ
て
剛
叫
が
会
に
よ
り
別
に

定
め
る
令
制
を
納
め
る
」
と

し
て
お
り
、

け
パ
体
的
に
は
決

定
さ
れ
て
い
な
い
。
岡
山
刷
会

の
事
務
局
は
附
ダ
イ
ワ
貿
易
・

札
幌
文
腕

(
札
帆
市
山
石
区

中
央
こ
の
一

、
白
石
中
央
ビ

ル
三

F
、

8
0
一一

|
八
凶

一
l

一
七
六
三
)
内
。

な
お
同
協
会
に
よ
る
と
十

一
川
ニ
卜
六
日
現
庄
の
会
員

数
は
三
ト
五
社
。
ま
た
同
協

会
で
は
十

一
月
二
十
二
日
に

崎
市
戸
会
を
聞
き
、
同
協
会
の

今
後
の
川
品
川
万
針
や
北
尚
道

新
胤
叶
内
法
地
行
条
例
に
向
け

た
業
お
側
の
咲
望
が
耐
引
な
ど

を
検
川
し
た
は
か
、
川
協
会

の
下
務
川
以
に
以
守
氏

(附

ダ
イ
ワ
ロ
日
制
)を
選
任
し
た
。

さ
ら
に
即
.
が
会
終
了
後
に
は

北
尚
道
鋒
の
防
犯
湘
酬
を
訪
れ
、

同
協
会
の
設
立
報
止
n
な
ど
を

行
な
っ
た
、
と
の
こ
と
。

府
県
て
・
ム
ト
・
の
郎
道
府
川
市

で
郎
辺
附
山
山
市
似
の
O
P
M

体

『
た
だ
し
N
A
0
6
え
m
を

除
〈
-か
あ
る
、
」
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
や
れ
休
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
が
、
い
米
京
郎
ゲ
ー

ム
場
公
業
者
協
会
だ
け
が
い

っ
たt

t

I

r
j、t
t、
リ

ALlμ
H
e
W
A
lんノ
M
H
H
U
H
M

九
五
ト
K
H
水
野
川
%
氏

(附
ア

ル
プ
ス

d

.

ド
品
川
酬
は
る
み
氏

『
刷
納
w
.
ド
シ

ヤ
ソ

ク
¥

しい川

・
ボ
J
剛
氏

-
州
問
附
サ

ン

ミ
且

i
ス
メ
ン
ト
、

γ 

-

M

必
氏

『:
・
栄
泊
尚
附

-
本
郷
公
之
介
氏

{
山
陥
リ
ー

ス
附

-
則
市
P
H
h
叫
ん
V
A
良
い
広
氏

(
ア

、
.、、ι43hJS崎
7・
.、

URHιThJHhwHU 

、

主
』

イ
レ
ム
附
)

(
か
む
め
レ
ン
タ
ル

)

'M
佐
世
附
氏

(
附
サ
ン
ラ

ッ
シ

ュ
)、
中
川
・川
氏
(
セ
ガ
社

・

常
業
部
間
同
地
区
部
}
、
坂

本
勝
彦
氏

(
鮒
タ
イ
ト
l
-

閑
州
第

一
事
業
所
)
、
永
井

苧
行
氏

(
ダ
イ
エ
ー
レ
ジ
ヤ

••••••••••
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わ
ゆ
る
八
ザ
併
推
計
の
み
を

付
総
と
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

組
織
で
、
そ
の
他
は
す
べ
て

八
分
常
業
行
を
合
む
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
(
A

M
)

機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
対
象
と

す
る
組
織
と
な
っ
て
お
リ
、

F 
，、

ー
ラ
ン
ド

・
A

M
が
業
泌
)、

子
以
川
縦
氏

(子
以
尚
会
て

ベ
油
雄
て
氏

(
側
ナ
ム
コ

-

J

J
・-f
47
r

、

J
l
t
i

以
JP
T
f
均

一

い
れ
山
川
刈

氏
附
レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム

}

川V
叫
が
H
ト八
川
町
川
縦
氏

(
附
タ

ッ
ク

ω

な
お
川
協
会
の
が

似仰
い川
は
州
大
正
似
内

(州
.
ド

山
中
心
人
以
北
以
伏
泊

↑
の・

4

・

の

、

mu
O
じ
八

|
八
じ
。
八
九

-

一
目し
・

内
に
ぷ
切
れ
さ

れ
て
い
る
。

川
総
会
終

f
後
に
聞
か
れ

た
削
叫
が
会
で
は
役
は
体
制
を

決
め
た
ほ
か
、
以
条
例
案
に

対
す
る
隙
引
は
川家
が
M
m
々
検

討
さ
れ
た
。
同
陳
情
悼
式
は
恒

一
-l
じ
H
、

県
議
会
議
長
に

従
山
さ
れ
て
い
る
。

茨
城
A
M
O
P
協

刊
月
7
日
水
戸
で
総
会
、

η
日
理
事
会

M

次
峨
県
の
八
M
機
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
か
集
ま
り

「
茨
城
県

ア
ミ

ュ
i
ス
メ
ン
ト
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
協
会
の
沿
い
仏
総
会

を
ト

一
一
川
七
日
、
水
.
い
い
山
内

の
水
刊
し
以
城
ホ
テ
ル
に
て
聞

き
、
川
協
会
は
l
一
社
で
が

実
上
発
足
し
た

同
凡
M
h
仏
総
会
で
は
発
起
人

を
代
ぶ
し
て
大
野
商
事
附
の

大
野
k
k
一
社
長
が
鋲
絡
に
立

ち
、
県
一
行
防
犯
課
と
も
相
淡

し
な
が
ら
同
協
会
の
設
立
本

備
を
進
め
て
き
た
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

報
公
を
行
な

っ
た
。

こ
の
あ

と
附
小
外
ア
ゾ
シ
エ
|
ツ
の

舵
紡
版
社
，
K
が
議
長
と
な
っ

て
総
会
が
叫
止
め
ら
れ
、
ま
ず

定
試
案
の
検
-
J
に
人
リ
以
来

ど
お
り
，
m
n
附
さ
れ
た
。
定
汰

に
よ
る
と
会
川
中
氏
物
は
八
ザ

t'& 
公
定
打
と
そ
う
で
な
い
し
の

も
合
む
以
内
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
、い
下
業
年
・
仰
は
は
ト
川
-
け

か
ら
ん
川
・・
一
1
け
で
泊
泌
総

会
を
午

↑
川

(
卜

一
川
)
山

川航
す
る
、
特
別
な
が
業
を
行

な
う
州
場
介
に
は
川
日明
会
の
ホ

誌
を
仰
て
バ
村
別
経
仰
H
H
を

会
代
と
は
別
に
徴
収
で
き
る
、

が
務
所
は
会
長
会
社
内
に
前

と
な
っ
て
い
る
。
入

Je
、

会
金
は

一
律
二
力
円
だ
が
、

会
岱
は
係
動
機
械
台
数
に
応

じ
た
金
制
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
検
刈
さ
れ
た
紡
山
本
、

一
カ
リ
で

μ
台
本
尚
は
二
千

五
行
川
、

eh
h
以
卜
は
五
下

川
、
広
成
O
P

(
セ
ガ
社
、

タ
イ
ト
|、

ナ
ム
コ

)
は
胡

万
川
と
す
る
が
、
初
年
度
に

似
リ
.h
ムけ
よ
耐
と
引
の
以
ト

の
.
.
 

ラ
ン
ク
と
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
役
川川
選
出
に
つ
い

て
は
ト〈
肝
社
民
に
.
仔
さ
れ
、

そ
の
仙
川本
、
川
社
民
と
似
社

長
、
附
ト
ニ

ー
の
ん
十
山
本
a

社
長
が
役
以
に
な
り
、
あ
と

二
名
が
保
仰
と
な
っ
た
。
会

員
数
の
二
倍
以
卜
に
な
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
N

A
O
以
K
の

n
連
合
会
。
が

よ
り

一
一
層
大
き
な
議
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

た
だ
し
N
A
O
肉
体
は
、

す
で
に
N
A
O
の
現
組
織
を

解
散
し
、
側
道
府
県
単
位
の

o
p
組
織
の
述
人
H
会
と
し
て

附
す
ベ
リ
式
に
修
行
す
る
と

の
打
針
ら
打
ち
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
州
場
合
の
第

4

・

次
N
A
O
に
作
剛
山
道
府
似
の

o
p
組
織
が
人
る
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
り
、
む
し
ろ
新

た
に
述
合
会
か
出
米
る
こ
と

も
r
f
え
ら
れ
る

都
道
府
県
中
似
の
O
ド
川 12 fl 
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ル仲
の
川
内
叫
収
状
況
を
ま
と
め
た

の
が
わ
れ
の
炎
で
あ
る
が
、
れ

地
な
り
の
ポ
仙
が
わ
勺
て

一

部
.
小
川
倣
な
山
…
も
あ
る
。
新

協
会
は
州
小
川
川
小
の
も
の
も
含

め
て
、
で
き
る
か
Y
、
リ
リ
ス

ト
ア

ッ
プ
し
た
が
、
川
小
むれ
の

み
で
組
織
名
の
な

い
附
刈
は

未
組
織
で
あ
る
こ
と
を

ボ
し

て
い
る
。
う
ち
東
京
府
民
が

二
つ
め
組
織
に
分
れ
た
ま
ま

別
々
に
党
足
し
た
。
ま
た
中

部

A
M
O
P
会
の
会
員
は
本

礼札所ゎ
仕
地
別
に
す
る
と
愛
知

川
原
判
ト
-
一、
岐
阜
県
丘
、
三

軍
山
M
.
と
な
り
、
岐
'い十
に
は

新
協
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

中
部

A
M
O
P
会
は
愛
知
川知

に
伯
点
を
山内
〈

O

P
制
織
と

む
号
、
え
ら
れ
る
。

N
A
o
h'A
m
は
必
ら
ず
し

も
附
辺
山川
以
別
の
も
の
で
な

か
っ
た
が
ト
じ
t
A
m
わ
る
。

う
ち
的
附
県
文
部
は
米
午
を

則
し
て
新
協
会
へ
修
行
す
る

F
定
で
あ
リ
、
氏
側
仙
川
文
部

は
今
後
未
定
と
し
て
い
る
。

r 
.、

栃
木
は
健
娯
協
会

入江昭造会長

栃
木
県
ド
の
A
M
機
オ

ペ

レ
ー
タ
ー
の
川
体

「栃
木
県

健
全
開
山
梨
業
協
会

の
ぷ

ι

総
会
が
l
，
け
二
l
H
、
・
一
十

剛
山
ん
U
M
n
ト
巾
の
ホ
テ
ル
サ
ン
ン

ヤ

イ
ン
に
て
聞
か
れ
、
同
協
会

は
正
式
に
発
足
し
た
の

同
協
会
は
仰
タ
ツ
ミ
娯
裂

な
ど
が
中
心
に
ぷ
h
u
.
準
陥
を

進
め
で
き
た
ら
の
で
‘
九MLH.

総
会
に
は
一六
十
六
社
が
出
席
、

山
止
法
の
4
n
階
、
役
い
H
遺
山
な

ど
を
行
な
っ
た

会

以

資

絡

は
八
H
Z
V
た
で
あ
る
な
し
を

川
わ
j
以
内
で
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
が
弘
を
九日
む
行
で
、
人
公

』

ur・み」た官刊dm叫

rてた白川副
・f

l叶
λ
'
川川

4

，.
，a
daT
'
H
4
1
・ιιh72Estab
-引引

の
入
会
行
は
・
U
H
川
、
そ
れ

以
後
は

一
作・

-U
H
川
と
な

っ

て

い

る

会

代

は

「
剛
州
事
会

が
別
に
定
め
た
金
微
を
納
め

る
」
と
さ
れ
て
お
リ
、
日
体

内
二
ま
ト
-
-川
上
旬
こ
理
事

{
l
l

d

'

!

j
ー

会
を
聞
き
決
定
す
る
こ
と
に

長
、

は
後
日
の
役
員
会

ゃ
一l
二
H
)
に
て
決
め
る
こ

と
で

f
み
さ
れ
た
。

な
お
総
会
に
は
川
町
m
m
H
防
犯

ぶ
か
ら
中
郎
幸
次
一
m
J
m
が
出

席
し
、
会
ぷ
に
入
る
前
に
恐

qhs，:
I
J
3
L
;
。
f
F

ベ
附
ノ
，
A
A
M
4
1サ
neふ，‘ιuv'人

l川rqe

m
は
新
風
吐山
内
法
に
つ
い
て
必

川
を
し
た
後
、
会
円
以
か
ら
の

口
問
に
終
え
、
小
中
小
恨

の
ゲ
ー
ム
場
へ
の
収
入
リ
は

午
後
六
時
.
m
ま
で
し
か
安
勺
で

は
な
い
か
地
域
制
限
は
総

僚
品
川
は
緩
和
す
る
-
U
リ
向
で
検

川
し
た
い
。
ゲ
i
ム
坊
を
新

設
す
る
場
合
に
は
い
を
別
に
紡

副
会
長
な
ど
に
つ
い
て

(l
一
月

f且ゆ
勺
戸、
いヲハ
V

川
以
川
以
に

つ
い

て
は
次
の
と
い
村
リ
巡
山
さ
れ

た
会

K
H
入
江
川
地
代

『
山川

タ
ツ
ミ
似
山
ご
、
刷
会
以
H

E
一
以
け
什
之
助
氏

{川
山
川
外
U

rA
)
、
附
川
川
川
・
政
氏

(川
川
グ

ノ
ド
ヒ
ル

)。

的
引
'
H
ぶ
川

弘
氏

(
セ
ガ
U
川

・
内十
郎
(
川
パ民

主
一
的
)
、
間
谷
川
夫
氏
(
附

ユ
l
ビ
|
エ
ル

)
、
一
政
辺
止

(
削
一
向
山
一
ア
ミ
ュ
ー
ズ

雄
氏

八米
以
仰
回
-M

(

仰

桑
原
託
公
}、
川
小
吟
氏
{
足

利
カ
ー
ニ
バ
ル

)。

此川
市V
H

ド
亦
川
文
叩
山
氏
(
間
以
似山川市出問
)。

川
協
会
の
引
務
刈
は
仰
タ
ツ

ミ
朕
山
市

{
川
光
山
卜
体

μ
町

八
川
つ
、

8
0
ニ
八
八
|
ム

:
一ll
・-
J
・・h
k
}
内
に
山
川
辺

メ
ン
ト
)

さ
れ
て
い
る

な
わ
り
川
協
会
に
よ
る
と
卜

一
川
ぶ
収
作
の
川
協
会
の
会

は
数
は
J
・
卜
七
社
。
川
協
会

で
よ
没
h人
AAbhk孔忠弘
l
dn陥
t
k刀

d

l
i引

1
4
f
l
i
u
;
M
P

犯
泌
を
め
れ
、

川
協
会
の
ぷ

h
u
.
鍬
行
を
行
な
っ
て
お
り、

今
後
J
U
絶
え
ず
川
町
作
と
の
巡

伐
を
削

っ
て
い
き
た
い
、
と

し
て
い
る
。

犯
四
酬
と
相
談
し
地
域
の
即日
解

を
科
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

な
お
二

1
二
日
に
同
か
れ

た
役
目
会
で
同
協
会
の
役
以

が
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

会
・い
K
H
大
叫
制
上
h
・
氏
、
川

公
之
H
憾
な
H
H
明王
。
相ヒド
H

:
1
1
1

1

J
i

-
-

下
山
品
川
午

一
氏

(九五
川
判
中計
)
、

似
本
保
犬
氏

(
附
ナ
ム
コ

-

b帆
i

M
け
m
w
引
〕
、
総
支
協
定

'
1
8
4
1
、

J
{
1

1

氏
『
セ
ガ
社
・水
.
ド
介
業
所
)。

川
協
会
の
JH
務
所
は
大
野
向

JH
附

(取
子
山
介
貯
の
ニ
l

J一
|
刊
九
、

8
0
二
九
じ
七

一ぺ
1
G
O
O
-九
)
内
。



( 4 ) 

尽

2 

シ
グ
マ
グ
ル
ー
プ
中
心
に

「ゲ

l
ム
場
営
業
者
協
会
」

削
園

東
京

m
Fの
八
号
営
業
者
こ
れ
ら
枇
叫んし起
人
で
は
十
月
十
の
下
で
や
い
業
が
で
き
る
よ
う

酬
一
の
み
の
団
体

「
東
京
都
ゲ
|

九

日
に

「東
京
都
ゲ

i
ム

場

に

全

力

を

卜
げ
て
陳
情
し
な

剛
一
ム
州
場
営
業
者
協
会
」
の
設
立
営
業
者
協
同
組
合
」(
仮
林
)

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
法
律
は

日
一総
会
が
十
一
月
二
十
日
、
東

の

説

明

会

を

削

催

(本
紙
第
八
回
す
営
業
者
の
み
を
対
象
に

第
一京

・
渋
谷
の
』
同
学
会
館
に

て

挑

号

既
報

)
、
経
済
前
川
町
を
し
て
お
り
、
ま
た
法
律
の
流

一間
か
れ
、
成
約
裟
お
よ
び
ギ
目
的
と
す
る
「
協
同
組
合

」

れ

、
行
政
の
流
れ
が
八
号
営

一業
計
画
楽
な
ど
を
み
認
す
る
と
、
将
悦
庁
と
の
折
衝
窓
U

業
者
の
み
の
凶
体
を
作
る
よ

一と
と
も
に
役
員
を
選
出
し
、

と
な
る
「
協
会
」
の
二
組
織
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
挟
妙
し
、

一同
協
会
は
正
式
に
発
足
し
た
。
を
作
る
旨
の
説
明
を
行
な
つ
も
う

一
方
の
東
京
都

A
M
O

一

東
京
都
で
は
す
で
に

A
M

て
お
り
、
今
固
ま
ず
「
協
会
」

P
協
会
に
対
抗
す
る
委
勢
を

一関
係
業
者
す
べ
て
を
対
象
と
の
設
立
総
会
が
聞
か
れ
た
も
明
ら
か
に
し
た
。

一し
た

「
東
京
都
ア

ミ

ュ

ー

ズ

の

。

こ
こ
で
駒
什川
氏
が
小
島
幸

一
メ
ン
ト
マ
シ
ン
オ
ペ

レ
ー
タ

同

総

会

に

は

約

泡

イ
社
が

也

氏

(昭
初
遊
悶
附
)
を
議

一|
協
会
」

(・中
間
昭
雄
会
長
)

出
席

、
駒
井
修
氏
(
川
仰
上
野
長
に
推
薦
、
具
識
な
く
ふ
認

一が
発
足
(第
初
号
既
報
)し

て

シ

グ

マ

)
の
司
会
で
進
め
ら
さ
れ
、
こ
の
後
小
島
氏
議
長

'
一

お
り、

今
凶
新
た
に
「
ゲ

|

れ
、
ま
ず
発
起
人
代
表
の
真
で
会
議
が
進
め
ら
れ
た
。

、〆一

ム
場
営
業
者
協
会
」
が

発

起

鍋

勝

紀

氏

(刷
池
袋
シ
グ
マ

)

同
協
会
の
規
約
案
、
入
会

/
一
し
た
こ
と
か
ら
二
つ
の
協
会
が
、

「
過
法
制
州
市
東
京
に
お
合
一
枚
ぴ
会
資
に
閲
す
る
規
程

、、一

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
け
る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

果

楽

に

つ

い
て
駒
井
氏
が
説
明
、

-w
一

同
協
会
は
シ
グ
マ
な
ど
数
た
す
役
割
は
大
き
い
。
条
例
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
そ

為一
組
が
発
起
人
と
な

っ
て
八
回
勺
が
ど
の
よ
う
な
万
向
で
決
ま
れ
に
よ
る
と
会
民
資
絡
は
「
東

J
一常
業
者
の
み
の
凶
体
設
立
め
る
か
は
我
々
の
死
活
問
題
で
京
都
に
お
い
て
八
号
営
業
を

一一
準
備
を
進
め
て
き
て
い
た
。

あ
リ
、
少
し
で
も
良

い

条

件

営

む
例
人
又
は
法
人
」
と
し
、

，r
d
l
I
・

‘

田

・

f
v

雲
仙
を
得
た
う
え
で
。
特
別

.
一
四
回
半
下
也
1

J

U

、J
p
t
拘

肋

経
仰が
を
会
員
か
ら
徴
収
で

-a'ーコ
j

J

T

4

4

・
‘
.
-
』
E
E

き
る
と
な
っ
て
い
る
。
同
協

会
の
事
務
所
は
附
赤
尾
商
挙

日
月
口
日
設
立
、
口
社
で
ス
タ
ー
ト

(
三
万
部
三
方
町
三
万
四
十

な
っ
て
進
め
ら
れ
、
ま
ず
鮒
八
の
凶
十
、

8
0
七
七
O

l

タ
イ
ト
l
の
石
倉
勇
次
郎
氏
四
・
点
!
こ
O
ニ
O
)
内
に
置

が
定
款
案
の
説
明
を
行
な
い

、
か
れ
て
い
る
。
役
員
に
つ
い

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
定
て
は
き
さ
に
開
か
れ
た
準
備

款
に
よ
る
と
同
協
会
の
会
員
会
で
検
討
さ
れ
た
奈
が
報
告

は
八
号
営
業
者
で
あ
る
な
し
さ
れ
、
こ
れ
が
異
議
な
く
承

を
間
わ
ず
県
内
で
オ
ペ
レ
|

認
と
な
り
次
の
よ
う
に
決
ま

タ
|
事
業
に
燐
わ
る
業
お
を
っ
た
。

そ
の
資
怖
と
し
て
い
る
。
ち

会

長

H
ぶ
尾
嶋
一
氏
、
副

な
み
に
会
員
十
二
社

の

う

ち

会

長

H
大
凶
権
泌
氏

(北
陸

四
社
は
他
県

(
石
川
県
)
に

レ
ジ
ャ
ー
附
)
、
山
本
仁
助

山山事
務
所
が
あ
る
が
一筒

井

県

で

氏

(附
朝
日
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

)。

も
オ
ペ
レ

ー
ト
し
て
い
る
業
均
一
本
H
石
倉
勇
次
郎
氏
(
附

者
と
な

っ
て

い
る
。
入

会

金

タ

イ

ト

l

・
福
井
営
業
所
)
、

は

一
律
二
万
円
、
会

費

は

年

泉

悶

俊

三
氏
(
ア
イ
レ
ム
附
・

間

一
律
二
万
四
千
円
と
し
、

金
沢
営
業
所
)。

叫品川市
H
獄

こ
れ
と
は
別
に
特
別

の

事

業

下

正

四

氏

(ω来
光
商
事
)。

を
行
な
う
場
合
に
は
総
会
の

第250号

' .. 
赤尾飽一会長

福
井
県
の

A
M
機
オ
ペ
レ

ー

ー
タ
ー
の
団
体
「
編
井
県
ア

5
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ

日

ー
タ
l
協
会
」
の
設
立
総
会

2
が
十

一
月
十
二
日、

福
井
市

汁
・

の
厚
牛
年
金
会
館
に
て
開
か

が

一
れ
、
，r化
放
楽
の
ふ
認
、
役
員

8
一
の
選
出
が
行
な
わ
れ
、
同
協

ゆ

一
会
は
十
二
は
れ
て
事
実
上
発
足

し
た
。設

立
総
会
は
側
赤
尾
商
品

の
み
泌
総

一
一
社
長
が
議
長
と

、

封目ー二4・駐車f，便物認"f

~ 
f、

，.、，、

ロ
月
条
例
説
明
会

ム
附

・
れ
け
威
川v
h
業
所
)
、
悩

L
Vル・
彦
氏
(
セ
ガ
社

・
れ川市林

常
業
所
)、
上
川
口
ぷ
維
氏
(
附

タ

イ

ト

l
・
針
決
営
業
所
}。

V
川恒
aH
術
品
蹄
不

一
氏

(
叫
ん
進

版
必
附
)
、
合
計
H
附
引
川

昭
氏
υ

川
協
会
が
務
局
は
刷

レ
ジ
介
|
点
作
業
い
け
必

(山
必

山
篠
川
一一
.の

e
0
.
の
“
一
一
、

8
0
一
七
じ
|
八

一
|
ニ
間

二
・ハ
)
内
に
ほ
く
こ
と
に
な

フ

、回
。

，
J
'
l
h
 

な
お
川
協
会
に
よ
る
と
山

森
県
新
風
合
法
地
行
条
例
が

青
森
A
M
O
P
協

円
月
刊
日
設
立
、

山
本
桃
山原
ト
の
A
M
機
オ

ペ

レ
ー
タ
ー
同
体

「
庁
み
山
市
ア

ミ
ュ

l
，
ス
メ
ン
ト
マ
シ
ン
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
」
の
設
立

総
会
が
卜

一
一八
十
九

H
、
山

市
机
市
内
の
青
山
林
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
聞
か
れ
、
定
款
の

広
明
船
、
役
い民
の
選
出
を
行
な

い
同
協
会
が
正
式
に
発
足
し

た

ゲームマシン
れ本この レ総進な ft
、めの投 |日J I会め つぷこ

同 "1-'紡崇総タにててなれ
氏十l栄に会 | は き |あどは
が千ーレよでが 三 た会卜附
議総ジりは参十も設社レ
長社ャ議出 )m.::_の、〉;がジ
と i長 |長 m;-し制:での発ヤ
る が 践 を 者 た の 、 il'¥起|
つ巡業 j選会 。オ設備人民主
て(;f背出 Li ペヰ;をと業
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附
新
日
本
企
凶
(
本
社
大

阪
、
川
崎
英
古
社
長
)
で
は

新日本企画の TVゲーム新作

独展
ローラートロンも協賛出品

京で

中村幸雄会長

会
人
け
を
進
め
た
。
ま
ず
中
村

氏
が
新
胤
尚
早
川
訟
に
閲
し
て
川

総
会
ま
で
の
県
作
本
部
と
の

般
筒
状
況
を
説
明
す
る
と
と

も
に
協
会
設
立
の
趣
向
説
明

を
行
な

っ
た
。

こ
の
後
定
款

の
得
議
や
役
以
選
出
な
ど
が

訂
な
わ
れ
た
。
会
以
資
総
は

八
号
営
業
の
対
象
非
刈
象
を

間
わ
ず
山
県
内
で
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
ギ
業
に
係
わ
る
什
一
白
菜
品
れ
と

な
っ
て
い
る
。
人
会
令
は
今

年
末
、
ま
で
の
入
会
省
は
一

.h

問
、
新
凶
肌
営
法
地
行
自
前
の

一一
月
十
二
H
ま
で
の
人
会
お

は
二
万
円
、
そ
れ
以
降
は
こ

力
問
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
年
会
貨
に
つ
い
て
は
結

論
が
出
ず
次
削
の
総
会

(本

山広
)
に
持
ち
柿
処
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
役
員
は
次

の
よ
う
に
選
出
さ
れ
た
。

会
長

H
中
村
'Y
松
崎
氏
刷

会
長

H
木
半
光
政
氏

(附
ナ

ム
コ

・
仁川
必
いや
務
所
)
、
附

栄

一
氏

(
オ
カ
グ
・的
暴
)
。

即
日事

H
式
部
舛
氏

(
ア
イ
レ

群
馬
県
健
全
娯
楽
業
協
会

(下
務
同
尚
崎
市
、
北
口
付
敬

一
郎
会
長
、
会
員
数
二
|

一

社
)
で
は

1
一
月
六
日
、

ん門川

崎
市
内
の
い
沢
氏
似
肌
に
て
第

-
一回
総
会
を
聞
き
、
定
款
な

ど
を
広
認
し
た
。

暗
唱

H
真

て

長

ム
(
写
つ
会

仰
向
る
と
の
考
え
か
ら
主
席
と

-
会
の
立

q

ゲ
総
下
(
倒

し
て
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
辺
℃
錯
帥

同
協
会
の
い
勤
務

局
の
所
庇
地

策
会

に
紀
小

な
ど
は
次
の
と
お
り
。

も

協

)

勝

と

れ
者
日
鍋
)

東
京

都

ゲ

l
ム
場
営
業
名

ず

集

日

真

る

，

い
営
月
は
い

協
会

H
渋
川行
区
渋
谷
二
の

十

将
来
設
いけ斗
しさ
れ
る
チ
定
の
「
東
役
日
以
は
次
の
と
お
り
。

九
の
十
七
、
グ
ロ

|
リ
ア
渋

京
都
ゲ
|
ム

場

営

業

者

協

同

会

長

H
真
鍋
勝
紀
氏
、
制

谷

ビ

ル

九

O

一
、
包
囲
O
九

組
合
」

(
仮
林
)
め

組

合

貝

会

長

H
小
島
幸
也
氏
、
日
坂

|
三
O
O
二
。

は
同
協
会
の
会
日
以
を
兼
ね

る

芳

男

氏

(

鮒

太

陽
自
動
機
)、

こ
の
後
向
協
会
の
規
約
に

と
な
っ
て
い
る
。

入
会
金
は
佐
光
志
郎
氏
(
刷
新
宿
ア
ミ
法
づ
き
真
鍋
会
長
が
議
長
と

一
万
円
、
会
費
は
年
三
万
円

子
|
ズ
メ
ン
ト
)。

理
事

H

な
っ
て
議
点
を
進
め
、
同
協

で
、

こ
れ
ら
を
納
入
し
た
者
駒
井
修
氏
、
山
中
秀
児

(附

会

の

事

業

計

画

楽
、
収
支
予

が
「
協
同
組
合
」
に
加
入
す

マ

タ

ハ

リ

l

電

気

商

会
)
、

労
系
、
活
動
打
針
案
な
ど
を

る
場
合
に
は
出
資
令
と
賦
課

間
出

茂

氏

(
阿
悶
物
産
附
)

検
討
、

い
ず
れ
も
ぷ

u

胡附
さ
れ

A
恨
め
一
部
に
僚
体
、
え
る
こ
と
中
西
康
維
氏

(
日
本
オ
ー
ト

た
。
な
お
発
起
人、

役
員
会

に
な

っ
て

い
る
。

マ
チ
ッ
ク
附
)。

弘
ギ
H
悔
社
の
う
ち
削
池
袋
、
ン
グ
マ

、

続

い
て
役
員
選
出
が
行
な

村
富
久
氏
(
附
図
結
機
サ
ー

ω上
野
シ
グ
マ

、
刷
新
宿
ア

わ
れ
、
推
胞
に
よ
り
十

名

の

ビ

ス

側

)

。
な
お
残
リ
二
名
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
の

三
社
は

剛也
事
の
っ
ち
八
名
が
指
名
さ
の
理
事
に
つ

い
て
は
、
将

来

側

、ン
グ
?
の
子
会
社
と
き口
わ

れ
、
熱
議
な
く
み
訓
附
さ
れ
た
。
他
の
団
体
と
の
合
流
も
あ
り
れ
て
い
る
。

東
京
A
M
O
P協
が

初

理

事

会

し
ニ
グ
ル

ー
プ
に
分
け
る
こ

f
y
v
'
h
h
，
‘
』
b
L
L
I
E
と
に
な
っ
た
。
ま
た
②
入
会

fumwヘ
」

百

一

首

広

r
E
V
-
-
E
司
E
E
希
望
二
白
七
十
三
社
中
八
卜

ιud--d一
叉

イ

'

主

ψ
日

間

八
社
が
正
式
入
会
し
た
こ
と

中
西
氏
の
申
入
れ
に
真
鍋
氏
断
わ
る

(士

一月
上
旬
現
在
で
は
百

ニ

l
z一
社
に
地
加
)
、
③
事

場
営
業
者
協
会
」
と
の

一
本

務

所

(
こ
れ
ま
で
タ
イ
ト

l

化
を
怨
定
し
一
定
の
空
協
を
内
に
仮
設
)
を
渋
谷
区
渋
谷

設
け
て
お
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
一

の
八
の
六
、
宮
益
坂

S
T

こ
の
両
協
会
一
本
化
に
つ
い
ビ
ル
八
O
六
(
怨
凶
O
六
l

て
は
中
凶
会
長
か
ら
ゆ
し
入

三
八
六

こ

に
確
保
し
こ
こ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(
寸
一
を
正
式
に
事
務
局
と
す
る
こ

月
十
九
日
向
協
会
長
が
話
合
と
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
④

っ
た
結
果
、
真
鍋
会
長
は
「
営
同
協
会
名
の
略
称
を

「
T
A

業
者
協
会
」
に
出
文
ふ
す
る
し
な

M
O

A
(タ
モ
ア

)」

と
す

思
が
悶
く
、

一
本
化
を

断

つ

る

こ

と

、
⑤
広
報
活
動
の
ひ

た
形
に
な

っ
て
い
る
)。

と
つ
と
し
て
同
協
会
の
機
関

こ
の
ほ
か
①
会
員
を
八
号
紙
を
発
行
す
る
こ
と
が
そ
れ

営
業
お
と
そ
れ
以
外
に
区
別

ぞ
れ
了
泳
さ
れ
た
。

東
京
総
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン

ト
マ
シ
ン
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
協

会

(
小
出
昭
総
会
長
)
で
は

十
一
月
六

H
、
東
京
の
附
タ

イ
ト
|
本
社
に
て
第
一
回
攻

恒
会
を
開
き
、
役
員
補
充
、

協
会
組
織
の
検
討
な
ど
を
行

な

っ
た
。

役
員
補
允
は
理
事
に
刷
所

武
氏

(
附
東
京
マ
ル
サ
ン

)

が
推
鳴
さ
れ
み
訟
と
な
っ
た
。

削
也
事
は
さ
ら
に
迫
加
さ
れ
る

が
、
今
後

「
東
京
郎
ゲ
1
ム

群
馬
県
協
正
式
に

十

一
月
卜
九
日
、
東
京

・
千

参

照

)。

こ
の
ほ
か
展
示
さ
れ

代
印
区
の
キ

ャ
ピ
タ

ル

東

急

た

T
V
ゲ
l

ム
機
は

「
グ
ラ

ホ
テ
ル
に
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ジ

エ

イ
タ

シ
ョ
ー
を
聞
き
、

T
V
ゲ

|

|
」
、
フ
ナ

ム
機

「
メ
イ
ン
エ
ベ
ン
ト
」

イ
「
「
エ
シ

を
発
表
し
た
。

ュ

の
オ
ル

こ
れ
は
側
ロ
ー
ラ
ー
ト

ロ

ン

ミ

ラ

」
、

ン

(本
社
東
a

日小
、
森・八
二

社

セ

ン

ト
ラ

長
)
の
協
貨
を
仰
向
て
削
か
れ
ル
レ
ジ
ヤ

た
も
の
で
、
新
日
本
企
幽
製
l
シ
ス
テ

の
T
V
ゲ
l
ム
機
な
ら
び
に
ム

「
イ
ブ

メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
と
と
も
に
、

ア
ダ
ル
ト

ロ
ー
ラ
ー
ト

ロ
ン
が
微
・
7
製
ク
イ
ス
」

品
も
民

一小
さ
れ
た
。

な
ど
、
メ

「
メ
イ
ン
エ
ベ
ン
ト
」
は

ダ

ル

ゲ

|

二
人
間
同
に
対
戦
で
き
る

T

ム
機
で
は

V
ボ
ク
シ
ン
グ
ゲ

ー
ム
機
で
、

「
ダ
イ
ヤ

レ
パ
1
2
本
と
ボ
タ
ン
を
操
モ
ン
ド
グ

作
す
る
も
の

(
詳

し

く

は

本

|

ビ

|
」
、

紙
本
号

一
話
題
の

マ
シ
ン
」

「
ス
ー
パ

• 

川
協
会
は
十
月
二
十
六
日

に
設
立
総
会
を
聞
き
(
本
紙

第
抑
号
既
鰍
)
、
事
実
l
-充

足
し
て
い
る
が
、
今
回
の
総

会
で
定
款
を
ぷ
認
し
た
こ
と

に
よ
り
正
式
に
発
足
し
た
・
}

と
に
な
る
。
会
員
資
桁
は
八

号
営
業
で
あ
る
な
し
を
問
わ

ず
県
下
で
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
下

業
に
併
わ
る
常
業
を
行
な

っ

て
い
る
お
で
、
入
会
金
は

一

律
一
万
円
、
会
問
は
年
三
万

円
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
役

ー
コ
ン
チ
」

、

「
ボ
ー
ナ
ス

ラ
イ
ン
」
な
ど
。

写真は新日本企画のプライベートショ ー (11月19日)のよう す
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隊式会 It

特
許
・実
用
新
案

出
願
公
告
・公
開

(
刊
月
刊
日

i
刊
日
)

川
村
内
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

許
お
よ
び
実
刷
新
奈
の
公
む

な
い
し
ハ
ム
聞
の
紋
新
分
で
A

M
業
界
関
述
の
も
の
は
次
の

と
お
り
。
記
いや
内
科
は
、
公

告
/
公
聞
の
日
付
、
発

明

/

考
奈
の
名
林
、
出
願
人
、
公

告
/
公
開
併
号
、
山
山
舶
番
号

の
順
に
仰
向
載
。
な
お
⑪
は
得

km治
求
の
あ

っ
た
も
の
を
、

ま
た
⑪
は
前
世
箸
炎
に
係
M
柄

小
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し

て
い
る
。
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
名
地
の
発
明
協

会
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
ド

，、ー
、
。

i
し

特
許
出
願
公
告

十

一
一月
二
十
川
H
付
H
「
ボ

ー
ル
遊
戯
具
に
お
け
る
ボ
l

ル
の

wm
動
装
出
」
、
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
正
業
側

(
点
京
)

公
行
⑮
4
8
1
0
9
、
出
版

日
|
8
2
6
5
2
0

特
許
出
願
公
開

ト

一
一川

i
七

H
付

H

「
カ

ラ
オ
ケ
装
沼
周
波
山
…
装
依
」
、

仰
ジ
ヨ
|
シ
7

尚
事

(伸
λ小

川
)
、
公
開
2
0
3
5
8
4
、

山
制
問
|
7
6
1
8
7
0

十

↑
月
二
卜
凶
H
付

H
「
ビ

デ
オ
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
袋
出
」
、

制
タ
イ
ト
|
(米
京
)
、
公

開
2
0
7
1
7
7
、
出
版
印

|

8
0
9
2
3
。
「
縦
覧
移

動
館
」
、
明
H
臼叫付
時
州
産
業
側

(大
阪
)
、
公
開
2
0
7
1

7

8
、
山
山
劇
団
|
8
1
0

9

。

っδ

ー

一
一月

.十
七
日
付

H
「
ゲ

ー

ム
機
裟
抵
」
、
ア
イ
ン
ス

ワ
|
ス

・
ノ
ミ
ニ
l
ズ
社
(
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

)
、
公

開

2

0
9
3
7
4
J
出
削
則
的
1
8

A
H
η
乙
ハ

υ
n
y
。

卜

一
一月
三
ト

u付
H

「
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
数
出
」
、
中
川

伝

(神
奈
川
)
、
公
開
2
1

l
4
7
5
、
出
願
日
|

8

4

ph
JV

A
〆u
p
h
v

。
実
用
新
案
出
願
公
開

十

一
月
十
七
日
付

H

「ゲ

ー
ム
マ
シ
ン
朋
コ
イ
ン
投
人

数
百
の
コ
イ
ン
フ
ィ
ー
ダ
の

桃
造
」
、
側
エ
ル

・
ア
イ

・

ン
|
(大
阪
)
、
公
開
1
7

2
4
8
2
、
出
願
犯
|
6

6

7

7

2
。
「
版
印
シ
ー
ト
装

出
」
、
川
ハ
判
然
産
業
側
(大

阪
)
、
公
開
@

1
7
2
4
9

7
、
出
願
日
|
6
7
9
9
6
。

卜

一
一川

・1
・
日
付
H
「
屯

子
ル
i
レ
ソ

ト
付
き
カ
ラ
オ

ケ
保
点
機
」
、
大
野
町
仰
心
(
λ
閉

山
)
、
公
開
l
7
4
8
7
7
、

出
願
日
1
6
9
6
8
1
。

十

一
川
二
十
七
日
付

H
「
観

覧
ボ
」

、
明
品
特
殊
産
業
側

(大
阪
)
、
公
開
⑪
1
7

7

4

8

3
、
出
納
部
|
7

2

0

n
L
q
J

。

謹

aュ
CI 

平
素
は
格
別
の
御
引
立
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、

こ
の
度
、
弊
社
が
発
表
致
し
ま
し
た
ビ

デ

オ
ゲ

l
ム
機
「
メ
イ
ン
エ
ベ

ン
卜
」
は
弊
社
が
独
自

に
開
発
製
品
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま

す
。川促

っ
て、

こ
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
こ

れ
に
類
似
す
る
商
品
と
し
て
製
造
、

改
造
、
販
売
、

輸
出
す
る
等
の
行
為
を
す
る

こ
と
及
、び
こ
れ
ら
の

機
械
を
使
用
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
著
作
権
法
、

工
業
所
有
権
諸
法
、
不
正
競
争
防
止
法
等

に
抵
触

し
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る

こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
の
な

い

つ
き
ま
し
で
は
、

ょ
う
充
分
に
ご
注
意
賜
わ
り
業
界
の
秩
序
維
持
、

健
全
な
発
展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
・
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

刀
口
川
川

Q
J
Fr
nL
司
寸

日
目
エ
中
に
d

〆r
m
l
F
r

開
発
・
製
造

株
式
会
社

工
ス
工
ヌ
ケ
イ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

株
式
会
社

新

日

販

売

代
表
取
締
役

本

企

画

川

崎

英

士
口

戸、
，、

• 

川
仰
に
九
ゆ
る
ま
で
は
川
協
会

へ
の
人
会
手
続
を
似
印
し
て

い
る
た
め
、
ー

↑
川
ぶ
段
階

の
川
協
会
の
正
式
な
会

μは

|
社

(
発
起
人
)
と
の
こ
と

て
あ
る
。

川
協
会
で
は
卜
二

月
の
県
西
峨
会
で
同
条
例
が
凝

議
さ
れ
次
第
、
山
m
M

帆
パ
防
犯
却

を
如
い
て
同
条
例
に
闘
す
る

説
明
会
を
聞
く

F
定
に
し
て

お
り
、
こ
の
説
明
会
終
了
後

に
川
協
会

へ
の
王
式
な
入
会

子
絞
き
を
進
め
て
い
き
た
い

、
以
に
つ
い
て
は
ぷ
弘
総
会
で

と
し
て
い
る
。

会
長

一
弘
、
刷
会
長
二
名、

川町坂
'じ
名
が
選
出
さ
れ
て
い

る
が
、
新
た
に
会
計
と
慌
が

を
次
の
よ
う
に
選
出
し
た
。

会
計

H
こ
ん
れ
ぬ
ト
ト八
氏

(
附

ア
ト
ム
レ
ジ
ャ
ー
合
内
)
、

恥
いや
H
小
川
合

一
氏

(
エ
ル

ム

・
ジ
ャ
パ
ン

}。

川
協
会
に
よ
る
と
同
総
会

終
了
後
、
ん
村
会
長
は
か
川

名
が
県
出
討
を
訪
れ
、
同
協
会

が
止
ぃ八
に
ぷ

h

比
さ
れ
た
報
凧
い

な
ど
を
行
な

っ
た
、
と
し
て

い

λ
%

メルヘン木馬

'0/91 27172 

持式会控
(旧社名 東洋娯楽機株式会社)

〒152東京都目黒区八雲1-5-7n(03)718-6521 (販売部)

FAX. (03) 725 -2420 TLX. 246 -6310 TOGO.J. 
〒223縦浜市港北区綱島東5-4・6 n (045) 531-6001 

FAX.(045)542 -8274 

29985 

にこぷんボー ト

本

W91 

ヰ土

第一エ渇

29887 

くるくる絵あわせ

ダンプ

スペースソルジャ ー

29985 

1-) 
{_~i 

り

隊楽音のンメレフ

、
'今

29985 マ9129985 W91 
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タイトーの合奏A Mロボ発表

電子技術の成果

の

ゲームマシン第250号
1"'1 A 

に
尚
一
紡
し
エ
ア
|
パ
ル
プ

に
し
て
い
る
特
機
匂
a

業
部
の
松

よ
っ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
動
き
向
。誠
三
部
長
、
校
術
初
当
の

を
行
な
う
。
R
A
M
谷
況
が
同
社
中
央
併
究
所
第
州
開
発

紋
大
日
J
バ
イ
ト
あ
り
、
卜
の
点
任
お
で
あ
る
小
林
征
夫

五
分
間
く
ら
い
の
内
刷
会
も
呼
係
長
か
ら
、
同
ロ
ボ

ッ
ト
闘

能
と
い
う
。
当
H
の
心
及
川
仰
で
発
の
総
料
、
目
的
、
シ
ス
テ

は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
山
口
ム
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
州

向
の
湖
」
な
ど
の
独
奏
、

尚

社

で
は
泌
炎
ロ
ポ

y
卜
の
間

米
比
一必

「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
発
に
つ
い
て
「
将
米
間
党
を

で
い
く
」
の
合
奏
が
あ
り

、

チ

忘

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
ロ

観
存
の
か
っ
さ
い
を
浴
び
た
。
ポ
ッ

ト
な
ど
へ
の
制
御
技
術

記
者
会
日
ん
は
同
社
広
報
諜
の
応
用
、
ハ
イ
テ
ク
な
イ
ベ

の
川
A
H
市
悦
課
長
が
司
会
を
ン
ト
を
含
む
ロ
ポ
y
ト
事
業

卯
当
し
、
中
国
社
長
の
政
拶

の
あ
と
、
ロ
ボ
y
ト
を
初
当

卜
は
ぶ
物
の
山
本
協
を
い
仰
桜
に
の
ん
山
本
総
を
ロ
ボ

ッ
ト
が
演
奏

一以炎
、
A
川
炎
す
る
「
ア
ン
サ
す
る
と
い
う
の
は
惜
し問介
で
も

ン
ブ
ル

・
ド
・
ロ
ボ

γ
ト
」

例
が
な
く
、
州
則
的
と
さ
れ

で
、
凶
・げ
一
-
可
欠
通
い
わ
川
大
内
r
機

て

い

る
。
一
以
炎
シ
ス
テ
ム
は

M
m
L
午
M円
山
動
機
械
成
時
一
の
フ
ロ

ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
入

促
作
誠
助
教
絞
め
桁
与
を
も

h
M
さ
れ
た
出
炎
山

H
の
デ
ー

と
に
、
川
社
が
約

一
年
が
か
タ
を
、
山
本
伐
を
コ
ン
ト
ロ
ー

リ
で
問
先
、
製
作
し
た
し
の
c

ル
す
る
P
C
ボ
ー
ド
の
R
八

こ
れ
は

「
バ
イ
オ
リ
ン
ロ
ボ
M
に
松
山
必
し
、
ド
C
ボ
ー
ド

ッ
ト
」
、
チ
ェ
ロ
ロ
ボ
ッ
ト
t

の
C
ド
U
が
山本総
を
動
か
す

「
リ
コ

ー
ダ

l

{た
て
筒
)

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
と
エ
ア
|

ロ
ボ
ソ
ト
t

の
三
M
m
M
で
附
バ
ル
ブ
を
制
御
す
る
。

ロ
ボ

成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
、

ッ
ト
の
桁
は
ア
ク
リ
ル
樹
附

来
総
は
い
ず
れ
も
山
似
の
も

と
ゴ
ム
で
作
ら
れ
て
お
り
、

の
を
似
別
し
て
い
る
。
本
物
小
川
し
の
エ
ア

l
ン
リ
ン
グ
|

よは タイト一新ロポ ッ ト発表会にて {中央に立つのは松高部長)、

下は左からリコ ーダ一、バイオリン、チ ェロを演奏するロボ y ト

尭聖書

初
め
か
終
り
か

ゲ
ー
ム
機
の
呼
門
家
な
ら
だ
必
い
こ
と
に
、
新
風
色
法

れ
で
も
知

っ
て

い
る
こ
と
で
問
題
に
け取
も
大
き
る
努
刈
を

あ
る
。
と
こ
ろ
が
附
的
機
を

払
っ
た
の
は

，」
う
し
た
時
的

以
う
業
お
は

(
そ
れ
が
ん
H

法
機
機
泌
の
人
た
ち
だ
っ
た
と

的
常
誌
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
?
口
わ
れ
て
い
る
。
尚
一
に
、
こ

私
円
で
あ
れ
)
、
山
問
問
機
を
附
う
し
た
動
き
に
刈
泌
し
て
新

問
機
と
し
て
必
め
た
が
ら
ず
、
胤
山
一
U
V

川
法
に
あ
く
ま
で
も
反
対
-

A
M
機
と
川
じ
だ
と
主
似
し
す
る
八
M
険
業
れ
も
多
く
の

"" 
，、

隠された金塊を一定時間内に探し出せグ

ウニラは電撃波で感電させ壁ヘ押しつぶせグ

ブラックホールには注意してグ

-1Ja鰍郵if1l!物認可ゲームマシン第250号19841手12月15日(7) 

エキサイテイングなモトクロスレースグ

3分以内に各レースの5位に入賞しないと

次のレースに出場できないぞ.グ

副-.;;

を
い
似
光
す
る
た
め
の
布
祈
で

あ
り
、
川
叫
に
新
し
い
シ
ス

テ
ム
削
発
を
通
じ
て
ロ
ボ
ッ

ト
丁
学
ら
ど
科
学
校
術
、
教

打
文
化
引
業
に
も
以
献
し
て

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
三

川
間
山
中
H
M
(
代
山
料
合
一
行
五

卜
川
ん
円
)
て
レ
ン
タ
ル
さ

れ
る
が
、
す
で
に
年
水
年
始

の
似
事
な
ど
に
利
則
す
る
た

め
の
レ
ン
タ
ル
中
込
み
が
多

数
米
て
い
る
と
い
う
。

飯
島
氏
理
事
長
に

内
田
氏
は

S
C
ロ
ケ

O
P
協
の
構
想
へ

u本
川
肘
来
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
附

(事
務
局
東
京
、
川
十

礼
儀
信
昭
事
長
、
略
林
J
O

U
)
で
は
卜

一
刈
十
問
H
、

京
京

・
八
議
洲
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
テ
ル
で
臨
時
総
会
を

開
き
、
組
合
以
の
大
山
脱
退

{
た
だ
し
年
末
付
で
)を
川
備

に
必
め
る
と
と
も
に
、
役
山
以

オペレーターのパートナー
1人よDも2人@カで

一 集務内容

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長期¥!i11賦綴発

・長期資金融資

ケイ・アミューズメントリース総
東京(425)8102 大阪(365)8879

八
祉
の
日
刊
に
作
な
う
判
定

的
新
役
員
を
選
出
し
た
。

こ
れ
は
、

S
C
関
係
ロ
ケ

が
胤
併
対
象
外
に
な
る
と
の

前
従
で
、
そ
れ
ら
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
令
同
組
織
を
作
り
た

い
と
す
る
内
出
川
氏
の
従
来

に
法
づ
く
も
の
。
そ
の
後
の

剛
川
事
会
て
飯
山
山
勝
氏

(
ワ

ー
ル
ド
リ
ー
ス
側
)
が
新
四

ポ
長
に
選
任
さ
れ
た
ω

が
態

は
流
動
的
で
あ
る
が
、
山
川
向
川

'角，、
TEし03(254)1781
TEL06(245)4155 

東京都千代田区神田須田町1-22
大阪市南区長婦橋筋1丁目 32

干101
〒542株式省社イ呈実

側
タ
イ
ト

l

(本
Hn
点
点
、

-
中
州
附
縦
社
長
)
で
は
|
-

一
一
リ
付
、
東
京

・
新
川
仙
の
セ

一
ン
チ
ュ
リ
|
ハ
イ
ア

ッ
ト
ホ

一
テ
ル
に
て
「
エ
ン
タ
ー
テ
ィ

一
ナ
|
ロ
ポ
ソ
ト
発
炎
会
L

を

一
行
な

っ
た
。
こ
れ
は

ww道
関

一
係
釘
を
如
い
て
聞
か
れ
た
も

一
の
で
、
・
4
v引
会
け
ん
の
あ
と
新

一
ロ
ポ
y
ト
の
実
泊
、
同
社

一

一
連
の
A
M
ロ
ボ

ッ
ト
の
展
.
小

一
一被
以
が
γ

れ
な
わ
れ
た
。

一

今
回
先
日
品
科
さ
れ
た
ロ
ボ
y

一

一一一一一一
一一一一一
一一一一一
一一一一一一
一一一一一
一一一一一一一
一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一一一
一一一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一一
一一一一一
一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一
一一一一一一
一一一一一
一一一一

一

中
子

(
き
の
え
ね
)
の
年
い
る
か
ら
で
あ
る
ω

た
が
る
傾
向
が
あ
る
。
昨

か

努

力

を
1
え
払

っ
た
。
し
か
し

一
は
、
す
べ
て
の
も
の
の
始
ま
こ
れ
ま
で
の
給
過
を
た
ど
に
あ
ま
リ
他
〈
h

な
む
の
で
業
界
の
大
多
数
は
こ
れ
ら
を

一
り
と
J
わ
れ
て
い
る
が
、
心
え
れ
ば
、
A
M
機
が
附
怖
を
目
な
い
だ
け
に
円
分
を
械
泌
す
他
人
引
の
よ
う
に
見
過
そ
う

一
位
と
し
て
今
年
は
こ
れ
ま
で
的
と
し
て
問
先
さ
れ
た
も
の
る
た
め
に
す
る
そ
れ
な
り
の
と
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ

一
の
A
M
業
界
の
あ
り
万
が
す
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
A
M

伝
阪
と
2
U
F
J
、
え
ら
れ
る
が
、

こ
そ
が
A
M
業
界
の
終
り
を

一
べ
て
松
挽
を
強
い
ら
れ
る
年
機
と
照
的
機
と
は
完
全
に

K
仲間
的
機
を
微
わ
な
い
A
M
機
促
進
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
に
る
っ
て
、
と
て
も
必
派
な
別
さ
れ
る
こ
と
は

一
日
瞭
然
食
ね
に
し
て
み
れ
ば
こ
ん
な

川
家
公
安
委
員
会
刷
則
で

一
J
m
ま
リ
H

と
い
う
印
象
て
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

迷
必
な
主
艇
は
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
ゲ
ー
ム
機

(
七
号

一
い
は
な
か

っ
た
こ
と
が
、
大
変

機

を

除

く

}
が
八
分
営
業
の

一
銭
念
で
し
か
た
が
な
い
。

付
象
と
な
れ
ば

(
そ
の
吋
能

日一

A

M

機

い

か

川

以

に

総

燥

な

性

は

大

き

い

)

、
他
全
な
ア

ー
一
栄

し

み

を

与

え

、

そ

の

A

M

|

ケ

!
ド
ゲ

l
ム
機
も
い
わ

日一

機

と

は

削

造

性

に

ゆ

り

た

わ

わ

ぶ

ぱ

正

行

機

w

と
し
て
、

H

1
一
附

し

い

も

の

で

あ

る

、

と

す

ふ

の

社

会

か

ら

辺

校

さ

れ

る

凶
了
ゐ
A
M
必

業

の

け

栴

礎

に

刈

し

こ

と

ら

考

え

ら

れ

る

。
J
U
ち

n
p

て
、
ゲ

l
ム

機

父

業

は

ぶ

米

ろ

ん

、
と
ん
で
む
な

い
ぷ
で

9

M
M八
に

と

っ

て

好

ま

し

く

な

あ

る

。
し
か
し
、
こ
の
泌
品

い

も

の

と

決

め

て

か

か

る

新

を

粉

併

す

る

に

は

A

M

淀

川

汁

胤

九

%

法

が

今

年

八

川

成

以

し

の

大

多

数

が

e

立
上
が
ら
ね
ば

て

、

産

業

の

収

伐

を

併

し

て

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。

行
と
山
机
辺
車
引
は
協
力
し
んH
う

と
し
て
い
る
。(
次
サ
で
ぶ
報
)。

， 
新
会
社
設
立

側
オ
フ
ィ
ス

・
ユ
l

(プ

レ
イ
ス
ク
エ
ア
ー

-
ス
テ
イ

ン
グ

}

H
阿
山
市
本
剛

-
の

三
、
合

(
O八
六
二
)
:
一二

'
し
-
a
b
z
し

d

、
.
v
h
v
口
可
J
S
E
t
-
-i
J

、

l
l
'
J
l
ノ
l
J

一

.'
l
v
u品
L
b
T
&
E

(附
大
協
尚
れ
よ
り
分
隊
仏
仙

人

)。

事
務
所
移
転

。決
川
技
研
側
H
岐
阜
市
消

仙川
町
二
の
|
二
、
公

(
0・ム

八
二
)
・ハ

h

ハ
l
六
七
二
二
、

“
三

1
・hh
U
人
、
t
仁
4
6

走
。

A円
切
引
七
U
U
1

・リH
H
l
lJ
L
A
-
-

・1

仰
リ
シ
ッ
ク

H
附
山
県
公

倣
市
'H
淡
町
三
-
三
の
ニ
卜
、

合

(
O八
・ハ問
)
二
六
|
じ

O
一
五
、
同
点
中
山
似
川
内
社
長
。

工
場
移
転

川
也
砧
丁
.
附

・
山
打
槻
-|
場
H

山川
-h
川
山
山
行
槻
山
卜
肝
卜
川
ケ
州
場

て
荒
川
地
八
の
仁
、
m
U

(

O

川
八
七
)
九
州

プ

.・ハ一、

安
部
克
社
長

(
川
H
L
場
よ

り
移
転
)。

日:宗JJARANAMl

1.N¥ 

v 7
 

S
 、

，‘， ，，
 P

 
N
 

3
 

〈y
 

b
 

白
帆
ドnv 

nv 
nn 

A
v
 

p
u
 -ad A

 
clv 

A
"
 

T
 

A
 

D
 

-ω
 s
 

qd ‘. 
C
 

株式会社幻事Lコ
干158東京都世田谷区上用賀5・24・9

TEL (03)420・2271

(03)420-2280 

逃げ切るか追い上げるか・.• 

ゴール間近だ/ラストスパートグ

'-'ALECO LTD. 

さずギトイヨ

5頭の馬の中から

‘ 自分の乗る馬を
レパーとボタンで

選ぴd:写。

ムチボタンをタイミ
ング良く押し、障害

物怠どはジャンブボ砂

タンやレバーでよけ

ゴールします。

@も
。勿d

岬圏、fT' 

一

~ 

して」を

何が異常で何
日本中のミーハ一、見栄
ツとおと‘ろく秘密兵器。

r..轡 躍 動 沼噌装

くやレい
私正常だって

5-24・9KAMIYOHGA SETAGAYA-KU TOKYO 158..JAPAN 

TEL (03)420・2271

..JALECO ..J27891 TELEX FAX -1"'， .、名古屋営費陣所。〒464名古屋市千種区春日通り6-28ft(052) 762-5222 
大阪営禦所。 〒552大飯市港区弁天5・10-23草薙ヒソレ含(06)573・25川

宿岡営業所.〒8附富岡市博多区東光寺町1-2-2前回ピJレ宮(092)474-0120

研究所:〒 1671京都杉並区南荻窪4-4 1-10デ-~イーストビル含( 03)331 ・5441

札幌営業所・ 〒060札幌市中央区北一条西19・2・1伊臓ビル3Fft(刷1)611-9271

仙台営業所.〒980仙台市上杉1-15-24林産よ杉ビル包(0222)63-0646

未来を創造する、電子妓術の

|l;iHlヴニタイヨト器
本 社 :干167東京都杉並区上荻2・3ト12ピース荻窪宮(03)392-4151



者1.鍾郷便物認可

まに衆「議
ず従参会の新
、つ両議焦風

健て院録点営
会掲を 」 に法
な載通がつを
T しじ今いめ
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用
T
V
機
に
特
徴
」

板
で
ゲ
I
ム
交
換
も
」

( 8 ) 

..， ..， 

和
田
氏

警
察
庁

在
に
引
用
し
疋
の
は
、
六
月
二
十
八
日
の
衆
院

・

胞
行
委
で
の
和
田
貞
夫
氏
(
柱

4
5
の
質
問
箇
所
の

一
部
分
。
中
で
示
さ
れ
疋
写
真
と
は
、

J
A
M
M
A

を
除
名
さ
れ
疋
雑
誌
な
の
緩
誌
で
広
告
画
の
こ
と
。

ンシ

和
田
貞
夫
氏

五

さ

に

い

ヲ

こ

と

は

、

一
体
ど
7
い

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

マ

ル
コ
ぶ
ろ
な
り
ラ
ブ
ホ
テ
ル
う
こ
と
で
す
か
。
」

そ

こ

で

、

そ

の

ゲ

ー

ム
の

、喝

が
公
然
と
し
て
先
振
の
温
床

鈴
木
部
長

「
何
が
脳
陣
機

M

刊
紙
と
い
い
ま
す
か
、

ゲ

-

4
4

に
な
ら
な

い
よ
う
に
と

い・
7

で
あ
る
か
と
い
う
問
泌
が
ま
ム
の
内
容
に
よ
っ
て
分
け
る

一

こ
と
で
は
、
今
伎
の
こ
の
改
ず
前
提
と
し
て
あ
ろ
う
と
也
ニ
と
が
大
変
慨
し
い
と
い
う

;

正
案
は
不
通
叱
ー
で
あ
る
と
い
い
ま
す
が
、
脳
同
機
と
山中
し
ニ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ

A
d
-ヲ
よ
う
に
伝
は
思
い
ま

す

ま

す

の

は

、
収
令
を
入
れ
て
・
れ
は
、
た
と
え
ゲ
|
ム
の
内

そ
--で、

片
打
で
は
そ
の
そ
う
い
う
ふ
う
な
ゲ
|
ム
の
行
か
地
全
で
あ
る
、
例
、
え
ば

よ
う
な
ニ
と
を
や
り
な
が
ら
.
結
決
税
全
か
山
て
く
る
、
ニ
野
球
な
リ
サ

ソ
カ
ー
な
り
、

M
M
床
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
・
7
い
う
よ
う
な
も
の
が
ま
さ
そ
う
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る

れ
る
よ
う
る
こ
と
を
こ
の
改
に
本
米
的
な
問
問
機
で
あ
ろ

ゲ

l
ム
で
あ
リ
ま
し
て
も
、

正
案
に
川
崎
リ
込
ま
れ
な
が
ら
、
・
7
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う

そ
う
い
う
ふ
う
に
点
数
な
リ

と
こ
ろ
が
口
一
政
巾
し
卜
げ
ま
む
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
勝
敗
の
結
梁
が
山
山
ま
す
と
、

し
た
よ
う
に
、
阪
め
て
健
全
庁
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
は
な
そ
れ
に
以
づ
い
て
常
業
お
が

2
7

な
テ
レ
ビ
ゲ
|
ム
機
ま
で
も
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
照
時
に
判
川
し
て
い
く
と
い

ひ

風
俗
公
主
と
し
て
必
吋
川
崎
制
り
ま
す
。

う
こ
と
か
非
常
に
あ
る
わ
け

5
を
「
る
.
そ

っ

い

う

ニ

と

か

そ

の

次

に

、
川
法
上
の
時
で
ご
さ
い

t
r

配

白
紙
は
わ
か
・
り
ぬ
わ
け
な
ん
で
怖
織
と
い
う
の
が
あ
る
わ
け
し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
う

;

一す

先

ほ

ど

の

町

川
行
J
U
-
J

で
ご
さ
い
ま
し
て
、
よ
れ
は
い
う
ふ
う
な
ゲ

l
ム
の
内
作

品
一

っ
て
お
り
ま
し
た
よ
・
7
に
、
ゲ
ー
ム
の
紡
川市
に
法
づ
き
ま
に
よ
リ
ま
し
て
分
け
て
い
く

れ
一

脈
問
機
と
し
て
製
作
さ
札
た
し
て
勝
敗
が
山
て
く
る
、
あ
と
い
う
ニ
と
が
大
変
知
し
い
。

畑
一
機
械
あ
る
い
は
問
問
問
と
し
る
い
は
点
数
が
山
て
く
る
と
そ
れ
を
や
り
ま
す
と
、
脱
法

行

一
て
製
作
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ゲ
|
い
う
よ
-フ
な
も
の
で
、
こ
れ
行
為
を
助
長
す
る
と
い
・
ヲ
こ

年

一
ム
機
と
、

そ
7
て
る
い
、
ど
が
営
業
い
れ
の
姿
勢
が
悲
い
と
と
に
ど
ヲ
し
て
む
な
ら
ざ
る

か
一
ら
ら
か
と
い
え
ば
子
供
の
肌
賂
憾
に
転
則
さ
れ
る
と
い
う
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご

9
一
均
体
燥
に
な
る
よ
う
夕
、
そ
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
わ
ざ
い
ま
し
て
、
特
に
必
引
な

1
一う
い
・
7
他
全
な
テ
レ
ビ
ゲ
|
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
実
に
た
行
が
、
今
中
し

t
し
た
よ

一
ム
機
を
包

M
し
て
へ
F
伐
の
法

J
U
H
以
近
の
多
く
の
が
例
が
そ
う
に
似
に
健
全
会
ゲ
ー
ム
機

一改
正
で
例
制
刈
徐
に
す
る
と
・
7
い
・
守
山
川
に
な
っ
て
お
る
ら
だ
と
い
・
7
形
で
ら
っ
て
入
札

'-'1 

， 
〆、け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
で

き
る
わ
け
は
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
e

」

鈴
木
部
長

1

機
械
の
つ
く

リ
万
あ
る

い
は
そ
う
い
う
ふ

う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
つ
く
リ

訓
万
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、

帰
そ
・
7
い
う
ふ
う
な
も
の
で
や

蜘

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

市
そ
れ
は
で
さ
る
こ
と
だ
と
忠

孫
い
ま
す
」

和
国
民

「
で
与
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
と
ぺ
っ
た
っ
て
、

一縦
長
の
子
供
の
遊
び
の
テ
レ

一
ピ
ゲ
ー
ム
機
を
ポ
ー
カ
ー
機

一
の
よ
う
に
や
ろ
う
と
思

っ
た

一
旬
、
首
を
備
に
し
て
や
ら
な

一け
れ
ば
る
ら
ぬ
で
す
よ
。
そ

一ん
な
こ
と
で
き
る
は
ず
が
な

一
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」

.

鈴
木
部
長

「
縦・
u
k
の
む
の

.

'U繊
以
の
む
の
も
い
ろ
い
ろ

、〆

あ
る
わ
け
で
ご
ぎ
い
ま
す
か

〆

ら
、
そ
れ
に
介

っ
た
も
の
を

乙

つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
可
能

可

だ
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
ゲ

'A

l
ム
機
の
中
に
は
い
ろ
い

ろ

d

な
純
矧
が
ご
古
い
ま
す
け
礼

一

ど
も
、
そ
の
中
で
も
い

ろ
い

ぷ

ろ
、
例
え
ば
同
じ
ス
ポ
ー
ツ

a
r
.

む
の
に
い
た
し
ま
し
で
も
あ

る
い
は
別
の
Mm
紛

の
も
の
に

い
た
し
ま
し
で
すU
、
縦
・K
の

む
の
む
あ
れ
ば
鰍
以
の
も
の

ら
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
そ
れ
は
な
段
性

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え

ま
す
。
」

号

和

田

氏

「
こ
れ
は
あ
な
た

O
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
パ
い
切

お

る
わ
け
で
す
か
ら
し
よ
う
が

第

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
似
の

聞
い
て
い
る
の
で
は
そ
う
で

な
い
。
だ
か
ら
、
分
け
ら
れ

る
と
・
古
う
の
で
す
よ
。

こ
れ
は
秘
も
も
う

一
度
念

を
抑
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
A
F

あ
な
た
が
言
わ
れ
た
答
弁
、

J
い
切
っ
た
答
弁
に
占
任
持

て
ま
す
な
。
ど
う
い
う
汀
任

を
持
つ
の
で
す
か
。
引払
の
トH

か
川
巡
っ
て
お
れ
ば
、
引
払
の

十
刀
が
川
泌
っ
て
ね
る
と・・
A
い

1984~手 12 月 15 日( 9 ) 

ま
す
よ
。
あ
な
た
の
万
が
川

溢
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で

法
作
が
で
き
て
し
ま
っ
た
ら
、

ど
う
い
う
託
任
を
と
る
の
で

す
か
。
」

鈴
木
部
長

「
今
の
お
話
は
、

縦
か
横
か
と
い
う
の
は
、
笑

は
余
り
:
:
:
。
」

利
回
氏

「
縦
か
償
か
と
い

う
の
じ
ゃ
な
く
て
、
も
と
も

と
賭
憾
に
使
う
た
め
に

つ
く

ら
れ
た
桃
造
と
、
先
ほ
ど
け
パ

体
的
に
申
し
上
げ
た
で
し
ょ

う
そ
ん
な
こ
と
は
変
え
ら
れ

る
余
地
が
な
い
と
言
う
の
で

す
よ
。
投
術
的
に
変
え
ら
れ
な

い
と
言
う
の
で
す
よ
。
山
州
問
用

の
た
め
に
ち
ゃ
ん
と
域
全
校

入
の
記
能
装
泣
が
つ
け
ら
れ
、

そ
し
て
計
算
装
置
が
つ
け
ら

れ
、
し
か
も
他
か
ら
の
叫
波

に
よ
っ
て
そ
う
い
う
川
鮮
が

川
泌
わ
な
い
よ
う
に
川
代
目
さ

れ
て
お
る
。
片
ゃ
そ
う

い
う

必
要
は
な
い
の
で
す
か
ら
ね
。

そ
ん
な
も
の
に
変
え
ら
れ
る

は
ず
が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
」

鈴
木
部
長

「
先
生
の
お
話

の
路
地
付
川
に
つ
く
ら
れ
る
と

い
う
も
の
と
、
山
私
ど
も
が
御
説

明
し
て
い
る
の
と
ち
ょ
っ
と

食
い
巡
い
が
あ
る
よ
う
な
感

じ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
御

説
明
を
し
て
お
り
ま
す
の
は
、

現
金
を
そ
の
ま
ま
入
れ
て
出

て
く
る
よ
う
な
も
の
は
も
と

も
と
許
可
の
対
象
に
な
ら
な

い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

こ
れ
は
冶
外
に
巧
え
て
お
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
で
な
く
て
、
川
叫
んh
な

ゲ
l
ム
の
内
科
で
あ
る
か
、

そ
れ
と
む
そ
う
で
な
い
も
の

で
あ
る
か
、
U
叱
陥
快
怜
が
あ
る

か

な

い

か

こ

う

い
、
7
ニ
と

で
ご
ざ
い
ま
ず
か
ら
、
そ
れ

は
l
分
一江
検
性
が
あ
る
と
、

以
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
巾
し

上
げ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
J

和
国
民

J
』
れ
は
出
世
岬
は

尽
き
な
い
わ
け
で
す
が
、
そ

今

，、
う
い
う
こ
と
で
あ
え
て
そ
う

い
う
時
時
性
の
機
械
と
そ
う

で
な
い
健
全
な
機
械
と
を

a

絡
に
入
れ
て
し
ま
う
。
し
か

も
、
機
械
に
よ
っ
て
は
、
先

ほ
ど
の
質
問
者
も
一
言
っ
て
お

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
金

が
出
て
こ
な
け
れ
ば
い
い
ん

だ
と
か
い
う
よ
う
な
よ
と
を

先
ほ
ど
ザ
代
弁
し
て
お
り
ま
し

た
か
、
例
え
ば
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ

ン
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
悦

界
共
通
の
附
問
機
な
ん
で
す

よ
。
そ
れ
が
、
郎
防
機
と
し
て

現
金
が
出
て
ζ
な

い
と
い
う

よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
附
博

じ
ゃ
な
い
。
凶
際
的
に
認
め

ら
れ
て
お
る
賭
博
機
で
ザ
供

ー・2

を
遊
ば
せ
て
、
そ
れ
が
非
行

防
止
だ
と
か
子
供
の
健
全
な

行
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思

っ
て
お
る
の
で
す
か
。
」

鈴
木
部
長

「
ス
ロ
ッ
ト
マ

シ
ン
と
い
う
ち
の
に
対
す
る

認
識
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
要
す
る
に
時
間

に
な
る
か
な
ら
な
い
か
と
い

う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
あ
く

ま
で
も
攻
余
な
り
そ
う
い
う

抗
品
等
の
結
び
つ

5
で
山中
し

L
L

げ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
ゲ
ー
ム
を
た
だ
栄

し
む
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

そ
の
ス
ロ

ッ
ト

ア
ン
ン
を
賂

同
機
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に

決
め
つ
け
る
こ
と
は
無
攻
で

ビ
ゲ
|
ム
織
の
州
場
合
で
ご
ざ
う
に
な
っ
て
お
る
。
そ
う
い

い
ま
す
け
れ
ど
む
、
本
米
そ
う
よ
う
な
こ
と
で
す
の
で
、

う
い
う
も
の
を
作
品
川
さ
せ
る

A
f
J
わ
れ
た
よ
う
に
、
術
単

と
こ
ろ
の
も
の
、

R
O
M
で
に
そ
の
縦
以
を
時
博
機
の
よ

あ
る
と
か
あ
る
い
は
法
似
で
う
に

m-肢
に
す
る
わ
け
に
い

あ
る
と
か
と
い
う
も
の
を
か
か
ぬ
わ
け
だ
か
ら
、
そ
、
7
簡

え
ま
す
と
全
く
異
な
る
ゲ

i

単
に
変
え
ら
れ
る
と
い
う
よ

ム
機
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
う
な
も
の
で
な
い

と
い
う
よ

川
合
に
附
単
に
で
き
る
も
の
う
に
伝
は
附
い
て
お
る
の
で

で

ご

ざ

い

ま

す

す

が

、
あ
な
た
の
終
弁
さ
れ

和
国
民

「
あ
な
た
の
打
は
た
こ
と
が
正
し
い
の
か
、
犯

か
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
ぺ
が
刷
さ
及
ん
で
お
る
こ
と
が

う
の
で
す
が
、
伝
ら
そ
、
7
い

.
品川
.し
い
の
か
、
ど
っ
ち
な
ん

う
機
械
の

H
に
は
紛
い
わ
け
で
す
か
。
」

で
す
け
れ
ど
む
、
訟
な
リ
に

鈴
木
部
長

「
以
ど
ち
ら
、

人
か
ら
聞
き
ま
す
と
、
今
御
い
ろ
い
ろ
御
立
見
が
あ
る
も

符
弁
さ
れ
た
こ
と
は
当
た
ら
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ

な
い
。

の
点
に
つ
い
て
市
中
門
家
の
立

引払
の
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り

比
を
卜
分
散
し
て
、
先
ほ
ど

ま
す
と
、
郎
防
別
に
製
作
さ
の
よ
う
に
、
屯
「
部
品
で
陥

れ
た
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
機
の
助
成
さ
れ
ま
す
以
似
等
を
交
換

んいは、

A
I
J
U
・4H
わ
れ
る
よ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
ゲ

に
、
削
党
批
が
幾
ら
入

っ
た
か
、
l
ム
の
内
科
は
比
較
的
谷
い
切

幾
ら
山
山
た
か
、
幾
ら
勝

っ

た

に

か
、
え
る
ニ
と
が
で
き
る
と

か
、
幾
ら
れ
け
た
か
と
い
う
い
う
ふ
う
に
検
知
を
し
て
必

こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
に
、
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特

現
金
の
役
人
の
記
憶
装
置
が
に
紋
近
は
、
割
合
に
法
板
交

ま
ず
一
つ
あ
る
と
い
・
ヲ
こ
と
。
換
と
い
う
も
の
が
多
く
な
っ

幾
ら
勝

っ
た
か
、
幾

ら

れ

け

て

お
る
。
単
に
R

O
M
の
交

た
か
と
い
う
こ
と
を
記
憶
す
換
と
い
‘
7
ニ
と
で
な
く
て
、

る
カ
ウ
ン
タ
ー
袋
況
が
あ
る

け
哨
似
交
換
が
多
く
な
っ
てわね

と
い
う
こ
と

U
fラ
イ

タ

る

と

い
う
ふ
う
に
府
知
し
て

ー
の
よ
う
な
ら
の
で
、
屯
波
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

d

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
什
鉱
が

和
田
氏

「
そ
れ
は
間
迎
い

何
代
わ
な
い
よ
う
な
装
抗
が
あ
な
い
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と

る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
似
の
聞
き
及
ん
だ
こ
と
は
間

ポ
ー
カ
ー
を
初
め
、
さ
い
こ
溢

い
な
ん
で
す
な
。
基
級
交

ろ
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
同
じ
こ
換
で
谷
H
切
に
変
え
る
こ
と
が

と
て
す
が
、
そ
う
い
ヲ
術
的
で
き
る
と
い
う
こ
と
の

N
が

性
の
ゲ
|
ム
機
は
州
日
仰
が
険
正
し
い
の
で
す
ね
。

U
K
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
の
ニ
れ
は
ど
う
で
す
か

{
万

で
す
ね

u

し
か
む
映
伶
が
減
点
を
.. 小
す
)
こ
れ
は
脈
問
川

め
て
リ
点
的
に
制
代
作
さ
れ
て
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
織
で

rよ

お
る
。

み
ん
な
航
以
で
す
，

ニ
っ
ち

そ
し
て
今
度
は
、
そ
う
で
は
そ
、
7
で
な
い
ゲ

l
ム
機
、

な
い
、
会
〈
健
全
な
、
鋭
の
ほ
と
ん
ど
縦
長
で
す
よ
。

こ

体
艇
に
な
る
よ
う
な
、
炉
供
れ
は
ど
う
し
て
変
え
る
の
で

ま
で
も
使
、
え
る
よ
-
フ
な
テ
レ
す
か
。

こ
れ
は
僚
に
使
う
よ

ヒ
ゲ

i
ム
機
と
い
ヲ
の
は
そ
う
に
つ
く
ら
れ
て
お
る
ん
で

う
い
う
必
製
作
が
な
い
。
し

す

よ

。

ニ
の
縦
長
に
使
わ
れ

か
も
上
か
・
り
治
ち
た
り

l，
が
た
む
の
を
縦
一
以
に
ど
う
や
つ

っ
た
り
す
る
ん
で
「
か
ら
、
て
変
え
る
の
で
す
か
そ
れ

縦
民
に
大
体
映
仰
は
が
映
る
よ
は
や
け
を
仰
に
向
け
て
や
ら
な

r司
F 

あ
る
か
よ
う
に
々
え
て
お
ろ
い
ろ
と
れ
体
的
に
決
め
て

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

い
ぷ
た
い
と
い
う
ふ
う
に
号

和
田
氏

「時
間
が
あ
り
-
S
酔
え
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
次
に
進
み
ま
す
が
、
す
。
」

こ
れ
は
見
解
の
制
迭
と
一バ
え

宮
崎
氏

「
そ
う
し
ま
す
と
、

ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
そ
う

緒
川
市
が
表
ぶ
さ
れ
、
ま
た
は

い
う
よ
う
な
こ
と
で

は

下

供

勝

負
が
明
ら
か
な
ら
の
と
い

の
健
全
な
育
成
に
疑
問
を
符
う
よ
う
に
解
し
て
よ
ろ
し
い

ち
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
、

f

の
か
ど
う
な
の
か
、
こ
の
辺

供
の
他
全
な
遊
び
の
織
械
ま
に
つ

い
てい
内
伎
町
間
し
た
い

で
も
こ
れ
に
包
含
し
て
し
ま
の
で
あ
り
ま
す
。
」

う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

吉
山
課
長

「
紛
れ
が
は

っ

ニ
の
法
改
正
に
過
し
な
い
一
吹
き
リ
決
ま
る
と
い
う
よ
う
な

件
の
備
わ

っ
た
筒
所
で
あ
る

む
の
、
も
う

一
つ
は
得
点
に

と
い
う
こ
と
を
ぷ
は
結
摘
し
な
っ
て
定
ほ
的
に
進
耳
目
結
来

て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。」

が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
よ
、
ヲ

な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

宮
崎
氏

「
そ
う
し
ま
す
と
、

ゲ
ー
ム
機
に
も
い
ろ
い
ろ
ご

ざ
い
ま
し
て
‘
偶
然
性
に
似

る
む
の
、
ま
た
伐
術
介
入
性

の
山川
い
も
の
、
ニ
う
い

っ
た

む
の
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う

の
で
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、

そ
れ
ら
も
す
べ
て
含
ま
れ
る

の
か
ど
う
か
。
ゲ
ー
ム
機
あ

る
い
は
遊
技
の
設
備
で
ニ
の

脱
去
に
人
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
も
の
が
あ
る
の
か
、
あ

れ
ば

μ体
的
に
お
ぶ
し
断
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
」

吉
山
課
長

「
光
江
ど
'
U
山中

し
卜
.
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
附

昨
以
外
に
は
使
い
よ
う
が
な

い
と
い
う
よ
う
な
も
の
と
か
、

あ
る
い
は
定
問
バ
の
来
リ
物

の
よ
う
な
も
の
は
完
全
に
外

れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
い
ね
ぷ
し
の
ご
ざ

い
ま
し
た
よ
う
に
、
中
間
的

な、

光
は
ど
巾
し
上
げ
た
よ

う
な
も
の
に
必
中ー
す
る
よ
う

な
も
の
で
ご
ぎ
い
ま
し
て
、

そ
の
中
に
間
然
性
だ
け
で
決

ま
る
よ
う
な
も
の
と
技
術
介

入
作
が
向
い
も
の
と
が
あ
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
技

術
介
入
性
が
山
同
い

と
い
い
ま

し
で
も
、
そ
こ
に
偶
然
性
と

い
う
も
の
が
介
似
す
る
余
地

が
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
川
法
に

(
川
め
ん
上
段
に
続
〈
〉

宮
崎
氏

警
察
斤

在
に
引
用
し
だ
の
は
、
七
月
三
日
の
衆
院

・
地
行

委
で
の
宮
崎
角
治
氏

(
公
明
)
の
質
問
箇
所
の
一
部

分
。
全
然
性
質
の
異
な
る
こ
枚
の

T
V
ゲ
ー
ム
機
用

基
絞
を
示
し
て
、
政
府
委
員
に
迫
つ
だ
と
こ
ろ
。

宮
崎
角
治
氏

(
公
明
)「
ヘ
ー

し
た
い
川
作
で
ご
さ
い
ま
す
。

の
で
あ
り
ま
す
。

川
の
風
穴
法
の

一
部
改
正
に
峨
ぷ
あ
る
明
快
る
符
弁
を
初

警
察
庁
刑
事
局
保
安
部
防

附
す
る
法
作
東
に
つ

5
ま
し
の
に
お
則
い
す
る
わ
け
で
ご

犯
際
・
吉
山
剛
課
長

「二
条

て
は
、
あ
る
刈
は
い
J
M川
を

い

ざ
い
ま
す

一
川
八
日
ゲ
に・・
パ
い
ま
す
『
本

た
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ

い

以

は
条
文
を
途
次
追
う
つ

米
の
用
途
以
外
の
川
途
と
し

ま
す

ω

さ
ら
に
必
ぷ
を
し
て

も
り
に
し
て
お
り
ま
す
け
れ
て
射
字
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ

評
価
し
た
い
と
い
・
ヲ
た
め
に

ど

も

、
条
文
が
前
後
す
る
こ
の
あ
る
遊
技

に
用
い
る
こ
と

似
は
、
こ
の
辺
で
下
山
し
を
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
が
で
き
る
』
滋
技
設
備
で
ご

し
、
あ
る
い
は
ら
っ
と
大
き

以
初
に
、
第
二
条
第
瓜
約
さ
い
ま
す
け
れ
ど
む
、

ζ

れ

い
な
ぎ
な
た
で
予
術
を
し
、

八
ひ
で

司
ス
ロ
ァ
ト
マ
シ
ン
、
は
、
遊
校
の
給
米
に
応
じ
て

そ
の
巾
え
を
し
し
げ
、
そ
し
て
刈

テ
レ
ビ
ゲ
|
ム
機
そ
の
他
の

川叫
ん
収
が
払
い
山
さ
れ
る
よ
う

則
の

H
的
を
込
成
し
て
川
此
遊
技
ぷ
備
で
本
米
の
川
准
以
な
本
米
的
な
附
問
機
、
そ
れ

の
ん
H

立
の
L
L
に
他
行
さ
れ
る
、
外
の
川
冶
と
し
て
射
や
心
を

か
ら
、

A
F
伐
は
逆
に
射
併
心

ょ
う
い

っ
た
こ
と
に
悦
ぶ
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
滋
校
を
そ
そ
る
必
そ
れ
の
令
.
く
な

山
き
ま
し
て
.

A

F

H
ま
で
の
に
用
い
る
ニ
と
が
で
き
る
も
い
よ
う
な
定
的
式
の
来
リ
物

泌
議
の
中
か
ら
屯
阪
を
避
け
の

(
川
家
公
安
委
員
会
規
則
の
よ
う
な
ゲ
|
ム
機
、
こ
れ

ま
し
て
、
よ
り
粕
上
位
を
し
、
で
定
め
る
む
の
に
限
る
。ご

ら
を
除
い
た
そ
の
中
間
の
・
記

本
民
み
ず
か
ら
の
現
地
時
伐
こ
う
い

っ
た
規
制
を
さ
れ
て

い
叫
的
に
遊
校
の
結
栄
が
あ
ら

を
む
と
に
し
、
即
時
必
と
悦
二
け
い

る
わ
け
で
ご

Y
い
ま
す
け

わ
れ
る
む
の
や
勝
敗
が
決
し

を
し
な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た

れ

ど
も
、
こ
の
規
制
に
つ
い

仰
る
む
の
、
そ
-
ヲ
い
っ
た
も

時
間
内
で
刷
が
い
州
、
文
刈
行
て
ん
必
め
る
ぷ
慨
は
ど
う

い

う

の

b
c
p
J
え
て
い
る
わ
け
で
ご

佐
び
に
い
K
灯
、
そ
し
て
公
次
刷
日
を
，

r定
し
て
お
ら
れ
る
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
よ

安い
N
H
K
の
川
川
大
限
に
口
問

の
か
、
ま
ず
お
件
ね
し
た

い

う
な
考
え
々
に
法
づ
い
て
い

-ミッドウヱ一社製品
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(10) 

(
9
め
ん
か
ら
の
続
き
)

よ
っ
て
は
仲
間
同
に
似
わ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
わ
け

で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
准
件
以
朴
仙
川
本
が
光

ほ
ど
山
叩
し
卜
げ
ま
し
た
よ
う

に
石
川
的
に
あ
ら
わ
れ
る
と

か
、
あ
る
い
は
勝
敗
の
結
泌

が
川
ら
か
に
な
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
川
家
公
安
委
日
会

川
崎
川
で
定
め
て
ま
い
り
た
い

と
い
う
ふ
う
に
庁
え
て
い
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

宮
崎
氏

「
間
的
に
刈
川
て

き
る
機
械
、
で
き
る
い
機
械

に
大
別
で
き
る
の
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、

間
然
性
、
射
や
心
を
そ
そ
る

と
い
、
7
、
」
と
が
今
日
ま
で
品

ぷ
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
あ

第 三純郵便物52131 ゲームマシン第250号1984年12月15日

"‘ 
， 

ま
す
。
」

宮
崎
氏

「
ど
う
も
総
長
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
附
日
中
に
変

え
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
党
三
叫
が
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
必
は

T
に
入
れ
ま
し
た
の
で
拘
っ

て
き
た
の
で
す
。
山
弁
山
市
ポ
の
人

は
実
物
を
は
た

め
か
ど
う
か

わ
か
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
こ
れ

む
ん
で
す
。

こ
れ
は
実
物
な

ん
で
す
。

こ
れ
と
こ
れ
を
比
べ
て
み

た
と
き
、
ど
れ
が
附
間
性
な

の
か
、
ど
れ
が
娯
来
性
な
の

か
わ
か
り
ま
す
か
。
簡
単
に

わ
か
る
の
て
す
よ
。

こ
う
い

一う
機
械
な
ん
で
す
。

I
C
や

一
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
入
れ
て

一非
常
に
的
巧

に
で
き
て
い
る

一
の
で
す
。

こ
れ
が

R
O
M
、

一
い
わ
ゆ
る
リ
l

ド

・
オ
ン
リ

一
1
・
メ
モ
リ
ー
と
い
、
7
の
て

一す
が
、
こ
ん
な
も
の
簡
単
に

一変
え
ら
れ
る
と
い
う
、
そ
ん

一な
も
の
じ
ゃ
な
い
の
で
す
ね
。

一
こ
れ
が

R
O
M
な
ん
で
す
。

一そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
変
、
え
ら
れ

一な
い
で
す
。
ん
土
叩
岬
変
え
る
た

一
め
に
は
配
線
か
ら

一
一
切
を
変

一
え
な
け
れ
ば
用
を
な
さ
な
い
。

一例
、
え
ば
ボ
タ
ン
に
し
て
も、

一
こ
ち
ら
の
場
介
は
約
九
つ
ぐ

一
り
い
あ
る
。
こ
ち
ら
の
場
介

一
は
た
っ
た
こ
っ
て
よ
ろ
し
い
。

一
そ
う
い
う
も
の
を
ど
・
7
い
う

一
形
で
変
、
え
る
の
か
。

こ
れ
は

一
来
川
中
を
ト
ラ

ッ
ク
に
変
え

号

一
る
と
い
う
よ
、
7
な
今
の
符
弁

O
一
の
内
存
で
は
な
い
か
と
私
は

沼
一

感
じ
る
わ
け
な
ん
で
す
。
そ

第

一
れ
は
附
輪
市
だ
か
ら
、
作
家

一
い
か
予
入
れ
し
た
、
す
ぐ
そ
こ

沼
一

で
変
え
た
、
こ
れ
は
ち
ょ

っ

1
一
と
で
き
っ
こ
な
い
で
す
。

ー

一

大
臣
も
見
て
み
て
く
だ
さ

1
一
ぃ
。
ど
ち
ら
が
脈
問
機
械
か
、

年
一

今
大
臣
が
似

つ
て

い
る
も
の

乱一

が
い
わ
ゆ
る
附
時
機
械
な
ん

9
一
で
す
よ
。

こ
れ
は
重
大
な
分

4
.

，. か
れ
日
が
一
つ
あ
る
の
て
す
。

日払
も
今
凶
、
し
て
お
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
実
際
に
行

綿一J強要地{史物認可ゲームマシン、、.，J1
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，，，‘、

ら
本
・
米
の
川
途
以
外
の
川
途

と
し
て
問
的
と
い

っ
た
射
や

心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る

遊
技
に
川
い
る
こ
と
が
で
き

る
む
の
に
つ

5
ま
し
て
は
や

り
ま
す
が
、
ミ
の
刊
卜
九
ペ

ー
ジ
の
お
二
条
の

.
出
川
八
り

を
人
叫
む
と
、
山

mwに
利
川
で

き
る
い
機
械
ま
で
こ
の
ぬ
叫

に
入
札
る
必
県
江
な
い
の
じ

ゃ
む
い
か
、
山
払
は
こ
の
よ
、
7

に
感
じ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ

の
辺
に
つ

い
て
の
川
快
な
符
弁
を
ポ
め

た
い
の
で
ご
さ
い
ま
す

ι

」

古
山
課
長

B

八
け
に
代
け
い

て
ご
さ
い
ま
す
の
は
、
ス
ロ

/
ト
マ
ン
ン
あ
る
い
は
テ
レ

ビ
ゲ
|
ム
機
を
例
ぶ
と
い
た

し
ま
し
て
、
州
州
鉄
…
刊
いか・
日川い

か
あ
る
い
は
技
術
介

入
れ
が

山
川
い
か
は
別
と
い
た
し
ま
し

て
、
本
米
は
他
全
に
裂
し
む

む
の
で
あ
る
、
し
か
し
な
が

は
り
入
れ
る
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
そ
の
川
一
の
一
収
分
け
は
で

き
な
い
ら
の
と
い
う
ふ
・
7
に

与
え
て
い
る
わ
け
で
ご
さ
い

:-
0・

j

j

-

宮
崎
氏

「非
行
山
に
や
や
こ

し
い

、
川
リ
く
ど
い
ベ
ハ
弁
を

い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
そ

の

例

を

学

げ

ま

す
と
、
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
の
機

械
そ
の
む
の
に
つ
い
て
も
、

行
少
半
こ
作
市
ニ
ト
札
けを
川
悦
よ

1
1

i

l

:ー

l
'
l
i
i
ー

す
と
は
庁
、
え
に
く
い
伐
術
介

入
刊
の
山
川
い
;
U
の、

っ
て
凡
て
き
た
の
で
す
。
そ

の
ほ
か
の
似
決
機
械
と
対
比

し
て
み
た
わ
け
で
す
。

で
す

か
ら
、
こ
の
山
…
に
つ
い
て
は

ち
ょ
っ
と
認
成
不
足
じ
ゃ
な

い
か
と
忠
‘
7
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

い
わ
ゆ
る
以
内
機
械
と

娯
楽
機
械
の
ハ
!
ド
、
全
体

的
る
も
の
で
す
ね
、
あ
る
い

は
ソ
フ
ト
、
そ
う
い
う
山
で

の
州
法
山
…か

ご
さ

い
ま
す
。

陥
問
中
に
1
u
え
ば
、
こ
こ
が

一

つ
必
う
だ
け
で
す
、
こ

の
バ

ッ
テ
リ
ー
。

お
金
を
入
札
て
、

そ
し
て
数
千
が
山
、
ず
っ
と

以
的
の
点
数
が
山、

そ
こ
で

急
に
寸
断
的
に

U
h
A
が
切
れ

た
場
介
に
大
変
な
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
る
と
い
う
下
態
が
山

て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が

働
い
て
辺
%
を
泊
し
て
い
く

と
い
う
パ
ッ
ク
の
力
と
い
い

ま
す
か
、
こ
う
い
っ
た
問
題

が

つ

あ

る

わ

け

で

あ
り
ま

す
。も

っ
と
日
体
的
に
、
パ
い

ま

す
と
、
以
内
機
械
は
ク
レ
ジ

ソ
ト
数
を
成
金
と
同

一
…
悦
す

る
た
め
に
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
数
、

ペ
イ
ア
ウ
ト
卒
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
入
力
数
、
ク
レ
ジ

ッ
ト

の
払
い

山
し
い
手
を
バ
ル
机
附
す
る

た
め
の
必
位
ぷ

f
と
、
今
山
中

し
L
L
げ
ま
し
た
石
川
仰
の
い
わ

ゆ
る
寸
断
等
か
ら
保
必
ず
る

た
め
に
.
む
池
等
に
よ
っ
て
の

パ
y

ク
ア

ッ
プ

凶
路
と
い
う

の
が
必
ず
必
変
で
あ
り
ま
す
。

娯
楽
機
械
に
お
い
て
は
必
裂

と
し
な
い
の
で
、
そ
う
い
う

も
の
は
付
設
し
て
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
の
は

不
必
裂
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
ぶ
似
卜
に
そ
う
い
う
と
こ

ろ
は
存
代
し
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
山
%
が
勝
っ
て

い
る
に
し
ろ
負
け
て
い
る
に

し
ろ
、
将
五
と
か
欣
立
の
石

川仰の
寸
断
ザ
サ
に
よ
っ
て
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
り
ま
す
の
で
、

今
巾
し
ト
げ
ま
し
た
パ
ッ
ク

ア
y

プ
凶
路
と
い
う
も
の
か

，..‘ 

し、

わ
，，)> 

7月3日の衆院・地行委にて TVゲーム機の基板 (AM畿「パッ77ンJと鮪f尊機のrポーカーJ) を手に質問する宮崎角治氏。
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必
咲
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
開
問
機
械
は
訟
が

ず
っ
と
的
什
し
て
い
る
、
そ

れ
を
州
き
変
え
る
機
械
を
川
村

つ
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

、
通
品
料
マ

ソ
ピ
ン
ク
向
い
仰
の
み
を
判

っ

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

Q

以
来
機
械
の
万
は
、
そ
の
北
川

川
以
の
パ
ッ
ク
の
州
耐
を

徐

卜
に
山
き
ま
し
て
、
そ
の
七

に
利
点
浮
を
炎
心
す
る
た
め

の
い
わ
ゆ
る
7

ッ
ピ
ン
ク
向

山
、
そ
の
ト
に
向
山
山
一
で
移
動

吋
能
な
ス
プ
ラ
イ
ト
州
山
と

山
中
し
ま
す
か
、
ぷ
ぶ
山
間
成
が

大
部
分
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
に
咋

川
の

R
O
M
、
こ
れ
は
先
は

ど
J
H

い
ま
し
た
リ

l
ド

・
オ

/
リ
|

・
メ
モ
リ
ー
、
人
間

の
以
で
τ
川
え
ば
い
わ
ゆ
る
狐

ぷ
付
で
あ
り
ま
す
。
中
身
が

ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
と

い、
7
こ
と

に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
小
に
令
部
集
約
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
、
仙米

“
…
川
路
で
す
か
ら
。
そ
う
い

う
ふ
う
に
非
常
に
泌
い
が
あ

る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
呼
刷
の

R

O
M
と
い
う
も
の
を
引
っ
て

お
り
ま
し
て
、
そ
の

n
n
O
M

の
数
e
U
河
川
一
う
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

ゲ
ー
ム
の
泌
い
に
よ
っ

て
当
然
州
路
の
数
む
追
っ
て

く
る
。
終
弁
に
件付
い
ま
す
ソ

フ
ト
交
換
と
か
が
い
似
の
交
換

に
よ
っ
て
的
小

に
松
川
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
間
述
い

で

あ
る
と
犯
は
断
じ
た
い
の
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

辺
に
つ
い
て
の
芥
弁
を
ね
は

こ
こ
で
正
し
て
お
き
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。

機
内
…
m
f
hj
の
数
J
U
迎
う
の

で
あ
り
ま
す
。

ゲ
!
ム
内
れ

も
述
、
つ
の
て
あ
り
ま
す
。
山保

作
ボ
タ
ン
の
数
も
泌
う
の
で

あ
り
ま
す
。
松
川
す
る
と
な

れ
ば
大
改
造
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
ん
な
大
改
造
を

す
る
よ
り
も
新
し
い
機
械
を

買
え
ば
よ
ろ
し
い
。
引
払
の
調

べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
機

械
は
九
卜
刀
川
と
か
し
ハ
ト
万

る
肌
山
本
川
の
機
械
。

ろ
、
化
札
、
ト
ラ
ン
プ
と
い

っ
た
郎
内
件
の
機
M
川
、
間
炊
…

け
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
キ
午
、ン

ブ
ル
マ
シ
ン
と
分
け
ら
れ
る

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
-
仰
に
し
て
川
崎
制

す
る
の
は
ど
う
考
え
て
む
熊

川
が
あ
る
と
弘
は
思
う
の
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
む
、
こ

の

辺
に
つ
い
て
の
鈴
木
保
安
部

以
な
り
の
J
U
・7
少
し
明
快
な

作
品
刊
を
ボ
め
た
い
の
で
あ
り

曳
e

、ぃ、」

ま
す
の」

警
察
斤
刑
事
局
保
安
部
・

鈴
木
良
一
部
長

B

光
也
御
桁

悩
の
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム
機
の

小
に
は
技
術
介
入
作
の
向
い

も
の
も
あ
り
偶
然
作
の
般
い

も
の
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
以
術
介
入
糾
刊

の
山川
い
む
の
の
山
・
に
非
常
に

知
的
る
ゲ

l
ム
機
J
U
当
然
あ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
射
手
心
を
そ
そ
る
お

そ
れ
が
中
ず
る
か
ど
う
か
と

い
う
の
は
、
ゲ
ー
ム
臨
聞
の
校

術
介
入
件
あ
る
い
は
知
的
な

問
泌
と
は
ら
ょ
っ
と
角
伎
を

災
に
い
た
し
て
お
り
ま
し
て

御
舟
じ
の
と
お
り
賂
仰
と
い

う
問
題
は
、
以
術
介
入
門
が

あ
り
ま
し
で
も
そ
こ
に
偶
然

内
の
袋
ぶ
が
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
と
、
そ
れ
に

勝
敗
を
か
け
て
〈
小
銭
を
か
け

れ
ば
州
防
犯
に
な
る
と
い
・
7

問
題
が
あ
る
わ
け
で
ζ

ざ
い

ま
し
て
、
そ
う
い
・
つ
こ
と
か

、
ト
止
ザ
、
、
、
a
e
f

eel

、、

L

J

U

H

J

H

，
ノ
判
カ
J

い
し
カ

ら
山
川
仰
に
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
わ
け
で

日

-
H
じ
い
し
ま
寸
?
。

そ
う
い
・
7
こ
と
で
、
や
は

り
校
術
介
入
性
が
尚
い
か
、

悦
い
か
と
い
う
内
皮
で
は
な

く
て
、
そ
れ
が
川
中
心
を
そ

そ
る
お
そ
れ
に
な
る
か
な
ら

-旬、‘.、

4
L
カ

そ
ち
ら
の
む
を
メ

ル
ク

7
l
ル
と
し
て
と
ら
え

な
け
れ
ー
な
ら
な
い

、
か
よ

う
に
考
え
て
い
る
わ
け
で
ご

広
い
ま
す
。

L 

刊
す
る
そ
う
で
す
ね
。
何
凶

J
U
J
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、

水
川
市
を
ト
ラ

ッ
ク
に
改
泣

す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

や
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
が
、
仙人
リ
弁
に
、
H

わ
れ
る
ソ
フ
ト
の
い父
検
、
法

似
の
交
燥
で
簡
単
に
松
川
で

き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
ぷ
に
つ
き
ま
し
て
、

部
J

文

'
1
4
4
、
相
時
三

'i
本
hNe
阪

I

l
l

i

-

-

1

1

1

 

こ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
て
研

究
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
符
弁
な

の
か
。

だ
れ
か
山
r
川
家
の
イ
川

に
よ
れ
ば
簡
単
に
で
き
る
と

い
う
先

H
の
終
弁
も
あ

っ
た

よ
、
ッ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
八
ー

の
似
の
流
川
に
刈
す
る
附
八
日
弁

を
ひ
と
つ
い
水
め
た
い
の
て
あ

リ
ま
す
。

」

鈴
木
部
長

「
ぶ
も
、
ゲ
ー

ム
機
械
の
よ
と
に
つ
い
て
そ

れ
な
り
に
勉
怖
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
A
7
光
生
は
前
川況

と
し
て
山
川
内
の
機
械
、
ニ町つ

お

っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
山
刊
行

が
ち
ょ
っ
と
以
ど
も
の
則
解

と
追
う
向
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
は
、
岐
に
収
令

が
払
い
出
さ
れ
た
り
と
い
つ

よ
う
な
も
の
は
も
と
も
と
必

め
ら
れ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
ら
、
そ
う
い
う
む

の
を
介
吋
対
象
の
機
械
と
〆
J

え
て
お
る
と
い
う
こ
と
は
も

必
な
い
わ
け
で
ご
さ
い
ま
し

て
、
こ
れ
は
ま
ず
対
象
外
の

議
摘
で
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。

A
F

い
ろ
い
ろ
編
議
に
な
り

ま
す
の
は
、
そ
う
い
う
も
の

じ
ゃ
ら
く
て
、
実
際
に
点
数

な
り
あ
る
い
は
勝
敗
が
つ
く

と
い
う
内
容
の
中
で
そ
う
い

う
転
換
が
で
き
る
か
ど
う
か

と
い
、
7
議
品
、
そ
れ
が
い
初
し

い
か
い切
し
く
な
い
か
と
い
・
7

議
必
を
以
ど
も
と
し
て
お
ぶ

を
ゆ
し

l
げ
て
お
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
に
あ
り

ま
す
必
似
の
配
似
等
を
い
ろ

い
ろ
変
え
た
り
な
ん
か
と
い

宮
崎
町
民

「日
本
の
川
市
川
の

的
典
あ
る
い
は
凶
文
小
的
な

解
釈
、
い
ろ
い
ろ
な
仰
で
ニ

う
い
っ
た
射
や
心
と
い
、
7
J
一

つ
の
八
十
が
使
わ
れ
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
間
決
…
に
州
統
を
m
H

ょ
う
と
す
る
、
そ
7
い
う
巧
え
、

そ
う
い
・
7
思
い

、
あ
る
い
は

ま
た
協
し
ゃ
を
向
ょ
う
と
し
て

が
を
な
す
、
そ
う
い
う

一
昨

的
な
思
い
が
け
る
い
併
せ
を

あ
っ
と
い
う
川
に
つ
か
も
う

と
す
る
そ
の
心
的
、
そ
う
い

っ
た
も
の
を
射
午
、
む
と
い
う

よ
う
に
以
は
即
仰
附
し
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
点
に
つ
い
て
の
お
号
、
ぇ
。

J
U
う

.
つ
は
、

A
I

の
保
安

川仰い
K
の
お
ぶ
の
中
で
、
そ
う

し
.
ま
す
と
他
〈
『
な
機
械
、
.
小

川陀
A
A
で
な
機
械
と
い
う
'
」
と
は

分
別
が
非
常
に
川
悦
で
あ
る
、

こ
の
よ
う
に
注
解
し
て
よ
ろ

し
い
の
か
、
へー
の
附
九
日
弁
で
引払

ら
ち
ょ
っ
と

mhMm
に
円
し
む

と
こ
ろ
が
ご
さ
い
ま
し
た
の

で
、ぃ
向
山
佼
附
九
日
弁
を
ボ
め
た
い

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

鈴
木
部
長

，
射
乍
心
の
関

係
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、

例
然
に
利
低
を
川
町
ょ
う
と
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
そ

れ
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
リ
だ

と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
先
ほ
ど
も
山中
し
ま

し
た
よ
う
に
、
ん
ヒ
く
似
然
だ

け
な
の
か
と
い
、
7
間
組
が
あ

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
う
で
は
な
く
て

技
術
介
入
社
が
あ
り
ま
し
で

も
、
問
然
と
い
っ
袋
れ
や
か
ご

ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
合
銭
的
な
利
佼
を
似
る
と

バ
う
も

η
ま
や
ま
り
汁
性
心

t

〈

{

J

{

l
j

'

を
そ
そ
る
と
い
う
解
釈
が
定

心
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、

先
ほ
ど
伝
か
巾
し
ま
し
た
よ

う
な
形
で
照
的
に
問
い
ら
れ

る
吋
能
れ
が
あ
る
と
い
う
機

成
立
、
そ

L
よ
え
悩
H
K
1

へ
午

トや目。，
l

{J

4

A

，}
S
A'

aV

44

・'
J

小ー

が
怯
く
て
ら
や
は
り
対
象
に

す
べ
き
で
あ
る
、
か
よ
う
に

，.‘ 

う
こ
と
は
、
そ
れ
は
例
え
ば

R
O
M
な
り

R
A
U川
な
り
を

変
え
て
い
く
と
い
う
'
」
と
で

簡
単
に
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
す
で
し
ょ
、
7
0

し
か
し
配

線
ま
で
変
、
え
て
い
く
と
い
う

よ
と
に
な
リ
ま
す
と
こ
れ
は

大
変
だ
、
こ
う
い
う
こ
と
は

怖
か
に
お

っ
し
ゃ
る
と
お
り

だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

天
際
に
こ
・
7
い
う
も
の
は
比
例

似
の
・
中
身
を
い
じ
く

っ
て
い

く
と
い
う
の
じ
ゃ
な
く
て
、

以
似
そ
の
も
の
を
変
一見
す
る

と
い
う
ニ
と
が
川
川
山
県
に
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
巾
し
上
げ

て
お
る
わ
け
で
ご
、
ざ
い
ま
し

て
、
そ
の
ぷ
似
を
入
札
か
、
え

れ
ば
ほ
か
の
ゲ
|
ム
に
い
か

に
で
も
、
ど
う
に
で
も
な
る

と
い
う
こ
と
を
小
し
卜
げ
て

お
る
の
で
、
そ
-つ
い
う
立
昧

で
決
し
て
そ
ん
な
に
矧
し
い

も
の
で
は
な
い
と
い
、
7
、
}
と

を
山中
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

L

宮
崎
氏

「
犯
に
J
わ
せ
ま

す
と
、
そ
れ
は
少
し
ぬ
弁
の

よ
う
な
感
じ
が
す
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
が
、
法
ぃ
似
の
状
川
川

を
変
え
る
た
め
に
は
も
ち
ろ

ん
配
線
も
変
え
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
ね
。

ボ
デ
ィ

ー
む

が
弘
、
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

ね
。
も
し
そ
れ
が
州
防
に
使

え
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

あ
れ
は
隙
紛
で
ご
さ
い
ま
す

か
ら
、
級
に
州
向
が
山
る
の

で
す
。
縦
に
山
て
、
非
常
に

ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
絵
が
山山
て

く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
、

昔
通
の
娯
栄
の
場
へ
い
に
は
。

そ
れ
か
ら
、

R
O
M
や
法

板
ゃ
あ
る
い
は
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
と
い
う
も
の
を
簡
単
に
変

え
ら
れ
る
よ
う
な
発
言
を
な

さ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
問
題
の

非
常
に
似
体
な
、
懐
疑
的
な
、

担
解
に
Y
H
し
む
終
弁
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
恥
は
申
し
上

げ
た
わ
け
で
ご
さ
い
ま
す
。

そ
の
勝
敗
の
山
中
身
で
あ
る
、

だ
か
ら
そ
う
い
う
中
身
を
内

F
J
え
て
お
る
わ
け
で
ご
さ
い

まムす。し
た
が
い
ま
し
て
、
他
ん
ー

か
ヂ
他
全
か
と
い
う
問
題
は
、

む
し
ろ
ゲ

l
ム
の
内
科
に
つ

い
て
の
お
ぶ
に
な
る
の
だ
ろ

う
と
い
う
ふ

7
に
思
う
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
ゲ

l
ム
の
内
科
で
健
全

か
不
他
令
か
に
分
け
る
と
い

7
ニ
と
は
‘
ニ
れ
は
ル
%
に

心
不
幼
此
が

Z
し
く
な
る
、
そ

う
い
う
・
}
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

山叫に
、
一
け
ん
健
全
に
比
え
る
と

巧
え
ら
れ
る
ゲ

i
ム
機
、
山
川

町

寸

二

日

円

、

〉

L
Pヨ
ヴ
己
乙
ψ
I
e

、

L
H
l
'
ι
l
r
a
u-
-0

・4
n

・4Z1
1

i
川

u
t引
1

・4人

少
な
い
と
忠
わ
れ
る
ゲ

l
ム

機
に
つ
い
て
も
、
抗
け川
や
川
悦

八
市
を
従
供
す
る
な
ど
に
よ
り

ま
し
て

Mhr心
を
そ
そ
る
た

め
に
也
知
得
、
取
り
締
ま
り
を

行
っ
た
例
と
い
う
の
は
か
な

り
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
じ
て
、
ゲ
ー
ム

の
内
一行
に
よ

っ
て
刈
象
を
，
収

分
し
て
い
く
と
い
・
つ
こ
と
は

非
常
に
実
効
性
に

Z
し
い
と

い
う
ニ
と
を
巧
え
て
お
る
わ

け
で
J
ざ
い
ま
す
。

し
か
も
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
機

は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
変
え

て
ゲ

|
ム
の
内
討
を
比
較
的

的
引
に
変
兇
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
性
絡
の
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま

し
て
、
ゲ
l
ム
の
内
谷
と
い
-
フ

も
の
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
と

リ
ま
す
と
、
こ
札
は
川
叫
制
の

制
を
選
、
ハ
て
郎
防
を
行
、

7
g

w
H
t
決
行
と
い
う
む
の
が
あ
ら

わ
れ
る
、
ま
さ
に
実
際
に
多

く
の
税
法
行
為
が
減
免
さ
れ

る
粕
川
市
に
な
る
と
い
う
危
険

性
を
は
ら
ん
で
お
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
今

川
の
法
改
正
の
他
行
を
没
却

す
る
む
の
で
あ
る
。
し
か
も

そ
れ
に
よ
っ
て
必
に
必
町
怯
沿

い
れ
が
は
ひ

咽

と
い
う
ふ
・
7
に
考
え
て
お
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ

う
い
う
分
け
打
は
池
宮
J

て
な

い
、
か
よ
、
7
に
考
え
て
お
り

U
し
て
い
る
機
械
そ
の
も
の

を
こ
の
慌
時
に
入
れ
れ
ば
い

い
の
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
の

が
以
初
か
ら
の
似
の
れ
し

た
質
問
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
終
弁
を
何

度
求
め
て
お
き
た
い
の
で
あ

り
ま
す
。
」

鈴
木
部
長

「
い
ろ
い
ろ
な

m
H聞が
売
ら
れ
て
お
る
と

い

う
形
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
実

際
に
は
繰
作
ボ
タ
ン

と

い
う

形
で
も
っ
て
別
途
売
ら
れ
て

お
る
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、

あ
る
い
は
以
近
は
い
わ
ゆ
る

法
似
交
倹
そ
の
も
の
を
や
る

と
い
う
の
が
大
変
多
い

と
い

う
ふ
う
に
弘
ど
も
は
検
知
し

て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

縦
、
防
と
い
う
お
ぷ
も
ご

ざ
い
よ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
は
い
ろ
い
ろ
な
ゲ

l
ム
機

に
縦
も
あ
れ
ば
倣
も
あ
る
わ

け
で
ご
さ
い
ま
し
て
、
そ
う

い
う
形
で
も

っ
て
必
裂
な
広

似
を
い
父
除
す
る
と
い
う
こ
と

は
慨
し
い
こ
と
で
は
な
い
と

い
う
ふ
う
に
以
ど
も
は
思
解

し
て
お
リ
ま
す
。
」

宮
崎
氏

「
簡
単
な
よ
-7
で

あ
リ
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
に

怖
し
い
と
い
う
こ
と
を
い
内
役

一け
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ニ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た

た
く
さ
ん
の
機
械
、
機
州
、

そ
う
い
う
も
の
が
め
り
ま
す

し
、
あ
る
い
は
ま
た
的
か
ら

お
令
い
か
人
る
、
そ
の
機
械
は

こ
れ
か
ら
大
変
な
マ
ー
ク
の

対
象
に
な
る
と
い
う
、
}
と
で

ご
ざ

い
ま
す
か
ら
、
そ
の
辺

で
、
あ
る
問
一
的
は
、
あ
る
泌

分
は
、
あ
る
部
品
は
こ
れ
か

ら
変
え
て
い
く
で
あ
り
ま
し

ょ
う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
内
体

は
そ
う
簡
単
に
は
変
わ
ら
ぬ

と
い
う
こ
と
を
山
中
し
ト
げ
て

お
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て

ま
た
併
伎
、
後
刻
同
級
品
を
進

め
た
い
と
思
う
わ
け
で
あ
り

ま
す
。

'-
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第10回その1
大
阪
の
繁
犠
術
は
大
き
く

。
キ
タ
"
と

J
、
ナ
ミ
H

に

分
け
ら
れ
る
。
キ
タ
の
中
心

は
凶
鉄
大
阪
釈
を
中
心
と
し

た
仰
問
界
限
で
、
こ
こ
に
は

阪
急
、
阪
神
、
大
九
ら
ど
の

デ
バ

l
卜
の
ほ
か
、
阪
急
フ

ァ
イ
ブ
、
ナ
ビ
オ
阪
急
な
ど

治
お
向
け
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
ビ
ル
が
多
数
集
中
し
て

い
る
。
ま
た
地
下
に
は
々
ウ

メ
チ
カ
H

と
呼
ば
れ
る
日
本

一
の
大
地
下
街
が
広
が
り
、

フ
ア

y
シ
ョ
ナ
ブ
ル
ビ
ル
や

ホ
テ
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
連

絡
し
て
お
り
、
大
阪
人
に
と

っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

生
活
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
大
阪
駅
南
側
に
銭

っ
て
い
る
バ
ラ

ッ
ク
術
も
市

街
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り

す
で
に
駅
前
第

一
ビ
ル
か
ら

第
州
ビ
ル
ま
で
が
完
成
し
、

ユ
ニ

ー
ク
る
形
を
し
た
九
ビ

ル
と
と
も
に
新
し
い
繁
縫
街

を
形
成
し
て
い
る
。

今
回
は
「
怖
凶
(
そ
の

一
ご

と
し
て
大
阪
駅
出
側
の

一
新

と
く
に
駅
前
第

一
、
ヒ
ル
か
ら

田• 夫
，、

'‘ 

第
凶
ビ
ル
の
中
で
巡
営
を
ね

な
う
ゲ
|
ム
場
を
中
心
に
制

介
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ら
問
つ
の
ビ
ル
に
は
、

一
階
か
ら
地
下
二
階
ま
で
の

三
フ
ロ
ア
に
飲
食
山
や
衣
料

約
の
ほ
か
パ
チ
ン
コ
問
な
ど

が
人
り
、
各
ヒ
ル
は
通
路
で

泌
結
さ
れ
て
い
る
た
め
、
総

合
し
て
大
別

S
C
を
形
成
し

ょの写真は「ビデオシティ・リ /J (第二

ビル1苫)の庖内。天井にツタなどの草木を

巻きっかせムー ド作りをしτいる。下の写

真は問庖独自のコミュニケーションカー ド

板の前に立つ中尾正昭7 ネージャー

一

て
い
る
と
言
え
る
。
ゲ
ー
ム

坊
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
凶

つ
の
ビ
ル
に
十
九
山
も
の
ロ

ケ
が
あ
る
。
ゲ
ー
ム
州
場
の

m

加
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が

あ
り
、
こ
の
約
二
年
間
に
十

四
山
も
の
ロ
ケ
が
新
規
に
オ

ー
プ
ン
し
て
い
る
。
れ
ビ
ル

ご
と
に
見
る
と
第
一
ビ
ル
に

は
二
問
、
第
二
ビ
ル
に
は
よ
川

町
、
第
三
ビ
ル
に
は
八
円
、

閉
山
川
ビ
ル
に
は
科
病
の
ロ
ケ

か
あ
り
、
と
く
に
第
三
、
第

四
ビ
ル
で
の
内
一応
用
が
目
立

っ

て
い
る
よ
う
だ
。

「
ビ
デ
オ
シ
テ
ィ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

「
お
存
さ

ま
に
存
ん
て
遊
ん
で
い
た
だ

け
る
ロ
ケ
を
目
指
し
て
い
る
。

女
性
客
で
も
気
悦
に
入
れ
る

よ
う
に
山
内
を
明
る
く
し
、

ま
た
当
山
独
特
の
万
凶
気
を

峨
し
山
す
よ
う
に
傍
力
し
て

い
る
。
天
介
に
は

ツ
タ
な
ど

の
草
木
を
巻
き
っ
か
せ
た
り
、

山
内
の
崎
両
に
ゑ
の
装
飾
を

装
し
て
、
そ
の
ド
に
ベ
ン
チ

を
遣
い
て
い
る
が
、
ア
ベ

y

ク
符
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
町
内
入

口
部
分
に
も
一円
形
テ
ー
ブ
ル

や
イ
ス
を
慌
い
た
休
恕
フ
ロ

ア
を
設
け
て
い
る
」
と
語
る
。

ま
た
川
氏
は
「
当
町
独
内
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
十
二
月
に

は
『
も
%
っ
き
大
会
』
を
企

画
し
て
お
り
、
つ
き
あ
が
っ

た
も
ち
を
地
設
に
寄
付
す
る

-

H
ソ
，

ノ
」

(第
一
.ビ
ル
庖
)
は
約
二
白

子
打
れ
の
フ
ロ
ア
が
あ
り
、

こ
こ
に

T

V
ゲ
ー
ム
機
五
卜

六
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド

機
数
台
、
計
約
六
ー
の
み
を
設

置
し
て
い
る
。
同
町
の
中
尾

に
仲
合
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
山
内
に
十
六
れ
の
モ
ニ
タ
ー

引
仲
間
訂
作
り
を
す
る
こ
と
だ
を
設
置
し
て
京
者
向
け
の
背

ろ
う
。
ゲ
ー
ム
機
に
つ
い
て
楽
ビ
デ
オ
な
ど
を
山
流
し
て
い

は
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
く
つ
ろ
い
る
。
従
業
員

一
同
小
さ
な
と

て
遊
べ
る
よ
う
に
、
空
間
を
こ
ろ
ま
で
気
を
配
リ
、
ト
ラ

十
分
に
取
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
ブ
ル
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ

を
心
が
け
て
い
る
。
ォ

l
プ
う
に
努
め
て
い
る
」
と
語
る
。

ン
当
時
は
ア
ー
ケ
ー
ド
機
の

「
プ
レ
イ
シ
テ
ィ
キ
ャ
ロ

み
を
設
置
し
て
い
た
が
、
い

y
ト
第
凶
ビ
ル
応
」
は
約
百

ろ
い
ろ
な
ゲ
|
ム
を
楽
し
ん
七
十
平
方

μ
の
フ
ロ
ア
で
、

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
メ
ダ
こ
こ
に

T

V
ゲ
l
ム
機
ヒ
ー

ル
ゲ
ー
ム
機
を
併
設
し
た
」

一

台
、
フ
リ

y
バ
|
二
台
、

と
V

諮
る
。
ま
た
同
氏
は

「
サ
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
、

ラ
リ
ー
マ
ン
や
学
生
な
ど
二
計
約
八
十
台
を
設
訳
。
同
応

l
代
の
お
存
が
多
い
よ
う
だ
。
の
一
信
符
氏
は

「
・半
日
は
サ
ラ

こ
と
な
ど
も
般

訪
し
て
い
る
。

ゲ

l
ム
機
な
ど

を
使
っ
た
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て

は
一
時
的
な
集

客
効
栄
は
あ
る

が
持
続
性
が
な

い
」
と
諦
る
。

「
ビ
デ
オ
シ

テ
ィ

・
リ
ノ
」

(第
三
ビ
ル
応
)

は
約
二
百
平
万

μ
の
フ
ロ
ア
に

T

V
ゲ
|
ム
機

約
州
十
台
、
フ

リ
ッ
パ
|

一
行、

そ
の
他
ア
ー
ケ

ー
ド
機
数
台

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム

機
二
十
六
台
、

計
約
七
十
台
を

設
置
し
て
い
る
。

二
応
の
「
ビ
デ

オ
シ
テ
ィ

・
リ

ノ
」
を
運
営
す

る
鮒
ア
ポ
ロ
営

業
部
の
中
原
課

長
は

「
ロ
ケ
を

運
営
す
る
上
で

最
も
大
切
な
こ

と
は
良
い
ゲ
ー

ム
機
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
次

こ
の
工
怖
で
円
以
も
的
発
な

ロ
ケ
運
営
を
民
間
し
て
い
る

の
が
セ
が
社
て
あ
る
。
同
社

で
は
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
名
め
凶

広
と

「
パ
ソ
ピ
ア
|
ド
」
の

計
厄
后
を
運
営
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
凹
府

の
災
任
者
で
あ
る
坂
元
氏
は

「第

一
、
第
四
ビ
ル
は
学
生

が
多
く
、
第
二
と
第
三
ビ
ル

は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
多
い
よ

う
だ
。

ロ
イ
ヤ
ル
四
山
で
は

何
月

J
ン
ャ
ン
ビ
ュ
ー
タ
|

大
会
。
を
企
図
し
て
お
り
、

制
叫
ん
仕
で
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
も

か
な
り
定
治
し
て
い
る
よ
う

だ
。
ま
た
い
く
つ
か
の
的
で

は
月
に
二
回
ほ
ど
女
件
答
へ

の
サ
ー
ビ
ス
デ
イ
を
設
け
て

い
る
」
と
諮
る
。

ま
ず
「
ロ
イ
ヤ
ル
」

二
何
平
ん
れ
の
フ
ロ
ア
に

T

V
ゲ
|
ム
機
七

l
二
台
、
フ

リ
ッ
パ
|
二
台
、
そ
の
他
ア

ー
ケ
ー
ド
機
数
台、

一
計
八

l

n近
く
を
ぷ
目
前
し
て
い
る
。

府
内
の
天
井
や
段
副
主
ど
は

'U
を
法
調
に
し
て
お
り
、
ま

た
照
明
J
U

明
る
く
、
さ
ら
に

通
路
に
出
し
た
部
分
の
全
面

が
入
口
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

気
経
に
入
れ
る
霧
問
気
が
出

っ
て
い
る
。

「
ス
タ

l
・
ロ
イ
ヤ
ル
」

は
約
六
十
一平
方

μ
の
フ
ロ
ア

上の写真は fゲームイン・ ニュー梅田」のl苫内のようす

，.‘ '‘ 

リ
!
?
ン
と
学
生
が
多
く
、

休

H
に
は
比
較
的
年
齢
の
低

い
「
が
多
い
よ
う
だ
。
当
山
川

で
は
十

一
月
に
ロ
ケ
を
鉱
娠

し
た
ば
か
り
で
、
従
米
の
ロ

ケ
が
青

い
屯
灯
を
使
っ
て
や

や
附
い
感
じ
が
す
る
の
に
比

べ
、
拡
.
焼
却
附
分
は
ピ
ン
ク
の

一屯
幻
を
使
っ
て
明
る
い
雰
囲

気
に
な
っ
て
い
る
。
新
製
品

は
白
立
つ
よ
う
に
レ
イ
ア
ウ

ト
に
討
を
配
っ
て
い
る
。
ま

た
山
林
箆
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

お
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
必
ば

れ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
語
る
。

の
杉
野
原
氏
は

「
以
前
は
庖

頭
に
コ

ッ
ク
ピ

ッ
ト
な
ど
を

訟
い
て
い
た
が
、
他
の
ロ
ケ

と
は
異
な
っ
た
み
同
気
を
持

た
せ
る
た
め
こ
れ
ら
を
撤
去

し
て
、
か
わ
リ
に
凶
船
木
や
ベ

ン
チ
な
ど
を
設
置
し
た
。
当

腐
は
当
祉
の
五
つ
の
ロ
ケ
で

以
も
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た

た
め
ど
ち
ら
か
と
言
う
と

一

番
あ
か
ぬ
け
た
ロ
ケ
に
な
っ

て
い
る
」
と
話
る
。

「
ゲ

l
ム

・
ロ
イ
ヤ
ル
」

は
約
百
七
十
平
方

μ
の
フ
ロ

ア
に

T

V
ゲ
ー
ム
機
六
十
七

台
、
フ
り
ツ
バ
|
二
台
、
そ

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
、

計
七

l
数
台
を
設
置
。
間
活

に
つ
い
て
杉
野
原
氏
は
「
フ

ロ
ア
の
一
角
に
一
ゲ

l
ム
十

に
T

V
ゲ
ー
ム
機
五
十
台
、
円
料
金
の
ゲ
ー
ム
機
を
七
台

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
、
設
置
し
て
い
る
。
他
砲
に
比

計
五
十
数
台
を
設
置
。
同
庖
べ
る
と
子
ど
も
答
の
訓
A
口
も

の
あ
る
第

一
ビ
ル
に
は
専
門
多
い
よ
う
で
…
休
日
に
は
蹴
哲

学
校
が
二
校
あ
り
、
従
っ
て
察
官
の
巡
回
な
ど
も
行
な
わ

学
生
谷
も
多
い
よ
う
だ
。
ま
れ
て
い
る
」
と
論
る
。

た
学
僧
な
ど
の
利
用
客

が

多

「

パ

ソ

ピ

ア

l
ド
」
は
約

い
こ
と
か
ら

m，
叫
に
五
台
の

U
二
十
平
方
幻
の
フ
ロ
ア
に

コ
ピ
|
(懐
刀
)
機
も
設
筒

T

V
ゲ
ー
ム
機
約
六
十
台
、

し
て
い
る
。

フ
リ
y
バ
l
二
台
、
そ
の
他

「
ア
ク
テ
ィ

・
ロ
イ
ヤ
ル
」

ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
、
計
六

は
約
丘
十
平
万

μ
の
倣
地
に
寸
数
れ
を
設
置
。
同
庖
に
つ

テ
ー
ブ
ル
引
T

V
ゲ
|
ム
機
い
て
杉
野
原
氏
は

「
当
山
で

の
み
凶
|
ム
円
を
設
置
。
同
社
は
ジ
ャ
ン
ビ
ュ

i
タ
|
大
会

上の写真は 「ゲーム・ロ

イヤルJ 。フロ ア一角に

10門コーナー を段けてい

る。下の写真はセガ社の

杉野原修氏

は
約

一

、

上の写真Iまメダルゲーム機 も役越す る rゲームプラザV 1 P J。下の

写真は定期的にゲーム大会を行なう「ゲームプラザ ・カーニパルJ
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(14 ) ゲームマシン 第九州銅;liI!物必II{

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
行
な
っ

て
い
な
い
が
、
代
わ
リ
に
会

リ

N.Aな
ど
を
発
行
し
て
当
応

独
自
の
特
色
を
持
た
せ
て
い

る
L

と
品
る
。
な
お
同
問
は

ロ
イ
ヤ
ル
山
山
と
は
異
な
っ

た
組
さ
に
な
っ
て
お
り
、
天

井
に
は
い
ろ
い
ろ
な
装
飾
が

な
さ
れ
僚
や
い
だ
中
仲
間
%
に

な
っ
て
い
る

「ゲ

l
ム
イ
ン

・

人
の
流
れ
が
止
ま

っ
て
し
ま

う
の
で
ゲ

i
ム
答
む
急
減
す

る
。
広
い
フ
ロ
ア
を
利
則
し

て
新
製
品
の
ほ
か
に
も
麻
術

も
の
な
ど
人
気
の
定
消
し
て

い
る
機
日
刊
を
数
多
く
設
抗
し

て
い
る
」
と
語
る
。
ま
た
川

「
屋
内
ロ
ケ
な
の
で
天

氏
{ま

左
右
の
フ

ロ
ア
が
対
照
的
な
ム

l
ド
に
な
っ

τい
る

『
プ
レ
イ
シ
テ
ィ
キ
ヤ
ロ

ッ
ト
第
四
ビ
ル
庖
」

朝
夕
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
昼
食
事
は
O
し
が
多
い
と

い
う
「
ウ
エ
ス
ト
1
0
0
h
の
庖
内
の
よ
う
す

時 1

を
巡
悦
し
て
い
る
」

「
ウ
エ
ス
ト

1
0
0
」

約
打
千
万
灯
の
フ
ロ
ア
に

γ

V
ゲ
ー
ム
機
ニ
ト
七
台
、
そ

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機

一
台

‘，. 
-

山
岨

.，
v

H
 

.-m
 

，‘
，.』叫

‘』

品川
二

l
八
ム
け
を
設
抗
。
同
山
附

は
同
山山む
れ
の
バ
ン

um
に
崎
接

さ
れ
て
お
リ
、
ゲ
ー
ム
機
の

ほ
か
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
を
ぷ

凶
し
た
休
息
フ
ロ
ア
を
ぷ
け

て
い
る
。
川
山
の
一一a

℃
氏
は

「
件
.
食
時
の
ヒ
|
ク
に
は

O

L
が
多
〈
入
腕
作
の
約
九
訓

を
h
I
H

め
て
い
る
よ
う
だ
が
、

制
タ
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多

い
」
と
…
ぬ
る
。

活
気
づ
く
駅
前
ビ
ル
ロ
ケ

第250号

「
ビ
デ
オ
ス
ポ

ッ
ト

1
6

2
」
、

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
イ
ン

・

ミ
ラ
ー
ジ
ュ

」
、
「
フ
ラ

ッ

シ
ュ
イ
ン

・
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

H
」

の
三
応
は
い
ず
れ
も
附
タ
イ

ト

l
の
運
営
に
よ
る
ゲ

i
ム

軌
切
で
あ
る
。

「
ビ
デ
オ
ス
ポ
ッ
ト
1

6

2
」
は
約

-h千
万
シ
の
フ
ロ

ア
に
T

V
ゲ

l
ム
機
一
て
卜
六

台
、
フ
リ

ッ
パ
|
二
台
、
そ

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
、

け
阿
卜
数
白
金
設
叩
仇
し
て
い

る
。
同
胞
の
杉
山
山
m
H
K
は

J
↓

胞
で
は
対
日
間
や
ジ
ュ
ー
ス
阿
酬

な
ど
の
物
資
的
な
サ
ー
ビ
ス

1984~手 12 月 15 日
，.... 

は
一
切
行
な
っ
て
い

な
い。

そ
れ
よ
り
も
貞
心
な
ど
梢
神

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
怠
た
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
消
い側

面
は
も
ち
ろ
ん
、
予
州
物
の

忘
れ
物
な
ど
の
な
い
よ
う
常

に
お
客
さ
ま
の
身
辺
に
討
を

つ
け
て
い
る
。
ま
た
汀
少
年

の
他
全
性
に
は
ト
分
す
ぜ
ぜ
る

ほ
ど
山
立
し
て
お
り
、
小
さ

な
子
ど
も
が
お
Am
を
似
い
す

ぎ
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
は

高
校
生
の
明
川
町
な
ど
が
U
也、」

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
山
内
の
間
々
が
比

渡
せ
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ

全
国
市
街
地
ゲ

l
ム
場

有¥:JU<lIlil!物，，z，，( 

• • 
• • • 

• • • • • • 

ゲームマシン第250号

ゲ
ー
ム
機
約
二

1
台
を
そ
れ

ぞ
れ
ぷ
抗
し
て
い
る

「
ゲ

l
ム
ゾ

l
ン

・
ワ
ン
」

は
約

-h
千
万
，
・
の
フ
ロ
ア
に

T
V
ゲ

l
ム
機
内
十
台
、
フ

リ
ツ
パ

l
三
台
、
社
間
十
三

ム
け
の
ゲ

l
ム
出
慨
を
ぷ
直
し
て

い
る
。

M
作
的
の
山
一
肌
に
は
、

圃圃圃

、ー"

け
死
角
の
少
な
い
レ
イ
ア
ウ

ト
に
し
て
い
る
」
と
諮
り
、

統
け
て
同
氏
は

「
大
阪
で
む

業
者
の
組
合
が
設
立
さ
れ
た

の
だ
か
ら
、
今
後
は
健
全
営

業
を
惟
逃
す
る
た
め
の
組
合

活
動
を
行
な

っ
て
ほ
し
い
」

と
指
る
。

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
イ
ン

・
ミ

ラ
ー
ジ
ュ
」
は
約
:
一卜
・
千
万

れ
の
小
脱
悦
な
ロ
ケ
で
、
こ

こ
に

T
V
ゲ

l
ム
機
三
ト
一

台
、
フ
リ

γ
パ
1

・
ム
円
、
計

一一
.十
三
ム
け
を
設
流
し
て
い
る

ま
た
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
イ
ン

・

ミ
ラ
ー
ジ
ュ

日
」
は
約
・
九
十

P

千
万
口
の
フ

ロ
ア
に

T
V
ゲ

ー
ム
機
約
三
卜
行
を
設
位
。

山
内
は
ウ
エ
ス
タ
ン
訓
の
弘

同
公
を
山
し
て
い
る
よ
う
で
、

ア
メ
リ
カ
の
同
航
や
帆
川
が

ロ
ー
プ
な
ど
の
飾

の
快
明
、

炎
を
行
な
っ
て
い
る
。

「
ゲ
|
ム
プ
ラ
ザ

・

「ゲ
|
ム
プ
ラ

す1

ニ
パ
ル
」

ザ

V
l
p

「ゲ

l
ム
コ

ー
ナ
ー

v
l
p
」
、

「ゲ

ー

ム
プ
ラ
ザ
」
の
間
的
は
附

V

I
P
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
同

祉
の
意
欲
が
う
か
が
え
る
。

「ゲ

l
ム
プ
ラ
ザ

・
カ
ー

ニ
バ
ル

」
は
約
百
七

l
平
ん

二
の
フ

ロ
ア
に

T
V
ゲ
ー
ム

機
七

l
数
計
、
フ
リ
ッ
パ

l

二
台
、
計
八
十
台
近
く
を
設

抗
し
て
い
る
。
川
町
の
坂
出

氏
川
崎
「
J
r
H
は
学
生
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
し人
人
の
容
が

多
い
が
、
休
日
に
な
る
と
映

附
な
ど
の
耐
り
に
ぶ
ち
得
る

小
中
学
生
の
安
J
U
H

伝
つ
よ

う

た

中
1
山
で
は
本
則
的
に

全
機
M

仰
を
対
決
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

だ
れ
ら
が
存
日
切
に
得
点
で
き

る
よ
う
な
点
数
に
設
定
し
て

機
械
の
レ
イ
ア
ウ
ト

、

出肺
彼
も
の
の
ゲ

ー
ム
は
定
泊
し

て
い
る
が
、
い

つ
ま
で
も
・脈
雀

J
3
パ
ミ
lu
h
p

A
J

J
C

O

品
。7
1
4
1
1

げ
の
七
h
M

と
な

っ
て
い
る
の
は

悠
心
で
き
な
い
ι

と
析
る
。

「ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー

v
I

P
」
と
「
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ザ
」

は
い
ず
れ
も
約
三
卜
千
万
灯

ま
た
ス
カ
イ

巡
併
に
よ
る
ロ

ケ
は
一
物
館
Mm
卜

に
あ
り
、
約
二

の
フ
ロ
ア
に

γ

V
ゲ
ー
ム
機
約

川
卜
れ
を
合
む

約
八
ト
ム
け
の
ア

ー
ケ
ー
ド
機
を

ぷ
山
。
ま
た
山

川
に
も
エ
ア
ー

ク
ッ
シ
ョ
ン
近

日
の
ほ
か
数
れ

の
小
引
来
物
機

を
設
附
し
て
い

る
。
向
山
と
も
ん
本
版
科
が
中

心
の
よ
う
で
、
と
く
に
幼
児

は
常
に
変
え
る

よ
う
に
し
て
お

り、

と
く
に
新

製
品
は
わ
か
り

や
す
い
場
所
に

設
置
し
て
い
る
」

と
括
る
。

「ゲ

ー
ム
プ

ラ
ザ

V
I
P」

は
約
行
凶
ト
千

万
灯
の
フ

ロ
ア

に
T

V
ゲ
ー
ム

機

eh
卜
・
.ム円
、

f;l f;フ
、ケ 、リ

lそツ
ドのパ
機他 |
Ii.アニ

メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
機
約
卜
台、

川
約
じ
ト
ム
H

の

ゲ
ー
ム
機
を
ぷ

山
し
て
い
る
。

川
山
の
オ
ー
ナ

ー
で
あ
る

-t氏

は

「
円以
近
の

T

V
ゲ
|
ム
機
に

は
こ
れ
と
一
U

一回つ

た
ヒ
ッ

ト
商
品

、む
少
な
く
、
売

り
上
げ
も
ダ
ウ

ン
し
て
い
る
。

'‘ へ

‘11， )吠て IiJi'針。，; ~r，よ
)j 1'， ~、にJ;!航る
i(にる 。i生 1-.!五ロ
めは。;白のJ-.ケ
ワ約級きことだ
ロ (I自!J'iJ.lカ IUカf

ア
に
ア
ー
ケ
ー

ド
機
を
小
心
に

約・
h
卜
行
の
機

械
を
設
附
し
て

お
リ

ま
た
川

航
凶
ト
に
は
ト〈

明
定
行
式
来
物

機
「
モ
ノ
レ
|

L
V

」
に
約

E
lれ
の

小
川
十
品
取
物
機
や

ア
ー
ケ
ー
ド
機

を
メ
イ
ン

を
ぷ
訂
し
て
い

ヲ令
。

左の写"は rビデオスポット16 2 JのJ苫
内。ょの写真li償金怯に留ltL、レイアウ

トもできるだけ死角のないように行なうと
いう岡盾の杉山浦河E庖長

a・
w 
a ウ

エ
ス
タ
ン
院
の
雰
囲
気
を
演
出
す
る
『
フ
ラ
ッ
シ

ュ
イ
ン
:
ミ
フ
l
ジ
ユ
日
』

の
庖
内
の
よ
う
す

の
小
規
快
な
ロ
ケ
で
、
機
械

構
成
は
前
院
が
T

V
ゲ

l
ム

機
約
三
十
台
、

後
山
泊
は
T

V

a三 回ラ ー -7E 
・"，. J Wy•ø ・ .

ι
ー
zzqs-司

' 
ーさ二二「ミニニニ
一ー府_.・E 岡田園.幽-

e rR
『 . F・

、 ..11 l ι 

1...1-I守

‘ 
4・

い
ず
れ
も

『
阪
神
百
貨
鹿
屋
上
遊
園
地
」
の
よ
う
す
。

右
が
三
島
商
会
、
左
が
ス
カ
イ
運
営
の
ロ
ケ

の
が
般
が
起
き
な
い
よ
う
訟

な
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

つ工スト 100 llií図1・ 1 、大阪駅自白書~3 ピル

1階、 会345・1434、ぷ往偶)8宏 (ft372・119

0) 田

ロイヤル 所在員E問主lt9下t階、 ft341・6069、

ふ在側セ刀・工ンヲーブライゼス (ft03・7

42・3171) 図

パソピ3フード 所在lt!!間Iこlt!!下1階、 ft348・

0897、〆同I同L。 園

フコクティ・ロイヤル 伽囚1・2、穴阪駅前>A2

ピルJt!!F 1 階、 ft345・ 0219、〆I>~í 問主。 悶

スター ・ロイヤル 4節目1・3、)¥，阪駅前第、ピ

1レ1階、 ft341・1128、ぶ社=向上。 固

ゲーム・ロイヤル 俗図1・11、大阪駅前第4

ピルl也下2階、ft341・1248、4>往=悶よ。 回

ゲームプラザ・カーニバル 俗図1・1、 大阪

駅前m3ピlしi也下4階、 ft345・0523、本柱=

附V1 P (ft531・0404) 固

ゲームプラザVi P I毎回1・2、太阪駅前第2

ピル泡下1階、宮345・2184、本位=岡上。 回

ゲームプラザ 所弘lt!!I'司l.lt!!下t階、 含345-

1519、本祉=問主。 回

ゲームコーナーVIP Ilfj図1・11、大阪駅前

第4ピルlt!!F1階、包345-5599、ど主役=岡上。

国

シティプラザ Ilii図1・1、太飯島R自白第3ピJし熔

下 t 階、 合344・ 8118、短鈴~不明。 国

フラッシュイン ・ミラージュH 所在胞局主

lt!!下2階、合346・0134、本主t=附タイトー〈含

03・264・8611) 固

フラッシュイン・ミラージュ俗図1-2、大

阪駅前第2ピルl包下 2~、 念364・ 0134、本字I

=同上。 Dl

ビデオスポット 162 1m田1・11、大阪駅前第4

ピlレ胞下 1階、ft347・0310、4>U竺悶主。 国

ピデズシティ・リノ (;'.I'J3ピル応) 船田1・

1、大阪駅前第3ピル地下2~r'l、 ft345・ 6185、

本往=附戸ポロ (ft631・8055) 困

ピデズシティ ・リノ (~2ピル.Jð)伽回1 ・ 2、

大阪駅前第2ピlし地下 T階、 ft345・6185、:<!'

ヰI 悶ム。

ゲームイン -ニュー傷図伽因1・3、大阪駅前

第1ピルlt!!下1T也、 念345・9292、a;:従=鮒銀

鍋〈含312・0766) 回

ゲームゾーン・ワン俗図1・11、大阪駅前第

4ピル泡下1絡、合344・0523、経営者不明。 困

プレイシティキャロット篤4ピル后 所在他

伺主lt!!下2階、 ft341・8263、4転車1=側ナwコ

(ft03・736・1211) 国

飯縛百貨后窟主遜1Ilt!! llIl図1・13、阪線百貨

后屋上、 ft34~ト 1201、ふ11 ニSiI話会 (ft05

8・55・0723)と開スカイ (ft441・5275) の只

問iI!包。 図

ニ
ュ
ー

悔
凶
」
は
こ
の
界
隈
で
は
い
以

も
脱
悦
の
大
き
な
ゲ
|
ム
喝
。

フ
ロ
ア
面
的
は
約
三
百
三
|

平
方
J
で
、
こ
こ
に

T
V
ゲ

ー
ム
機
約
百
台
、
フ
リ
ツ
パ

|
六
台
、
計
約
百
十
台
と
豊

宮一聞
に
設
省
一
し
て
い
る
。
同
院

の
松
井
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
客

層
と
し
て
は
学
生
が
主
流
を

占
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
平

uは
昼
間
か
ら
で
も
か
な
り
似
の
必
い
時
に
利
用
お
が
多

の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
が
、
ぃ
。
似
つ
ぶ
し
に
当
山
に
米

休

H
に
な
る
と
ピ
ル
自
体
の
る
容
も
あ
り
、
な
か
に
は

他

人
が
ゲ
ー
ム
し
た
後
の
伐
リ

点
で
遊
ぼ
う
と
す
る

a

小
心
得

お
も
い
る
た
め
、

常
に
山
内

と
治
る
。

キ・
φ

大
阪
・
梅
田

(
そ
の

1984年12月15日

データ (ーl

(15 ) 

な
ん
で
も
必
品
川
似
が
ぷ
川
さ

れ
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
芥
や
池

行
人
な
ど
に
汗
ば
れ
て
い
る

ト
今

7
だ
。

「
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」
は
約

-h
Jr
H
HM
の
フ
ロ
ア
に

T
V

ゲ
ー
ム
機
二

l
L
ハ
台
、
そ
の

他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
、
叶バ

... ・、
{ '恵

国

園田広
凶

国

に

工
事
・
キ

い
る
。

家三ピ;、

四
国

実こか図

回回

大高駅前
繁ーピ・Jν

--m下
鉄
町
A
J

徳
線

約
開
ト
ム
け
を
設
山
川
山
で

は
他
の
ゲ

l
ム
州
場
と
は
異
な

っ
て
、
行
円
ニ
フ
レ
イ
の
機

械
を
多
く
設
置
し
て
い
る
た

'め
、
終
日
活
況
を
呈
し
て
い

る
よ
う
だ
。

以
上
は
駅
前
第

一
ビ
ル
か

ら
第
阿
ど
ル
の
中
で
巡
営
を

•••••• 
行
な
う
ゲ

1
ム
場
だ
が
、
川

鉄
大
阪
駅
の
向
か
い
に
あ
る

阪
神
行
代
山
の
以
上
に
も
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
こ
こ

‘
を
三
仏
尚
会
と
側
ス
カ
イ
の

二
社
が
逆
営
を
行
な
っ
て
い

ZUE
。ま

ず
-一一
向
・
師
会
の
い
辿
併
に

データの見方1eJ;、"i:刀ら后名、所在的、 mao
tfi号、 h量包吉、そしてlt!!図」この位置を示す醤

§のl頓にぶっている。

す
。平

索

は 一ー
格 言重
別 ー

の
お
ヨ|
立
て
を
賜

こ
の
た
び
弊
社
が
発
売
し
ま
し
た
「
ジ
ヤ
ン

・
日
」
は
燐
社

が
独
自
に
開
発

・
製
品
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
製
品
に
関

す
る
一
切
の
諸
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
複
製
、
販
売
、
輸
出
す
る
等

の
行

為
は
、
著
作
権
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
諸
権
利
を
侵
害
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ

S
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い

よ
う
十
分
な
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

名
古
屋
市
守
山
区
廿
軒
家
八
反
十
七
番

一
号

N

L
ビ
ル

三
階

ダ
イ
ナ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
有
限
会
社

代
表
取
締
役

早

川

特徴

① 配パイのレイアウ トを作ります

① コン ビュー ター側手配が見えます

① SCORE1000、ヤクマン32000

④ PAY.OUT管理されています

(5) FEVERがかかります

@ エキストラプレーが出来ます

勺 連チャンボーナスが有りま す

'8)連荘和了に対しギャルがハイ/ポーズ

⑨ 花パイは 1ハン

⑭ ヤクマンを上ったプレーヤーの名前が

うち込めます

@ 1984 DYNA 蘇るジャンビューター市場

各種ジャンビューター

にワンタッチサブ基板

メ込
7 、

，.‘ 
「" 

グロプダー

主1:.
~ 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

氷

グロブダ一
新発売グ

PCBキット{面掲

98，000円

J
JJ
 

'

マ

、匂

~ .J.JJ 

j 

パックランド
鰐評発売中/

PCBキット価格 148，000円

総代理屈.株式会社ローラートロントCUNIT OVER5EA5 VARIOU5 

こ
れ
ら
の
人
気
商
品
は
た
だ
今
品
切
れ
し

て
お
り
ま
す
。
中
古
品
な
ら
多
少
は
お
世

話
で
き
ま
す
が
、
年
内
の
納
品
は
無
理
な

状
況
で
す
。
あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ドル戸ーガの港
野評発売中/

PCBキ、ソト価格

128，000円

ギャプラス
沼J発売申/

PCBキット価格

128，000円

17.1.HATTAN，NIlUKKENYA，MORIY州A-KU

NAGOYA，J APAN， TEL(蜘 791・4113Dyna Electronics CO.，LTO 名古鹿市守山区廿軒家八反11・1，N LピルIF

干463TEL(052)79卜4111蜘，FAX79卜4168中日本リース株式会社‘('" 

{ 手塚商会
〒663 兵庫県西宵市í~j~公町 16- 15 T E L 0798-66-0811(代)

私たちはギャンブル機やコピー機のない、

健全な AM業界をめさrしています。
たゆまぬ努力で正しいコースを



(16) 第三偽針I(世物品Z可ゲームマシン第250号19841手12月15日第三1011剣l泌物認可ゲームマシン第250号19841手12月15日(17) 
戸

{ 

競馬ゲームの最高傑作//

SUPER DERByTM TM 一山

発

初

カ

ト

バ
ツ
「

カ
ザ
、に

G~WORLDTM 

ニュータイプのレバーで決

プレイヤーの手足となるダブj

ニュータイプレバーの本格的、

ーム。

{ 

".‘ 

大シネスコ・スクリーンで

初めて実現できた大レース。

これまでにないハイ・

グレードメダルゲーム

〆
ダ
ル
ゲ
ー
ム
織
の
殴
置
置
曾
に
つ

e
a
Lて
は

『
〆
ダ
ル
ゲ
ー
ム
岨
・
軍
省
暴
漉
』

&
e
q
勺
て
ご
使
用
下
企
e
ぃ
.

It I パ 一 日 一l

| お庖の省がヒに威力を発揮--

気分爽快/

ゴ
ー
ル
の
前
を
左
右
に
動
い
て
い
る

カ
パ
を
め
が
け
て
、
ボ
ー
ル
を
シ
ュ

l

ト
。
命
中
す
る
と
景
品
が
も
ら
え
る

プ
ラ
イ
ズ
ゲ

l
ム
。• 1

 
1
 

1
 

.. 

制、，

|セガ・[d;Jワールド E

ク
ラ

ッ
シ
ュ
・

コ
l
ス
ア
ウ
ト
・
危
険
な

へ
ア
ピ
ン
カ

l
ブ
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
織
烈

な
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト

レ
l
シ
ン
グ

・
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
限
界
に

い
ど
ん
で
栄
光
の
座
を
め
ざ
せ
/

ツイン ・モニターによる趨ワイ ド・スク リーンにサウンド爆発/

トを打ち込み、

KO負けから

左右のア ッパーカウンター

ファイテングボタンをイ吏えば¥

トレー

れる事も出来る。

MANを倍IJせ.ゲ

でジャブ ・ス
〈新紙幣対応の高精度識別機搭載〉

包ガ・
(DP-l7) 

合ダブルホッパ一方式録用。・1000円・ 500円札/500内・ 100円硬貨を

100円 ・50円硬貨に両者章。

(DP-05・1) 

瞳璽i
替目
置

世界チ ャンピオンだグが‘決:まれば、

，、
".‘ 

世犠所をi鍾lまない高性能コンパクト段針。・500円・ 100円硬貨を50円硬貨に両省。

合使いやす卓を追求したシンプル・メカニスム。

・1000円札・ 500円硬貨を100円硬貨に商事章。

(DP-07) 

DP-07 

専
用
古
は
刻
売
オ
プ
シ
ョ
ン
で
す
。-4・圃・

新
紙
幣
対
策
は
も
う
お
済
み
で
す
か
?

対
策
は
お
早
め
に
。

弊
社
で
は
、
廉
価
に
て

交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
係
ま
で
。

レバー・ボタン必殺テクニックレベルパワー・

ワ→レドチャンピオン
15ラウンドにチャレンジグ

ボタンを押してレバーを動かせば
ボクサーが移動します。

• 

PEnny OCEAn™ 
セガ ベニー・ オーシャン 35 

ン山
ス績
をし
ねて

て イ
、キ

メン
ダグ
ル 船

を は
落 行

せ

-ボクサーのパワーは画面

左・右のパワー・レベルに

表示されまま

・パンチを打ちすぎるとパワー

は へります。

. 右ストレート
・顔面

右・アッパー

右ストレート
・ボディ

左ストレート
・ボディ

ボディ
・ガード

左・アッパー

左ストレート 畠
・顔面 '

• 
P
O
W
E
R
 

S
T
R
O
N
G
 

巨::I-:t-I

P
O
W
E
R
 

S
T
R
O
N
G
 

巨::I-:t-I

-f"'!"'. 

In 

ファイテインタ・ボタン……ダウン時にたたき続けるとダウン
したボクサーを起きあがらす事が出来ます。

⑩ 15秒以上ファイトしないと滅点 1

です。

1ラウンド中に減点3でゲーム ・オ

ーバーです。

POWER .WEAKtこ近づきパンチを

うけるとダウンしやすくなります。

SHIN NIHON KIKAKU CORP. 
SNK ELECTRONICS 

干564大阪府吹図市鍵潟町13・32号江I&f.半野ピル TEL(06) 338・7007{代)

干160東京都新宿区四ツ谷1丁目5番地佐禁ピル TEL(03) 356-9361 (代)

干8121菌岡市1帯多区御多駅東3丁目3~時 16号川消ピル304号 TEL(092)47ト8612(代)

干578東大阪市吉田町7丁目2番35号ホワイ トシャトウ TEL(0729)65・0533(代)

大阪本社

東京支庖

25新日本企画 制営業所

SNK E LE CTRONI CS CORP.東大阪営業所
F‘，・、

干144東 京都究田区東聴器3・7・8
γEL 03(HI)5201(代費 }

干日6究阪市加速区先町212 2' 106 

TEL 06(647)'455 

干464 名古屋市千幅広骨~tn・・ 1 ・ 11
TEL 052(732)2611 惜田ピル

ネ土

大陪喧宮蝿 崩

名古屋営横 断

本遊空間/今

TRADING CO.，INC. 
株式会社:r:Z311

-ホールインワン・イーグルもパーディも

チャレンジ出来、トリッキーなホールも

あります。

・コ.ルフルールに忠実で、男女のマッ

チプレイが出来ます。

・コースはフルセットて'挑戦出来ます。

・頭脳的プレイを要求されます。

・チャレンジすればする事呈、プレイヤー

に喜びを与えます。
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CAPCOM 

せエース主を目

〆ー、
( 

• 

875向レバーでプレイヤーを爆作し、ボタン1の2遭舗.鎮で
ルーヲ

磁をやっつけ、危fdくなつだらボタン2の宙遮りを使いうまく

ステージ縫プ後lこそのステージの..敏と穆..ガ表示されま

す。叉、ゲーム終プ後lま総鯵墜倣と電車墜率ガ表示されます。

楽!こ磁をやっつける寧ガ出来ます。特lこボーナスステージで有

ルーヲ

宙返りボタンは般の~穆をさけるだけで怠く、使い方仕第では

効に使って下さい。

大型爆穆機をやっつけるとそのステージleI:終プです。

左右!こ逃げて下さい。

" 

… 施予T33

つぶして飛ばして、べったん予とデート。

唾轟iIb;
E・4圃『

'園噌a

，晶、
月

ンη
歳
。

シ
カ
ゴ
の
自
宅
で

故
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

氏
を
追

っ
て
、

第三検事f>便物~.百f

実
父
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上

に
米
国
の

A
M
機
業
界
史
上

で
偉
大
な
足
跡
を
残
し
て
き

た
人
物
て
あ
る
。

サ
ム

・
ス
タ
ー
ン
氏
は
一

九
一
二
年
生
ま
れ
。
三
一

年

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で

A
M

業
界
入
り
を
し
、
当
初
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
、
次
に
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ

i
タ
ー
と
な
っ
た
。

三

0
年
代
は
初
期
の
ピ
ン
ボ

ー
ル
全
雌
時
代
で
、

A
M
産

業
の
ぷ
礎
固
め
の
時
代
だ
っ

た
。
ゴ
ッ
ト
り

l
ブ
社
の
創

立
者
デ
|
ビ
ッ
ト

・
プ
ッ
ト

リ

l
プ
氏
は
世
界
初
の
ピ
ン

ボ
ー
ル
機

「
パ
y
フ
ル

・
ボ

ー
ル
」
を
三

一
年
秋
に
発
売

し
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
ピ
ン

ボ

l
ル
ブ

i
ム
の
引
き
金
と

な
っ
た
。

パ
リ
|
仕
の
創
設

脅
レ
イ
・
モ
ロ
ニ

l
氏
は
「
パ

ッ
フ
ル

・
ボ
ー
ル
」
が
思
う

サム ・スタ ーン氏

ー

故

ハ

リ

|
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
氏
と
並
ぶ
ピ
ン
ボ
ー
ル
開

発
者
、
サ

ム

・
ス
タ
ー
ン
氏

が
寸
一
月
三
日
早
朝
、
シ
カ

ゴ
に
あ
る
自
宅
で
肺
炎
の
た

め
限
っ
た
ま
ま
世
を
去
っ
た
。

同
氏
は
三
年
前
の
脳
卒
中
で

一言
語
降
客
を
含
む
身
体
障
害

に
悩
ま
さ
れ
て
き
て
い
た
。

七
十
二
歳
。
葬
儀
は
五
日
シ

カ
ゴ
で
息
子
や
娘
に
見
守
ら

れ
て
行
な
わ
れ
た
。

サ
ム

・
ス
タ
ー
ン
氏
は
、

ス
タ
ー
ン

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
社
(
本
社
イ
リ
ノ
イ
州

エ
ル
ク

・
グ
ロ
ー
ブ
)
の
ゲ

|
リ

l
・
ス
タ
ー
ン
社
長
の

1984年 12月15日

…議

、、，，，
A
叫
J
UI

 

''t
、

よ
う
に
子
に
入
ら
な
か
っ
た
り
|
ブ
社
が
、
初
め
て
フ
リ

た
め
三
二
年
に
「
パ
リ
ー
フ
ツ
パ
ー
の
つ
い
た
フ
リ
ツ
バ

|
」
を
発
売
し
て
、
大
成
功

l
・
ピ
ン
ボ
ー
ル
機
「
パ

ツ

を
収
め
同
祉
の
基
礎
を
礎
い
フ
ル
ボ
ー
ル
」
を
発
売
し
て

た
。
三
一

年
設
立
の
シ
カ
ゴ
後
、
ピ
ン
ボ
ー
ル
は
フ
リ
y

コ
イ
ン
村
も
三
四
年
に
は
ピ
パ

1
機
の
時
代
と
な
っ
た
(
ギ

ン
ポ
|
ル
機
製
造
に
入
り
、
ャ
ン
ブ
ル
機
は
パ
り
|
社
ビ

同
僚
に
数
多
く
の
メ
ー
カ
ー
ン
ゴ
機
な
ど
の
形
で
別
の
成

が
ピ
ン
ボ
ー
ル
機
製
造
に
参
長
過
伎
を
た
ど
っ
た
)
。
戦

入
し
た
。

中
の
四
三
年
、

ハ
り
|
・
ウ

ハ
リ

l
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
イ
リ
ア
ム
ズ
氏
は
ウ
ィ
リ
ア

氏
も
三
三
年
に
は
ピ
ン
ポ
|
ム
ズ
社
を
設
立
し
て
独
立
し

ル
機
開
発
に
加
わ
り
、
同
氏
て
い
た
。

フ
リ
ッ
パ
|
元
年

は
エ
レ
メ
カ
の
導
入
で
ピ
ン
の
四
七
年
、
サ

ム

・
ス
タ
ー

ボ

l
ル
機
を
一

一層
魅
力
あ
る
ン
氏
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
の

も
の
に
し
た
。
し
か
し
こ
れ
共
同
経
営
者
と
な
っ
た
。
ゥ

ら
三
十
年
代
の
ピ
ン
ボ

i
ル

ィ

リ
ア
ム
ズ
氏
は
テ
イ
ル
ト

ブ

l
ム
は
、

い
つ
の
時
代
で
な
ど
を
開
発
し
た
が
、
サ
ム
・

も
そ
う
だ
が
売
り
上
げ
地
を
ス
タ
ー
ン
氏
も
ド
ロ
ッ
プ

・

図
る
た
め
と
称
し
て
ギ
ャ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
開
発
し
て
、

ブ
ル
機
化
が
進
む
に
つ
れ
非
共
に
フ
リ
ツ
バ

l
・
ピ
ン
ポ

合
化
が
進
み
、
し
か
も
第
二

l
ル
の
校
術
開
発
に
貢
献
し

次
世
界
大
戦
と
と
も
に
一
時
た
。
そ
の
後
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

代
を
終
え
た
。
非
合
法
と
な
ズ
社
フ
リ
ッ
バ

ー
は
、
数
多

っ
た
の
は
、
ペ
イ
ア
ウ
ト
式
く
の
ヒ
ッ
ト
作
を
生
ん
だ
(
自

の
ビ
ン
ボ
|
ル
機
が
、
健
全
本
に
も
過
去
ず
い
ぶ
ん
と
輸

な

A
M
ピ
ン
ボ

i
ル
機
の
市
入
さ
れ
、
ゴ
ッ
ト
リ

l
ブ
社

場
へ
進
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
製
、
パ
リ
|
社
裂
と
並
ん
で

本
来
一
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
関
係
な
判
明
し
ま
れ
た
)。

い
ピ
ン
ボ
!
ル
機
ま
で
が
そ
サ
ム

・
ス
タ
ー
ン
氏
は
瓦

の

μ特
を
受
け
た
。

九
年
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
を

戦
後
、
四
七
年
に
ゴ
ッ
卜
買
い
と
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム

米
国
任
天
堂
が
同
社
製
品
で

欧
州
に
販
売
拠
点

西
独
新
会
社
ア
ル
ト
コ

l
ル
社
指
定

米
間
任
天
袋

(
ニ
ン
テ
ン

ド

l
-オ
プ
・ア
メ
リ
カ
社
、

本
社
ワ
シ
ン
ト
ン
州
レ
ッ
ド

モ
ン
卜
、
荒
川
実
社
長
)
で

は
こ
の
ほ
ど
、
同
社
業
務
用

T

V
ゲ

l
ム
機
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
の
販
売
会
社

(
デ
ィ
ス

ト
リ
ビ

ュ
ー

タ

|
)
と
し
て

西
独
の
新
会
社
、
ア
ル
ト
コ

ー
ル
社
(本
社
ハ
ン
ブ
ル
グ
、

ア
ラ
ン

・
D
・
ス
ト
ー
ン
判

長
)
を
指
定
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
従
来
、
欧
州

市
場
は
日
本
か
ら
直
後
マ

ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
販
売
活
動
を

行
な
っ
て
き
た
が
、
北
米
市

，・、， 

ズ
氏
が
株
式
を
ス
タ
ー
ン
氏

に
売
却
し
た
の
で
あ
る
。
ス

タ
ー
ン
氏
は
六
四
年
同
社
を

シ
|
パ
|
グ
祉
に
売
却
、
同

社
は
シ

1
パ
l
グ
祉
の
チ
会

社
と
な
っ
た
が
、
ス
タ
ー
ン

氏
は
七
六
年
ま
で
社
・
長
を
務

今
、

〈
j
|

土

η
k
-1
川
土

H
N
V

ノ

!

4

T

グ

t
#多
1
R
U
4f

-長
や
シ

l
パ
l
、
グ
祉
の
社
長

も
回
収
任
し
た
。
同
氏
は
七
七

年
、
シ
カ
ゴ
コ
イ
ン
社
を
買

い
と
り
、
新
会
社
ス
タ
ー
ン

・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
を
発

こ
う
し
て
同
氏

足
さ
せ
た
。

は
自
分
の
名
前
を
冠
し
た
フ

リ
ッ
パ
|
メ
ー
カ
ー
を
所
有

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ン
社
の
社
長
に
は

長
男
の
ゲ
|
リ
|
-
ス
タ
ー

②ベ勺たん子とめぐ り会うと、べったん

の後をついて〈る。今が高得点のチャ
ンス y

①何かをするとべったん子が登場.

べったん予とめく'り会おう J

冨冨扇面

いつレ占~\'こ

れは

ン
氏
を
任
命
、
サ
ム

・
ス
タ

ー
ン
氏
は
副
社
長
に
と
ど
ま

っ
た
が
八

O
年
に
降
任
、
顧

問
と
し
て
現
役
か
ら
退
い
た
。

六
九
年
に
は
、
カ
リ
フ
ォ

ル

ニ
ア
に
引
退
し
て
い
た
ハ
リ

-

-
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
が
フ

リ
ッ
バ

l
開
発
の
媛
助
を
す

る
た
め
、
顧
問
に
な
っ
て
く

れ
た
。
し
か
し
八
一
年
サ
ム
・

ス
タ
ー
ン
氏
は
脳
卒
中
に
般

れ
、
身
体
が
不
自
由
に
な
っ

た
。
し
か
も
八
三
年
九
月
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
が
ガ
ン
の

た
め
亡
く
な
っ
た
。
サ
ム

・

ス
タ
ー
ン
氏
は
一
年
後
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
の
後
を
追
う

よ
う
に
し
て
死
去
し
た
こ
と

に
な
る
。

ー

。.
てしまし&

( 

三

0
年
代
か
ら
米
国
の

A

M
機
業
界
を
見
守
り
続
け
て

き
た
サ
ム

・
ス
タ
ー
ン
氏
は

口
数
の
少
な
い
人
物
だ
っ
た

が
、
諮
る
べ
き
内
谷
を
最
も

数
多
く
胸
に
、
絡
め
て
き
た
人

物
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
、
ミ
ハ
イ

ル

・
コ
|
ガ
ン
氏
、
サ
ム

・

ス
タ
ー
ン
氏
と
世
界
の

A
M

業
界
の
中
心
的
な
存
作
で
あ

り
続
け
た
段
重
な
人
物
を
私

た
ち
は
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
な
る
。
か
れ
ら
は
長
い

年
月
に
わ
た
る

A
M
業
界
の

発
展
の
歴
史
に
と
っ
て
、
か

け
が
え
の
な
い
人
た
ち
だ
っ

，
-。
''h 

最ウ?
否イ i
Jl、コで

弘幸土与
実Zこ装
着虫ま
占修E里

タ
イ
ト

l
・
ア
メ
リ
カ
村
は

工
場
部
門
の
総
理
を
行
な
う

な
ど
業
務
を
紛
少
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

ウ
ィ
コ
社
は
シ
カ
ゴ
郊
外

米
関
の
ウ
ィ
コ
社
(
本
社

イ
リ
ノ
イ
州
ナ
イ
ル
ズ
、
マ

ッ
ク
ス

・ウ
イ
ツ
ザ
|
会
長
)

と
言
え
ば
、
業
務
用

A
M
ゲ

ー
ム
機
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
パ

l
ツ
サ
プ
ラ
イ
ヤ

l
(
供
給
者
)
と
し
て
、
世

界
最
大
規
模
を
誇
っ
て
き
て

い
る
が
、
十
月
凶
日
付
で
タ

イ
ト
|

・
ア
メ
リ
カ
社
(
本

社
イ
リ
ノ
イ
州
エ
ル
ク
グ
ロ

ー
ブ
、
ポ
ー
ル

・
モ
リ
ア
リ

場
は
従
来
ど
お
り
米
国
任
天

堂
が
担
当
し
、
欧
州
市
場
は

ア
ル
ト
コ
ー
ル
社
が
但
当
し
、

そ
れ
以
外
の
全
市
場
は
従
来

ど
お
り
京
都
の
任
天
堂
が
似

当
す
る
!
!

と
の
分
値
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

ア
ラ
ン

・
ス
ト
ー
ン
氏
は

七
九
年
に
米
国
任
天
堂
一が
任

天
笠
附
(
本
社
京
都
、
山
内

川
社
長
)
の

一
O
O
%子
会

社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
時
の

設
・ぷ
メ
ン
バ

ー
の
ひ
と
り
。

同
氏
は
今
年
七
月
、

ヨ
l
ロ

製
造
に
も
意
欲

③ プレートに向かつて突進すればプレー
トは倒れる o f，担jれたプレー トは矢印の

方に起草ょがる.

@お花畑のチャレンジステージ.制限時

間内におじゃま虫を、できるだけたく

さんつぶしたり飛ばしたりしよう y

っくお?アーヱヵって笑wffぷ;
レート械って ぶボタン制1L総称号lきが毛日

やっつけようfz訟ぷごいこ肺

ζ>  
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( 

の
本
社
を
中
心
に
カ
リ
フ
ォ
い
た
。
し
か
し
昨
年
か
ら
今

ル
ニ
ア
、
ニ
斗
|
ジ
ャ
ー
ジ
年
に
か
け
、

P
T
T
社
の
経

|、

ジ
ョ

ー
ジ
ア
、
ネ
パ
、
夕
、

営
が
思
わ
し
く
な
く
な
る
と

テ
キ
サ
ス
の
各
州
に
サ

l
ビ
い
う
背
景
の
中
で
、
昨
年
九

ス
拠
点
を
持
っ
て
お
り
、
金

月

キ

|
ナ
ン
氏
は

P
T
T
の

米
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
た

社

長

兼

C
E
O
を
退
任
し
た
。

だ
基
板
修
理
は
本
社
で
の
み
ブ
ッ
シ
斗
ネ
ル
会
長
は
子
会

行
な
う
の
で
、
本
社
へ
送
ら
社
の
セ
ン
テ
社
に
専
念
し
た

れ
て
く
る
と
し
て
い
る
。

が
、
今
年
三
月

P
T
T
社
倒

同
社
で
は
今
年

一
月
か
ら
産
に
伴
な
い
セ
ン
テ
社
は
パ

ゲ
ー
ム
機
部
門
を
設
け
て
お
リ
|
社
に
買
い
と
ら
れ
、
ブ

り、

ゲ

l
ム
機
の
デ
ィ
ス
ト

ッ
シ
ュ
ネ
ル
氏
は
現
在
パ

リ

リ
ビ
ュ

l
シ
ョ
ン
を
開
始
し

l
・
セ
ン
テ
社
の
会
長
と
し

て
い
る
ほ
か
、
次
の
段
階
と
て
、
パ
リ

l
社
の
指
探
下
で

し
て
製
造
に
入
っ
た
。
そ
の

働
い
て
い
る
。

最
初
の
ゲ

i
ム
機
は
エ
レ
メ

リ
プ
キ
ン
氏
は
ア
タ
リ
社

カ
式
が
ン
ゲ
ー
ム
機
「
ト
レ
の
創
業
時
代
か
ら
長
年
勤
め

ジ
ャ

l
・
コ
l
ブ
」
、
フ
リ
あ
げ
て
、
七
九
年
ご
ろ
副
社

ツ
パ
|

「
ア
フ
タ
ー
」
で
あ
長
か
ら
社
長
(
八

O
年
に
は

る
。
同
社
は
過
去
に
も
製
造
ジ
ヨ

|
・

ロ
ビ
ン
ズ
氏
と
共

を
手
が
け
た
が
い
ず
れ
も
撤
同
社
長
)
と
な
っ
た
が
、
八

退
し
て
い
る
。
し
か
し
今
回

O
年
末
退
任
し
て
い
る
。

は
製
造
に
意
欲
的
で
あ
り
、

こ
の
キ

l
ナ
ン
氏
と
り
プ

ゲ
ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
キ
ン
氏
が
共
同
で
こ
の
ほ
ど

本
絡
化
す
る
も
よ
う
で
あ
る
。
新
会
社
、
パ
ラ
セ
チ
社

(
本

社
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
)
‘
を

設
立
し
、

A
M
O
A
シ
ョ

ー

の
際
に
会
場
近
く
の
ホ
テ
ル

で
同
社
新
ゲ
ー
ム
機

「
テ
ト

ラ

・
フ
オ

|
」
を
ご
く
内
輪

で
発
表
し
た
も
の
。
「
テ
ト

ラ

・
フ
才

|
」
は
一
般
の
エ

レ
メ
カ
ゲ

l
ム
機
て
円
型
の

ピ
ン
ポ

l
ル
だ
が
、
ま
っ
た

く
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
ゲ

ー
ム
機
な
の
で
、
説
明
が
難

し
い
。
要
す
る
に
、
水
平
に

円
盤
が
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
あ
り
、
そ
の
内
側
で

ル
ー
レ
ッ
ト
状
に
ボ

l
ル
が

ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
お
り
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
操
作
で
プ
レ
イ

フ
ィ
ー
ル
ド
上
に
並
ん
だ
ド

ロ
ッ
プ
タ
|
ゲ

y
ト
を
倒
し

た
り
す
る
ゲ

l
ム
機
で
あ
る
。

同
社
は
こ
れ
を
正
式
に
発

表
し
た
わ
け
で
は
な
い
た
め

に
、
同
社
自
体
を
含
め
た
デ

ー
タ
に
乏
し
く
、
わ
か
ら
な

い
点
が
多
い
が
、
新
会
社
が

発
足
し
前
述
の
よ
う
な
新
ゲ

ー
ム
が
披
露
さ
れ
た
こ
と
は

線
か
で
あ
る
。

リ
プ
キ
ン
氏
と
新
会
社
を
設
立
し

キ
i
ナ
ン
氏
復
活

テ
イ
社
長
}
製
品
の
パ
ー
ツ

供
給
と
基
板
修
理
に
関
す
る

独
占
権
を
仙
波
得
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
タ
イ
ト
1
・

ア
メ
リ
、
ヵ
社
製
品
の
ア
フ
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
は
ウ
ィ
コ
祉
が

す
べ
て
ま
か
な
う
こ
と
に
な

り

タ

イ

ト

|

・
ア
メ
リ
カ

社
に
あ
っ
た
技
術
サ
ー
ビ
ス

用
の
電
話
番
号
も
ウ
ィ
コ
社

が
引
継
い
だ
。
進
に
言
え
ば
、

新
ゲ
ー
ム
機

ア
タ
リ
社
の
元
首
脳
、
ジ

ヨ
|

-
キ
ー
ナ
ン
氏
と
ジ

l

ン

・
リ
プ
キ
ン
氏
が
新
会
社

を
訟
立
し
、
新
ゲ

i
ム
機
を

引
っ
下
げ
て
、
米
国

A
M
業

界
に
同
参
入
し
た
こ
と
が
こ

ツ
バ
市
場
で
の
大
き
な
可
能
ア
へ
は
シ
|
ぺ
ン
社
、
西
独

牲
を
感
じ
て
ア
ル
ト
コ

i
ル
へ
は
ノ
パ

・ア
パ
ラ

l
ト
社
、

社
を
設
立
し
た
、
と
さ
れ
て
英
凶
へ
は
ジ
ョ
イ
ラ
ン
ド
・

い
る
。
今
回
の
指
定
に
よ
り、

ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
卜
社
、
ル

欧
州
で
の
任
天
堂
製
品
は
米
ッ
フ
ァ

l
&
デ
ィ
ス
社
、
夕

闇
任
天
堂
に
よ
り
ア
ル
ト
コ
イ
テ
ル
祉
の
三
社
、
フ
ィ
ン

|
ル
祉
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
ラ
ン
ド
へ
は
ラ
ハ
社
、
ス
ウ

に
な
る
。

ェ
ー
デ
ン
へ
は
パ
リ

l
・
ス

附
係
者
筋
に
よ
る
と
、
欧
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
社
、
フ
ラ
ン

州
て
の
ア
ル
ト
コ

l
ル
祉
の
ス
へ
は
パ
リ
|

・
フ
ラ
ン
ス

役
割
は
欧
州
各
固
め
市
場
へ
社
、
ス
イ
ス
へ
は
ノ
パ
マ
ツ

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
中
心
ト
祉
な
ど
に
向
け
て
供
給
さ

と
な
る
。
同
社
か
ら
ス
ペ
イ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も

ン
へ
は
セ
ガ
サ
社
、
イ
タ
リ
ょ
う
で
あ
る
。

「
テ
ト
ラ
フ

ォ
l
」

開
発

の
ほ
ど
判
明
し
た
。

キ

l
ナ
ン
氏
は
ア
タ
リ
社

創
設
者
ノ
ー
ラ
ン

・
ブ
ア
ン

ユ
ネ
ル
氏
と
長
い
間
名
コ
ン

ビ
を
組
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人

物
。
七
三
年
に
キ
|
ゲ
ー
ム

ズ
祉
を
設
立
、
T
V
ゲ
ー
ム

機
を
開
発
し
て
い
た
が
、
七
四

年
に
ア
タ
リ
社
に
吸
収
さ
れ

た
。

こ
れ
よ
り
ブ
ッ
シ
ュ
ネ

ル
会
長
、
キ

l
ナ
ン
社
長
の

コ
ン
ビ
と
な
る
が
、
七
六
年

に
ワ

l
ナ

l
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ

(
W
C
I
)
社

に
ア
タ
リ
社
が
賀
い
と
ら
れ

て
、
八
八
年
末
ブ
ッ
シ
ュ
ネ

ル
氏
が
退
任
、
キ
ー
ナ
ン
氏

も

一
年
間
会
長
を
引
継
い
だ

後
退
任
し
、
二
人
し
て
そ
の

後
ピ
ザ

・
タ
イ
ム

・
シ
ア
タ

ー

(
P
T
T
)
に
専
念
し
て
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バリアーと ビーム砲を駆使して

基板「グロブ、ダー」ナムコから

立立
妙己

タ
ン
ク
戦
を
テ
ー
マ
と
し

た
T
V
ゲ
l
ム
険

「グ

ロ
プ

ダ
|」

が
、
鮒
ナ
ム
コ

(本

社
東
京
、
中
村
維
抜
社
長
)
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パ
リ

l
ジ
ャ
パ

~ 

か
ら
卜
二
川

一
川
発
先
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
戦
山
小
川
上
の
戦
い

を
ひ
と
つ
の
校
伐
と
し
て
、

問
打
が
川
ま
れ
た

H

コ
ロ
シ

ア
ム
"
め
中
で
行
な
う
と
い

う
む
の
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

械
が
ゆ
が
/
ロ
ブ
ダ

l
H
を
八

十ク
川
レ

バ
ー
と
ビ
ー
ム
党
射

ボ
タ
ン
、
バ
リ
ア

l
ポ
タ
ン

を
ぬ
作
ず
る
。

川

-M
--+砂川
向
J
n
h
k
川均

U
I
l
l
-
J
1
1
1
!
 

が
ラ
ン
ダ
ム
に
配
山
さ
れ
て

お
リ
、
こ
れ
は
似
収
で
き
る

も
の
と
で
き
な
い
も
の
が
あ

る
攻
慢
す
べ
き
タ
|
ゲ
ツ

武
器
狙
う
ス
パ
イ

~ 
h 

ン
か
ら
新
フ
リ
ッ
パ

l

バ
総
工
場
を
め
ぐ
る
ス
ハ

イ
合
戦
争
』
テ
!
?
と
し
た
パ

リ

|
-
ミ
ー
ド
ウ

ェ
l
社
側

フ
リ

ゾ
ハ
l
「
ス
ハ
イ
ハ
ン

タ

ー

か

、
附
ペ
リ

l
ジ
ャ

J

L

，
 

ハ
ン

(本
社
以
点
、
マ

1
ロ

ン
・
パ
|
パ
|
悦
以
}
か
ら

近
々
党
光
と
な
る

こ
れ
は
フ
レ
イ
フ

ィ
ー
ル

ド
が
噌ニ

つ
の
エ
リ
ア
に
分
か

れ
て
お
り
、
ト
h

卜
の
部
分
で

ス
ハ
イ
が
な
場

(
八
C
E
V
A

T

G

K

の
・
日
人
中
を
点
灯
さ

せ
る
と
山
川
村
山
…
)
、
そ
し
て

J
j

j
 

コ
..u 
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コ
ナ
ミ

カ
ー
ラ
リ
ー
を
テ
!

?
と

し
た
T
V
ゲ
l
ム

機

ロ

ー

ド
フ

ァ
イ
タ
ー
か
、
コ
ナ

ミ
附

(本
社
以
点
、
仲
い
川
一
良

川
代
ド
さ
か
ら
ト
ニ
川
上
旬

党
必
と
な
る

こ
れ
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を

起
点
と
し
た
米
同
航
断
レ
ー

ス
で
、
較
す
同
時
速
四
-
h
J
V
-

の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
定
行
に
る

ト
は
、
発
射
攻
慢
を
加
え
て

く
る
倣
タ
ン
ク
、
ぷ
H
P
い
移

動
で
辺
跡
刷
れ
ミ
サ
イ
ル

J
リ

ツ
ハ

l
H
を
作
付
す
る

Hフ
ロ

ッ
サ
|
旬

、
政
凶
砲
給
と
バ

リ
ア

l
機
能
を
持
つ
強
滋
n

ハ

イ
ハ

l
タ
ン
ク
作
、
断
い
統
的

山
川
快
を
し
て
く
る
移
動
.
快
活
い

な
ど
が
あ
る
。
ニ
れ
ら
に
対

し
て
グ
ロ
ブ
.タ
i
は
ビ

l
ム

攻
惨
を
行
な
い

、
危
険
な
州
場

へ
いは
バ
リ
ア
|
ボ
タ
ン
て

，
シ

ー
ル
ド
H

を
必
リ
赦
攻
叫
下
を

は
ね
返
す
こ
の
シ
ー
ル
ド

は
剛
山
下
却
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ゲ
l
ジ
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
使

左
K
の
部
分
の
武
総
合
時
で

ミ
サ
イ
ル
、
オ
イ
ル
、
何
必

の
三
日
刊
紙
の
式
総
(
そ
れ
ぞ

れ
三
つ
ず
つ
、
川
中
川
九
つ

の
ロ

i
ル
オ
ー
バ
ー
ボ
タ
ン
が
あ

り、

全
部
そ
ろ
え
る
と
向
得

点
)
を
人
予
し
、
ド
却
の
広

'"' '司、
問
l
位
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

小
川
仰
い
様
、
ル
比
山
色
仰
の
中
の
ハ
・

イ
ウ

ェ
l
、
川
同
、
山
道
な

ど
を
泌
リ
抜
け
て
い
く
注

山中、

先
行
中
、
オ
ー
ト
バ
イ、

ト
ラ
ゾ

ク
、
ト
レ
ー
ラ
ー
、

J

て
お
り
、

州
州
む
しし
か

ら

ド

ラ
ム
カ

ン
な

ど

ふ

っ
か

ド
へ
と
州
中
1
速
い
ス
ピ
ー
ド
る
と
ア
ウ
ト

d

を
迎
け
な
か

で
ス
ク
ロ
ー
ル
ず
る
。
ょ

の

ら
.

J

り
ソ
リ
ン
し
か
な
く
な
る

た
め
他
山
中
や
附
汚
物
を
か
わ

、ア
ウ
ト
}
仰
に
チ

エ
ノ

ク

す
脈
川
の
附
断
力
と
いい川伎
な
ポ
イ
ン
ト
を
泊
治
せ
ね
ば
な

テ
ク
ニ

ッ
ク
が
.波
仰
木
さ
れ
る
。
ら
な
い

w

ボ
ー
ナ
ス
カ

l
H

Md転
は
配
布
打
向
レ
バ

ー

と

の
|
a
を
通
過
す
れ
ば
ガ
ソ
リ

ロ
!
と
ハ
イ
ギ
ア
の
二
つ
の
ン
が
補
給
さ
れ
、
畑
町
内
“
も
ア

ボ
タ
ン
に
て
行
な
う
。

γ

ブ
。
ス
ピ
ン
し
た
時
は
急

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
マ
シ
ン
は
ブ
レ
ー
キ

(
ボ
タ
ン

)
と
カ

ス
リ
リ
ン
グ
な
米
国
横
断
力
l
ラ
リ
ー

時
速
側
J
で
疾
走

ー

ド

フ

ア

イ

タ

l
」
基

板

T
V
ゲ
l
ム
機

「
サ
イ
ク

ル
マ

l
坊
」
と
V
D
ゲ
ー
ム

機

「
忍
お
ハ
ヤ
テ
」
が
、
側

タ
イ
ト

l

(本
社
東
点
、
中

両
附
雄
社
長
)
か
ら

l
二
川

ゲームマシン第250号19841手12月15日(21 ) 

「サイクルマー坊Jタイトーカ、ら Tvt黄色

も「忍者J、ャテ」VDアニメゲーム機

ト

ω，
党
必
と
な
る
。

ま
ず
「
サ
イ
ク
ル
マ

l
幼
」

は

一
輪
出
午
に
よ
る
心
行
を
テ

!
?
と
し
た
も
の
で
、
五
パ

タ
ー
ン
の
民
間
が
あ
る
。
線

作
は
3
つ
の
ボ
タ
ン

(
ジ
ャ

ン
プ
と
庄
一
む
バ
ラ
ン
ス
)
の

ほ
か
、
石
川
り
に
阿
転
さ
せ

る
ロ
ー
ラ
ー
ス
イ
ソ
チ
に
て

行
な
う
。
第
一
パ
タ
ー
ン
は

山
の
山
仰
の
院
審
物
を
ジ
ャ
ン

プ
で
踏
み
つ
ぶ
し
て
い
く
。

第
二
パ
タ
ー
ン
は
山
線
状
に

佐
ぷ
円
山
山
形
の
附
汚
物
を
ロ

ー
ラ
ー
で
つ
・
か
し
て

い
く
。

第
三
パ
タ
ー
ン
は
制
と
附
刀

物
を
ジ
ャ
ン
プ
と
ロ
ー
ラ
ー

.tl'l:! 

で
泣
け
な
が
ら
進
む
次
川
崎

必
ち
て
く
る
ポ
ー
ル
を
バ
ラ

ン
ス
ボ
タ
ン
で
企
け
と
め
る

場
刷
。
れ
収
後
は
ロ
ー
ラ
ー
と

令
部
の
ボ
タ
ン
で
転
ば
な
い

よ
う
に
昨
小
札
口
物
を
避
け
て
進

む
。
倒
れ
で
も
ア
ウ
ト
に
は 句、句、

句、

グロプダ由

え
な
く
な
る
が
、
じ
っ
と
し

て
い
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
州

光
さ
れ
て
い
く
。
敵
峨
市小
の

燦
党
時
に
近
く
に
い
る
敵
J
U

を
さ
込
め
る
。
似
を
ん
k

減
さ

せ
る
と
.
パ
タ
ー
ン
終
f

パ
タ
ー
ン
を
氾
う
ご
と
に
ゲ

ー
ム
は
雌
し
く
な

っ
て
い
く

2
人
同
時
プ
レ
イ

2
レ
バ

l
、

S
N
K
か
ら

「
メ
イ
ン
エ
ベ
ン
ト
」

基
板

T
V
ボ
ク
シ
ン
グ
ゲ

l
ム

機
「
メ
イ
ン
エ
ベ
ン
ト
」
が
、

側
新
H
本
金
州

(本
村
大
阪
、

川
崎
英
b
u
u礼
U

ど

か

ら

l

一

川
卜
旬
党
必
と
な

っ
た
。

よ
れ
は
.
人
削
の
場
A
け
は

コ
ン
ヒ

斗
|
夕
|
と
、
二
人

川
で
は
a
J
人
が
ヨ
コ
に
怯
ん

で
川
叫
に
相
子
と
対
似
す
る

む
の
て
、

て
レ併
の
レ
パ
!
と

.
-
例
の
ボ
タ
ン
を
版
仰
す
る
。

附
州
戦

(一

川
戦
問
ラ
ウ
ン

ド
}
の
ぷ
へ
H

を
以
附
す
る
。

ト
れ
レ
バ
ー
で
む
ス
ト
レ
ー

ト
、
わ
れ
ス
ウ
ェ

l
、
配

レ
パ

ー
で
応
ス
ト
レ
ー
ト
、
ぶ
ス

ウ
ェ

l
、
両
レ
バ
ー
の
制
時

XJ'¥ィ，、ンター

い
エ
リ
ア
て
戦
い
を
展
開
す

る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い

る
。
ト仕
上
と
ド
却
の
エ
リ
ア

の
縫
H
H
に
ら
フ
リ
y
パ
ー
が

あ
る
ニ
の
ほ
か
ポ

i
ル
の

シ
ュ

l
ト
ラ
イ
ン
上
の
ロ
ー

ル
オ
ー
バ
ー
タ
ー
ゲ

ッ
ト
、

治
と

rご
と
に
山
仰
点
と
な

る
問
つ
の
ド
ロ

y

フ
タ
|
ゲ

ソ
ト
点
灯
順
に
よ
り
向
山
…

か
民
な
る
川
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
.
ハ
必
向
山
…
以
上
で
川川
ら

れ
る
エ
キ
ス
ト
ラ
ポ

l
ル
、

ス
ベ
シ
T

ル
の
チ
ャ
ン
ス
な

ど
数
々
の
フ
イ
|
チ
ャ
ー
が

あ
る
定
附
は
じ
ト
五
万
川

の

F
定

操
作
で
ボ
デ
ィ
ー

へ
の
友
街

ス
ト
レ
ー
ト
や
ボ
デ
ィ
ー
ガ

ー
ド
な
ど
が
で
き
る
ボ
タ

ン
は
在
れ
の
ア
ッ
パ
ー
カ

ッ

ト
を
打
ち
込
む
も
の
。
州
出

配
布
に
パ
ワ
|
レ
ベ
ル
が
ぶ

ぶ
さ
れ
、
パ
ン
チ
を
打
ち
す

ぎ
る
と
パ
ワ
ー
が
減
リ
、
ゼ

ロ
に
近
づ
く
と
ダ
ウ
ン
し
や

す
く
タ
る
ダ
ウ
ン
附
に
ボ

タ
ン
を
叩
き
絞
け
る
と
ボ
ク

サ
ー
を
起
き
上
が
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
、

K
O
A
H
け
を
防

げ
る
。

一
人
川
の
場
介
は
四

人
の
相
手
を
倒
せ
ば
世
界
チ

品
叫
ん
必
台
数
の
ク
ロ
ブ
ダ
ー
が

岐
城
さ
れ
れ
ば
ゲ

i
ム
終

f
。

法
板
山
問
先
の
み
で
O
ド
悩
怖

九
万
八
「
円

ヤ
ン
ビ
オ
ン
に
挑
戦
す
る
よ

と
に
な
る
。
二
人
間
の
場
合

で
の
勝
者
は
、
次
の
ラ
ウ
ン

ド
で
コ
ン
ヒ
ユ
|
タ
!
相
手

の
エ
キ
ス
ト
ラ
ゲ
ー
ム
が
で

き
る
。
試
合
中
に
連
続
し
て

1
・h
秒
以
上
フ
ァ
イ
ト
し
な

い
と
一
点
減
点
と
な
り
、

~

ラ
ウ
ン
ド
・中
に
三
点
減
点
に

な
る
か
、
あ
る
い
は
ノ

ッ
ク

ア
ウ
ト
さ
れ
れ
ば
ゲ
|
ム
オ

ー
バ
ー
と
な
る
。
法
山似
似
必

の
み
で
O
P
側
斜
1
・h
万
一ぺ

仁

e
H
J

る
鼻
輪
っ
き

ホ
!
プ
か
ら
定
置
型
乗
物

遊
r、ー

る H: 1.ん
。~ J'おL ど
か 111カε;Fi
ら l崎 、J11
~~ di・拘束
必、ホ物

と小|機
な~'f'フ 「
つ 定 ( ウ
て良{-;シ
い社社〈

ゆ
}
れ
は
か
わ
い
ら
し
い

?

と
向
か
い
ん
け
ウ
て
取
る
む
の

で
、
ー
の
川
卯
愉
に
ポ
ー
ル
が

:・
似
つ
い

て
お
リ
、

-
}
れ
を
動
か
し
て

泌
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る

動

き

は
配
れ
ロ
ー
リ
ン

グ
、
作
肋
時
間
は

「ウ
シ
く
ん
」

九
十
秒

(
切
終
司
能
)
で
作

品
問
中
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
(
二
山

付
さ
)
が
流
れ
る
子
ど
も

二
人
来
リ
定
価
問
卜
八
万

円

へ戸

ウ
ン
タ

l
ス
テ
ア
で
切
り
件
以
ヤ
ー
は
ア
ニ
メ
の
進
行
を
見

け
る
順
位
は
グ
レ
ー
の
中

な
が
ら
州
耐
に
た
が
さ
れ
る

を
扶
く
ご
と
に
L
し
が
っ
て
い

操
作
桁
ぷ
に
従

っ
て
、
八
十
刀

〈

コ
ー
ル
す
れ
ば
.
ハ
タ
向
レ
バ

ー
ま
た
は
ポ
タ
ン
を

l
ン
ク
リ
ア
と
な
る
。
二
川

ι掛
け
十
〈
株
作
す
る
。
州
日
間
に

ア
ウ
ト
で
ゲ
|
ム
終
;
j
ど
が
、
ト
ベ
印
が
ぶ
・
ボ
さ
れ
れ
ば
そ
の

-
定
例
川
山
…
以

1.で
マ
シ
ン
が

M
'川
に
レ
パ
ー
を
倒
し
、
ポ

吋
ム
H

辺
川
と
な
る
ル
似
似
タ
ン
マ

ー
ク
の
必
ぷ
で
ボ
タ

必
の
み
で
定
側
l
・h
.
U川
「
ン
を
仰
す
。
ボ
タ
ン
マ

l
ク

円

め

い火
ぷ
の
u
川
に
は
ハ
ヤ
テ
か

けり
を
似
く
か
ふ
と
こ
ろ
に
予

を
入
れ
る
の
で
.
ハ
ヤ
テ
の

ロー ド7ァイ9-

r 

ザイ?ルマー幼

な
ら
な
い
が
、
第
三
と
第
四

パ
タ
ー
ン
は
タ
イ
マ
ー
制
て

タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
し
た
時、

そ
の
他
の
ハ
タ
!
ン
は
以
川
中

山
…
以
上
を
得
点
で
き
な
か
っ

た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
ゲ

l
ム
終

f
と
な
る
タ
イ
マ

ー
と
水

市
山
…
は
州
陶
わ
れ
上
に
ぷ
・
小
さ

れ
て
い
る
。
ル
似
品
肌
必
の
み

で
~
石
川
未
定
‘

次
に

1
H

必
行
ハ
ヤ
テ
L

は

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る

ア
ニ
メ
村
山
間
の
ゲ
ー
ム
機
で
、

必
の
必
門
市
川
に
さ
ら
わ
れ

た
師
慨
を
紋
う
た
め
に

H

ハ
ヤ

テ
u

が
敵
の
岐
に
忍
び
込
み
、

仕
扮
け
ら
れ
た
ワ
ナ
を
泣
け

な
が
ら
敵
の
忍
者
市
や
妖
怜

た
ち
と
戦
-7
も
の
。
ブ
レ
イ

-h. 旬、
句、

2
種
の

し
ぐ
さ
を
よ
く
比
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ボ
タ
ン
で

子
災
剣
や
投
げ
純
な
ど
が
品
川

ひ
山
山
し
散
を
倒
せ
ば
チ
ャ
イ

ム
が
叫
ゐ
か
、
タ
イ
ミ
ン
グ

が
ず
れ
る
と
ブ
ザ
ー
が
的
っ

て
ア
ウ
ト
と
な
リ
、
ア
ニ
メ

向
山
が
少
し
従
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
刈
ス
タ
ー
ト
す
る
。
J

・

川
ア
ウ
ト
で
ゲ
ー
ム
終

f
。

ア
y

プ
ラ
イ
ト
引
で
定
側
打

四一.，
J

1

，，.

a
l
-
-
s
J
H
γ
 

コ
ア
ラ
で

ト
l
ゴ
か
ら
新
定
置
型
乗
物
機

忍者ハヤテ

定
出
川
川
市
水
物
機

「ポ械
の
コ

ア
ラ
」
と

「
ミ
ル
キ
ー
コ
ア

ラ
」
が
、
附
ト
l
ブ

(本
社

ト氷
点
、
山
凶
牧
川
社
長
)
か

ら
発
必
と
な
っ
て
い
る
。

「恥林
の
コ
ア
ラ
は
・
ぶ
か

ら
ぷ
・
り
さ
が

っ
た
ブ
ラ
ン
コ

に
点
っ
て
、
的
に…伸一
っ
て
い

る
コ
ア
ラ
と
いねィ
川
を
す
る
と

い
う
む
の
。

コ
ア
ラ
は
い
ろ

い
ろ
な
コ
ア
ラ
の
訟
が
仙
か

れ
た
絵
本

(
ハ

ネ
ル

)
を
聞
い

て
作
っ
て
お
り
、

そ
ニ
に
付
い
て

九

44

い
る
ボ
タ

ン
を

t
L

押
す
と
、

コ
ア

h

也
・

ラ
の
好
き
な
食

租
眠

べ
物
や
生
ま
れ

t
t

た
凶
な
ど
四
Mm

。似
の
お
し

ゃ
べ
り
を

L
F

す
る
。
作

、

，

h
リ

bw'川
け
リ

au

川一川

f
什

F
JX
r

正
T

ど
も
・
日人

決
り
。
B
G
M
二
山
付
さ
。

辺
川

h

ハ
卜
U
M
川
。

「
ミ
ル
キ
ー
コ
ア
ラ
」
は

二
つ
の
風
船
を
千
に
持
っ
た

コ
ア
ラ
が
カ

ヅ
プ
に
よ
じ
の

ぼ
ろ
う
と
す
る
さ
ま
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
も
の
で
、
風
船
を

い
仏
リ
動
か
す
と
ポ
ロ
ン
ポ
ロ

ン
と
ん
汁
が
山
る
品
川
さ
は
布

十
川
州
ト
・九
段
の
一
以
転
巡
動
で

作
動
時
間
九
卜
秒
。
。
G

M

・
4
川
内
品
川
切
符
え
。
二
人
来

り
定
価
問
ト
・
一-
U
H
川
t

" L
B
〆

。
司

・
、

謹

aュ
Eヨ

平
紫
は
格
別
の
が
引
立
を
賜
り
、

け
ま
す
。

こ
の
度
の
新
製
品
「
ペ
っ
た
ん
ピ
ュ

l
」
は
、

が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

従

っ
て
、
こ
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
こ
れ
に

類
似
す
る
商
品
と
し
て
製
造

・
改
造

・
販
売

・
輸

出

等

の
行
為
を
す
る
こ
と
、
及
び
こ
れ
ら
の
機
械
を
使
用
し

て
営
業
す
る
こ
と
は
、
著
作
権
法
、
工
業
所
有
権
法

・

不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権
刺

を
侵
害
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い

よ
う
充
分

に
ご
注
意
賜
ワ
、
業
界
の
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発
展

の
た
め
に
皆
様
の

ご
協
力
を
い
れ
願
い
・
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
十
二
月

砕
く
御
札
申
し
ょ

愛

サ宮
〉工ン 宿

電 重
子 品
株号

前式 雪
国 今 三

長社5

代
表
取
締
役

メイ ンヱベント

CT-9， *前面の出 っ張る函が

J5mm少ない

安基板取り付けによっ
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はありません
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弊
ヰ土ミツセイ株式会社号年

平
繁
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、
思
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
度
、
発
売
予
定
の

『
ス
パ
ル
タ
ン
X
」

(
S
P
A
R
T
A

N

X
)
は
弊
社
独
自
で
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
、
又

「ロ

l
ド
ラ
ン
ナ
ー
パ
ン
ゲ
リ
ン
グ
帝
国
の
逆
襲
」

(
T
H
E

B
U
N
G
E
L
I
N
G
S
T
R
I
K
E
S
B
A
C
K
)
は
米

国
ブ
ロ
ー
ダ
l
バ
ン
ド
社
よ
り
独
占
許
諾
を
受
け
、
弊
社
が
ア
ー

ケ
ー
ド
用
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
、
こ
の
製
品

に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
模
倣
、
又
は
類
似
す
る
製
品
を
製
造

販
売
、
輸
出
、
及
び
-
-
れ
ら
の
製
品
を
使
用
し
て
、
営
業
す
る
行

為
は
不
正
餓
争
防
止
法
、
工
業
所
有
権
法
、
著
作
権
法
等
に
抵
触

し
、
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
ご
注
意
を

賜
り
、
鎌
界
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発
展
の
為
に
、
皆
織
の

ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
由
・
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
+
一
月大

阪
府
必
原
市
西
大
原

一
丁

g
二
番

一十
九
号

ヌ
イ
レ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

吉
岡
崎
哲

ミルキーコアラ
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/1 。

。

。
鎌
先
英
太
郎

ρv 

る
幼
般
凶
児
あ
る
い
は
プ
レ

幼
緋
凶
川
ん
ま
で
が
気
忙
し
い

必
ち
つ
か
ぬ
牛
活
を
強
い
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま

っ

.。
'
'h
 ジ

ャ
ン

・
ボ

i
ド
リ
ヤ
ー

ル
に
よ
れ
ば
、

こ
の
利
制
を

mや
す
た
め
の
資
本
の
川
似

の
加
述
に
つ
い
て
は
布
効
な

ブ
レ
ー
キ
は
始
ん
ど
則
的
山

米
な
い
そ
う
だ
。

統
一
例
活
動
の
う
ち
の
始
ん

ど
の
活
動
は
も
は
や
ホ
モ

・

サ
ピ
エ
ン
ス
が
生
治
し
て
ゆ

く
ト
に
と

っ
て
必
袋
卜
可
欠

な
も
の
は
な
い
状
態
に
ま
で

こ
の
動
き
は
加
速
さ
れ
て

い

る
と
ジ
ャ
ン

・
ボ
ー
ド
リ
ヤ

ー

ル
は
言
っ

て
い
る
。

人
が
生
き
て
ゆ
く
う
え
て

必
要
不
可
欠
な
ら
の
は
、
実

際
に
は
ほ
ん
の
少
し

の
、
も
の

で
允
分
な
の
で
あ
る
。

来
川
市
に
し
で
も
あ
る
い

は

T
-
V
に
し
て
む
そ
の
他

は
は
す
べ

て
の
尚
仏
に
つ
い

て
そ
-
つ
い
え
る
こ
と
な
の
だ

が
、
み
の
何
年
何
年
の
モ
デ

て
る
こ
と
は
な
い
。

金
十
光
附

一
九
八
四
年

あ
け
が
た
の
4
4

)f 

こ
の
数
年
米
ず

っ
と
同
じ

よ
う
な
状
態
が
絞
い
て
い
る

の
だ
が
、
同
じ
よ
う
な
動
き

が
燃
旋
状
に
上
外
あ
る
い
は

ト
降
し
な
が
ら
も
そ
の
助
き

は
め
ま
ぐ
る
し
く
そ
の
速
さ

を
附
す
の
み
で
あ
る
。

が
が
ぷ
た

(令
制
剛
山
辿
化
)

や
水
か
ま
き
り
ゃ
あ
た
ま
も

し

っ
ぽ
も
ず
ん
ぐ
り
し
た
め

く
ら
魚
ど
も
の
よ
う
な
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
ジ
|
ど
も
が
わ
が
凶

で
は
年
を
と
る
と
と
も
に
そ

の
欲
呆
け
を
附
く
し
て
き
て

い
ヲ
@
。

よ
り
多
く
の
利
潤
を
と
い

う
け
的
が
ま
す
ま
す
以
竹
に

倣
版
恥
に
扶
け
た
ブ
ル
ジ

ヨ

ワ
ジ
ー
に
よ

っ
て
氾
い
ポ
め

ら
れ
、
そ
の
結
果
資
本
の
凶

似
の
述
肢
は

一
年
似
に

一
一川

仰
に

一
一H
Mに
.
時
間
に

一

分
制
に

一
紗
何
に
加
速
さ
れ

A
I
や
わ
が
川
で
は
し
始
業
千
仙

川
の
迂
か
な
る
後
術
開
で
あ

円

F 

略。naml~
必
が
近
い
休
日
に
な
る
と

-
伝

っ
た
点
す
ま
し
の
よ
う
に

一
判
的
も
な
く
活
淡
な
動
き
を

一
み
せ
る
人
た
ち
に
よ

っ
て
タ

一
i
ミ
ナ
ル
は
身
動
き
で
き
な

一
い
ほ
ど
だ
。

一

鯵
陶
し
い
必
惨
な
気
分
て

一
は
じ
ま

っ
た
|
|
ジ
ョ
ー
ジ

一
オ
ウ
エ
ル
の

一
九

八

凶

年

|

号

一
l
は
更
に
諺
附
し
い
必
修
む

o一
気
分
を
最
た
く
ひ
き
ず
り
な

沼

一
い
か
ら
一
九
八
五
年
に
駆
け
こ

第

一
も
う
と
し
て
い
る
。

1984年12月15日

こ lG る il~ もず 1)
ん 謀 。泌がんやが
なとのく。 、が
に、な りあ，i:
はう か し た た
っ そ を たまや
さと 償めも
り 、 行 く し 木

と縦 し ら つ か
みさ て 魚ぽま
えカf ゐ ど も さ

F 

，... 
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ル
チ

ェ
ン
ジ
が
ど
う
し
て
必

安
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

耐
門
川
を
使
用
し
て
い
る
側

か
ら
は
ち

っ
と
も
必
要
な
こ

と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

あ
れ
は
偏
に
ブ
ル
ジ

ョ
ワ

ジ
ー
が
利
潤
の
動
き
に
加
述

を
つ
け
て
ゆ
く
上
で
必
要
な

こ
と
で
あ
る
の
に
過
ぎ
な
い

の
だ
。

人
人
は
今
や
必
要
な
も
の

を
腕
入
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
シ
ン
ボ
ル
を
眺
入
き
さ

れ
て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
の

だ
。
新
し
い
モ
デ
ル
の
来
川

市
が
山
て
い
る
の
に
一
年
前

の
モ
デ
ル
の
束
期
点
に
の
り

続
け
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け

一
昨
刊
が
少
い
と
い
う
評
価
が

社
会
か
ら
，
純
分
に
下
さ
れ
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
年
仰
の
来
問
点
で
も
ち

っ
と
も
必
い
と
こ
ろ
は
な
い

む
し
ろ
買

っ
た
直
後
よ
り
も

ハ
ン
ド
ル
が
手
に
馴
染
ん
で

き
て
泌
転
す
る
の
が
心
地
よ

く
な

っ
て
き
た
ぐ
ら
い
の
も

の
だ
が
、
し
ょ

っ
ち
ゅ
う

流

さ
れ
る

C
-
M
の
新
中
に
お

ど
か
さ
れ
、
新
ぃ
巾
に
来
リ
扱

え
な
く
ち
ゃ
ぷ
は
リ

ッ
チ
な

社
会
の
的
江
川
向
と
一J
M附
さ
れ

る
の
て
は
な
い
か
と
い
う
強

迫
観
念
を
も
た
さ
れ
て
し
ま

う
よ
う
に
な
る
。

い
う
臥
に

C
-
M
も
実
に
‘
つ

ま
く
成
約
押
し
て
そ
う
い
う
水

路
を
聞
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
わ
が
凶
で
も
始
ん

ど
の
人
人
は
モ
ノ
で
は
な
く

て
シ
ン
ボ
ル
を
汽
い
な
か
、
同

山
分
の
生
活
が
叩
か
に
な

っ

た
と
い
う
少
を
が
み
つ
つ
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

の
利
刊
を

一

円
で
も
別
や
す
た
め
に
気
忙

し
い
生
前
に
抽
出
わ
れ
て
い
る
。

労
働
お
た
ち
が
少
み
る
年

頃
を
と
う
に
過
ぎ
L

た
後
も
ず

っ
と
シ
ン
ボ
ル
に
ド
リ
ー

ム

を
し
て
い
る
刷
、
ブ
ル
ジ
ヨ

ワ
ジ

i
は

一
体
ど
う
い
う
仁
川

八
万
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。

例
を
作

っ
た

ま
た
そ
-
つ

労
働
者
は
何
を
作

っ
た
。

何
で
も

何
で
も
さ
。

資
本
家
の
一
肌
に
げ
ん
だ
も

の
な
ら

何
で
も
さ
。

炎
本
家
は
何
を
作

っ
た
。

何
で
も

何
で
も
さ
。

た
く
さ
ん
の
後

た
く
さ
ん
の

G

儲
か
る
も
の
な
ら
何

で
も

々
C

。
労
働
v
h
は
何
を
作

っ
た
。

資
本
家
の
，
以
を
い
似
め
た
も

の
な
ら
川

で
も
さ
。

や

せ

て

く

た

び

れ

て

反
抗
し
て
。

や

せ

て

く

た

び

れ

て

協
力
し
て
。

労
働
行
は
何
を
作

っ
た
。

資

本

家

の
，以
に
山

っ
た
イ

メ
ー
ジ
な
ら

【

，筒、

「
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何
で
も
さ
。

資
本
家
は
何
を
作

っ
た

0

・情
H

川

協

同

・怖
い
さ
。

そ
れ
か
ら

資
本
家
の
州
に
は
汗
か
は

た
ゆ
い

附
い
労
働
お

け
ら
。

人
間
の
か

労
働
荷
だ

っ
て
必
を
し
た

f
似
を
作

っ
た
。

(
{
似
を
資
不
家

に
し
た
少
を
日
比
た
)

け
ど

f
供
を
す
く
に
先
り
山

L

，-
。
''h
 

'H
分
と
そ

っ
く
り
同
じ
に

仕
立
て
て

係
も
的
円
M
m
も
呼
点
恕
に
順

繰
り
に
商
品
さ
。

労
働
い
引
の
似
は
か
す
ん
で

そ
の
阪
に
'

ど
ん
な
米
米
が
比
え
た
だ

ろ、
7
0

労
働
者
は
何
を
作

っ
た
。

》
吋

帽
、
J
U

i
l
 

川
に
J
U
作
り
ゃ
し
な
い
。

こ
わ
し
た

日
分
を
人
間
を

資
本
家
の
民
%
に
来

っ
て

こ
わ
し
て
き
だ
。

目
茶
目
茶
に
。

労
働
い
れ
の
矧
の
・
中
に

人
間
は
浮
か
ば
な
い
。

ニ
わ
し
て
き
た
の
だ

資
み
家
と

一
緒
に
。

長
い
時
間
を
か
け
て

伺
糸
口
茶
に
。

労
働
者
は
何
を
作

っ
た
。

、
コ

‘ν
』ベ

労
働
者
は
何
を
作
る
?

こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と

炎
本
家
の
思
い
つ
き
に
合

わ
せ
て

ム
円
分
を
作

っ
て

ゆ

く

?

'H
分
を
こ
わ
し
て
ゆ
く
?

1ザ

高品質のスイッチング電源

住注量匝W;，j;]・
.TVゲーム、マイコン用電源で

今、好評の 7A電源は /

@ のテレビゲーム周 18インチ
カラーディスフレイ

低価格

コン/{クト

一】…一一

GS 
-r、

を"ヒットゲーム"という「知

スパッと解いて製晶化する・.• 

之れが日本ゲームク'JlIーブです。

• 
-5V 

1 A 

， 

|G S -37 A 

:l11J';{tlrj 1 5 V. 12¥1 
J11力近i原/ 7八、 1A、

.・.. 
" 

円E-

71!??LFl .. 

燦i血に愉.-B用、 lOA'，11源司、むあリます

GS Mil合わせは下1じ叫もた します

株式会社時E望著書支
本 社 長 野 県 長 野 市大字北侵池438・5 tt(0262)43・8582(代)
東京営業所 東京都台東区台東2・17・1 スターハイツ台東203号 ft (03)835・1097

人三霊電機

|型|

. _-.姿のトータル ・ビジュアル

エレクトロニクス技術から開

発されたTVゲーム用カラー

テV スプレイ /

・明るく、シャープな鮮明画像

をYj.しtllすノ、イフォ ーカスブ

ラウン管採用 /

・ニーズに対応したお求めやす

い価格 /

12月発売予定-コ ンパージョ ンニューゲーム

日本ゲームグループはJヒットし

といっなければゲームではない」

TAIYO SYSTEM CO.，LTD. オベレーターの身に立つも考え、

|GSC-003型
1.0ω円札専用/"百貨収容鼠 1.5001J( 

寸法/向き5酔綱相，)26師 ・興行32醐

( '，It附台(刊さ8告側・市首26c岡・

興行32伺)C~守プシ ョン )

パブリックロードをj紋.Jとするtxfiの妨害{:11.( 0 

300kmを超えるれの取は、l刊誌l、海岸、，"巡

をのり越えなければならない"U.4立えるもの

があるなら、 それはおの~えたドライピングテク

ニッ ク々。さあ fスリリングの 限界にfj~;iiJ(して、

チTンヒオンフラyグをfrl'に。

-
ゲ
|
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
に
好
評
発
売
中
/

・
小
さ
な
ゲ

l
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
ど
こ
に
で
も
鐙
け

る
小
さ
な
向
替
機
を
ど
う
ぞ
ノ

-R新札
発
一
行
後
は
、
内
部
ユ
ニ
ソ
ト
・父
換
で
対
応
し
ま
す

女
五
百
円
硬
貨
同
待
機
能
付
の
専
問
ム
円
が
新
発
売
に
な

り
ま
し
た
。

(
万
民
ん
は
叩

m台
を
と
リ
つ
け
た
と
ニ
ろ
)

ロ
A 

〆ー、

額白碕GA
た高収益・ロングライフのニュー

ゲームを次々に開発しています。
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1984年

月
1983年

12月2月3月4月5月

312421181615 8 

6月

2927252221201810 

ア月

2726241716129 6 5 4 3 

8月

30268 7 3 

9月

2821185 3 1 

10月

8 4 2919171615 7 6 

竹月

28 27 26 21 19 17 14 

、

国

の

動

き

内

(大
阪
)
H

「
叩
ヤ
ー
ド
フ
ァ
イ
ト
」
発
表

865 

ア
イ
レ
ム
、

3
年
半
ぶ
り
に
単
独
新
作
展

「大
分
県
健
全
娯
楽
業
協
会
」
発
足

タ
イ
卜
l
、
キ
ス
フ
ラ
ン
ス
社

「
キ
ス
カ
ラ
ー
ラ
ボ
シ
ス
テ
ム
」

井
、
1
9
日
)

H
mm年
ぃ没
後
良
マ
シ
ン
選
出

J
A
M

M
A
第
げ
回
理
卓
会

(東
京
)
H
物
品
税
課
悦
問
題
を
討
議
、

タ
イ
ー
ス
ト
新
作
展

(東・爪
)

H

「ザ
・
ビ
ッ
グ
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
」

N
A
O
第
比
四
段
挙
会

(静
岡
)
H
組
織
問
題
を
検
討

J
A
P
E
A
第
同
団
理
事
会

(東
京
)

H
事
業
活
動
を
検
討

後
楽
関
ゅ
う
え
ん
ち
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ベ
コ
マ
社
製
「
サ
ー
カ
ス
ト
レ
イ
ン
」
、

兵
庫
県
尼
崎
市
で
ゲ
ー
ム
場
建
築
版
制
に
関
す
る
条
例
公
布
、
地
行

J
A
M
M
A
緊
急
理
卓
会

(東
京
)
H
物
品
税
課
税
問
題
に
つ
い
て
当
陶
の
対
策
な
ど
協
議

後
察
庁
、

「
昭
和
問
年
中
に
お
け
る
風
俗
開
岐
の
特
徴
的
傾
向
」
発
表

運
転
開
始

の
国
内
総
輸
入
元
に
な
っ
た
こ
と
を
発
表
。
J

O
U
ロ
月
例
会
(
一悩

9 

「
時
悼
機
械
の
基
準
」
の
。
例
外
泳
認
証
u
作
成
ヘ
。

発
表
。
ユ
ー
ピ
|
エ
ル
初
の
新
作
展

(点
京
)

フー

29 28 26 24 16 13 

「
レ
イ
ン
ボ
ー
」

西
独
フ
ス
社
製

1811 

J

A
M
M
A
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
|
部
会

(東
京
)
H
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
意
見
湖
上
代
を
集
計
し
報
告

自
民
党
税
制
調
炎
会
の
悦
制
改
正
大
綱
で
A
M
機
へ
の
物
品
細
部
税
は
見
送
り
に
。
N
A
O
第
日
岡
即
一
事
会

展
(
点
京
、
初
日
大
阪
)
H
「
V
S
シ
ス
テ
ム
」
と
上
下
2
画
出
方
式
「
パ
ン
チ
ア
ウ
卜
」
を
発
表

第
2
凶
遊
戯
機
械
管
理
者
の
た
め
の
青
少
年
指
導
員
養
成
講
座
(
東
京
、
i
お
日
)

コ
ナ
ミ
工
業
、
対
ダ
イ
ワ
T
V
ゲ
ー
ム
機
無
断
コ
ピ
ー
に
闘
し
者
作
権
侵
古
で
勝
訴

鴨川
察
庁
、
風
営
法
大
幅
改
正
の
方
針
を
発
表

J
O
U
と
N
A
0
.
か
共
M
で
ポ
ル
ノ
B
O
X
反
対
の
文
番
を
配
布

任
天
堂
新
作

(熱
海
)
。

31302623 

(大
阪
地
法
)

1413116 

タ
イ
ト
ー
の
ミ
ハ
イ
ル
・
コ
ー
ガ
ン
氏
死
去

コ
ナ
ミ
「
ハ
イ
パ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
大
会
」

シ
グ
マ
、
創
業
初
周
年
を
記
念
し
各
組
催
し
聞
く
(
東
京
)

N
A
O
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
卜
・

エ
キ
ス
ポ
加
闘
能

(東
京
、
i
同
日
)。

通
常
総
会
聞
く

J
A
M
M
A
第
同
回
現
事
会

(東
京
)
H
テ
l
力
ン
の
提
案
で
協
会
指
導
湾
人
心
が
議
題
に

N

A
O
風
営
対
策
委
員
会
が
初
会
合

(
東
京
)

H
胤
常
法
改
正
に
絶
対
反
対
の
方
針

タ
イ
ト
|
、

中
凶
昭
縫
氏
が
社
長
に、

高
美
時
治
氏
専
務
に
U

升
任
。

N
A
O
、

答
察
庁
に
陳
情
書
提
出
。
J
A
M
M
A
第
4
凶
定
時
総
会

(東
京
)

背
少
年
育
成
国
民
会
議
主
催
「
背
少
年
と
段
続
に
附
す
る
懇
談
会
」

(
東
京
)

タ
イ
ト
|
、
C
G
業
務
の
た
め
の
子
会
社

「
テ
ク
ノ
ク
エ
ス
ト
側
』
を
設
立

N
A
O
第
4
回

決
Jl券

(東
京
)

野
察
庁
と
懇
談
会
。

N
A
O
常
任
即
一事
、

* 2723201815 

H
風
山
管内
問
題
で
N
A
O
に
協
力
す
る
万
針

H
J
O

U
、

N
A

O
、
J
A
M
M
A
か
ら
代
表
出
席

7 1 

N
A
O
緊
急
聞社
一
挙
会

(東
京
)
日
風
営
化
絶
対
反
対
で
著
名
運
動
開
始
。
J
A
M
M
A
も
問
題
旨
の
箸
名
運
動
実
施
ヘ

(
2
日
)

自
民
党
地
方
行
政
部
会
で
内
問
、
中
村
岡
会
長
が
意
見
陳
述
。
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
新
作
展
(
東
京
)
H

「
サ
ン
ダ
ー
ス
ト
ー
ム
」
な

ど
発
表
。
J

A
P
E
A
、
日
本
遊
悶
地
協
会
な
ど
共
催
「
遊
戯
ぬ
設
の
安
全
に
関
す
る
説
明
向
会
」
開
催
(
東
京
、
ロ
日
大
阪
)

N
A
O
緊
急
理
事
会

(東
京
)
H
風
営
化
絶
対
反
対
か
ら
条
件
闘
争
ヘ
方
針
転
検

タ
イ
ト
l
、
L
V
D
ゲ
ー
ム
機
の
技
術
講
習
会
同
く

(名
古
屋
、
日
日
大
阪
)

N
A
O
、
業
態

(部
会
)
別
に
そ
れ
ぞ
れ
融
合
綴
庁
に
要
望
喬
提
山
。
太
陽
博
跡
地
に

「
仁
尾
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ン
ド
」
オ
ー
プ
ン

J
A
M

M
A
、
通
産
省
ヘ
隙
梢
喬
徒
出
(
風
営
化
絶
対
反
対
)

宝
塚

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
内
に

「
マ
シ
ー
ン
ラ
ン
ド
」
オ
ー
ブ
ン

テ
|
力
ン
新
作
展

(東
京
)
H
「
ポ
ン
ジ

ヤ
ツ
ク
」
な
ど
発
表

大
阪
府
脊
少
年
条
例
改
止
、
訪
日
公
布
(
日
月
1
日
地
行
)
H
ゲ
ー
ム
場
業
者
の
自
主
規
制
の
届
出
と
進
守
の
義
務

福
井
県
青
少
年
条
例
改
正
、

M
日
公
ゐ

(
7
月
1
日
施
行
)
H
全
国
初
の
ゲ
ー
ム
坊
の
周
出
制

(特
定
遊
技
機
の
指
定
も
)

「姫
路
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」

(
兵
庫
県
姫
路
市
)
オ
ー
プ
ン

風
営
化
反
対
の
J
A
M
M
A
と
条
件
闘
争
の
N
A
O
が
合
同
理
事
懇
談
会

(東
京
)

卓
会

(東
京
)
H
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
部
会
発
足

3024232221171615139 

H
方
針
の
違
い
を
縫
認
。
J
A
M
M
A
獄
急
理

2827252423201816 13 5 2 

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
開
業
以
来
の
人
問
者
数
が
目
棋
の

一
千
乃
人
を
突
岐

ナ
ム
コ
新
作
展

(東
京
)
H
「
ギ
ャ
プ
ラ
ス
」
発
表

特
許
庁
、

旧
J
A
A
(
J
A
M
M
A
が
引
継
ぎ
)
に
よ
る

「
遊
戯
装
置
付
テ
ー
ブ
ル
」

ナ
ム
コ
、
C
A
T
V
(奈
良
県
生
駒
市
)
で
臼
本
初
の
.ヶ
l
ム
ソ
フ
ト
伝
達
を
開
始

J
A
M
M
A
、
経
察
庁
の
三
井
長
官
に
質
問
書
提
出

ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
初
の
新
作
展

{東
京
)
H
許
諸
機

「
ホ
ー
ル
ラ
ン
ド
」
な
ど
披
銭

J

O
U
4
月
例
会

(三
重
)
H
風
営
問
題
で
N
A
O
と
の
共
川
歩
調
を
俗
認

風
営
法
改
正
法
案
、
閣
議
で
了
及
、
向
日
国
会
に
上
料
。
任
天
危
叫
制
作
M
峡

(東
京
、
大
阪
)

ナ
ム
コ
の
T
V
ゲ
ー
ム
機
サ
ウ
ン
ド
が
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
発
売

J
A
P
E
A
第
同
一凶
忠
一事
会

(東
京
)。

N
A
O
風
営
対
策
委
民
会
解
散

盟
島
闘
で

「
フ
ラ
イ
ン
グ
パ
イ
レ
|
ツ
」
運
転
開
始
。
「
富
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
i
ク
」

発
表

実
案
比
恨
の
無
効
審
判
請
求
を
却
下

「
V
S
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」

オ
ー
プ
ン

戸、
• 

戸、'"'

N
A
O
策
時
四
削也
事
会

(東
京
)
H
野
察
げ

・
=一
同
課
長
補
佐
が
新
胤
川
町
由
法
案
を
説
明

大
阪
テ
ン
ト
の
友
永
勝
社
長
、品問
…，L
設
す
端
令
官
r

を
受
章
。
J
A
M
M
A
緊
急
閣也
事
会

(ぃ氷点
)

大
阪
レ
ジ
ャ
ー
機
総
胸
第
5
回
通
常
総
会

(有
馬
)

H
胤
営
化
絶
刈
反
対
を
舷
認

J
A
P
E
A
第
4
回
通
常
総
会

(下
問
)

H
山
旧
三
郎
氏
会
長
丙
任
、
総
本
倣
造
氏
が
刷
会
長
に
ぬ
任

セ
ガ
社
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

(
C

S
K
)
の
傘
下
に

ナ
ム
コ
ら
メ
ー
カ
ー
刊
社、

「
遊
戯
装
情
付
き
テ
ー
ブ
ル
」
実
案
他
の
審
決
に
対
し
東
京
市
紘
に
出
訴

引
関
東
京
お
も
ち
ゃ
シ
ョ

ー
附
催

(東
京
、
1
6
H月
3

H
)

H
M
肌
常
化
絶
対
反
対
巡
動
を
帥
叩
認

コ
ナ
ミ
「
ハ
イ
パ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
日
米
決
勝
ゲ
ー
ム
大
会
開
催

日
風
常
化
以
対
決
淡
、
N
A
O
中・
部
五
郎
と

一
線
凶
す

(東
京
)

「
制
小
陥
川
博
加
脱
会
」
開
必

(
1
8
月
初
け
)。

中
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
臨
時
総
会

(名
1
い
尿
)

N
A
O
第
2
次
風
ず
い
対
策
会
民
会
発
足

衆
院

・
地
行
安
で
新
風
常
法
如
来
の
笑
質
事
世
議
開
始

タ
イ
ト
l
新
作
展

(
米
京
、
お
日
大
阪
)
H
「
パ
ギ
l
チ
ヤ
レ
ン
シ
」
な
ど
4
機
M
開
発
表

「全
日
本
オ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
」
発
足
。一
悩
問
県
健
全
娯
楽
業
協
会
が
胤
営
化
反
刈
“
て

「治
則
」

第
3
凶
遊
戯
機
械
官
現
れ
の
た
め
の
背
少
年
指
導
以
長
成
治
座

(東
京
、
1
m
H
)。

マ
イ
コ
ン
シ

ョ
ー
開
俄

(東
tu
小
、

ア
イ
レ
ム
内
覧
会

(東
京
、
大
阪
)

H

「ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
」
披
は

i
ぬ
け

)

N
A
O
第
げ
団
組
事
会

(点
点
)
H
新
風
作
品
法
的
従
に
折
術
の
組
織
作
リ
倹
一
品川

J
A
M
M
A
m
m
凪
思
い
事
会

(東
京
)。

コ
ナ
ミ
新
作
展

(ト人阪、

6
H
東
京
)
H

「
ハ
イ
パ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
剖
」
な
ど
発
表

衆
院

・
地
行
委
、
叫
判
凶
出
品
法
楽
を

一
部
修
疋
で
可
決
。
日
本
遊
闘
地
協
会
第
5
凶
総
会

(
札
幌
)

H
高

An呉
川灯
用
予
長
内川町

衆
院
本
会
議
、
新
聞
帆
営
法
案
を
可
決

セ
ガ
社
新
作
川
悦

(点
京
)
H

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ッ
チ
」
な
ど
光
表

大
分
県
健
全
娯
楽
業
協
会
、
新
純
織
目
指
し
解
散
。
「
例
と
ち
ぎ
昨
」
附
必

(
i
9
月
山
口
)

「宮
崎
県
健
全
肌
来
業
組
ム
引
」
発
足

参
院

・
地
行
委
、
新
胤
什
一
由
法
楽
の
災
質
審
議
開
始

J
A
P
E
A
第
円
四
朗
自
伝
・会

(
大
阪
)
H

「伸
一円
フ
ェ
ア
」
参
加
検
川

任
尺
堂
一
助
作
股

(
ぃ米
京
、
大
阪
、
お
日
名
ト
内
屋
、
九
州
、
初
日
札
悦
)
H

「
V

S
レ
ツ
キ
ン
グ
ク
ル

|
」
な
ど
発
表

J
A
M
M
A
、
N
A
O
に
公
開
引
間
常
従
山

(
N
A
O
、
抗
日
中
間
凶
符
、
8
月
m
H
付
で
正
式
回
答
占
送
付
)

J
A
M

M
A
、
屯
気
用
品
取
締
法
説
明
会
と
第
泣
回
A
M
シ

ョ
ー
の
小
間
制
リ
決
定
会
開
く

参
院

・
地
行
委
、
一
物
風
営
法
案
を
可
決

参
院
本
会
議
、
新
風
営
法
案
可
決
、
成
立

(
は
日
公
化
)

N
A
O
策
目
凶
即日い
や
会

(
点
京
)
H
将
日
以
小
庁
の
三
ぬ
課
長
補
佐
が
新
川州
首
法
の
給
総
泌
明

J
A
P
E
A
第
初
凶
思
いや
会

(
東
京
)
H

「
神
戸
フ
ェ
ア
」
参
加
決
定
、

「
遊
戯
総
投
ム
H帳
」

(求
京
)

を
ま
と
め
発
表

「
胤
営
法
制
究
会
」
設
泣

J
A
M
M
A
第
幻
四
段
事
会

(氷
点
)

H

「大
分
県
健
全
娯
楽
業
協
会
」
内
発
足

J
A
M
M
A
、
N
A
O
に
併
.
ひ
公
開
質
問
状
送
付

(
H
N
A
O
、
m
H
付
で
川
火
門
書
送
付
)

T
V
ゲ
ー
ム
を
去
作
権
法
J
の

「
映
闘
の
い
行
作
物
」
と
認
め
る
わ
が
凶
初
の
判
決
H
ナ
ム
コ
巾
山
崎
、

山』Y
と
同
断

(点
・
爪
地
裁
)。

「
岐
阜
県
ゲ
ー
ム
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
」
発
足

コ
ピ
l
機
営
業
は

H

上
映
能
川
段

コ
ナ
ミ
工
業
、
株
式
を
大
阪
新
二
郎
に
上
場

第
泣
阿
A
M
シ

ョ
ー
開
催

(東
京

・
平
和
応
、
1
4
日
)。

J
O
U
叩
月
例
会

(東
京
)

H
内
問
氏
、

N
A
O
第
円
回
理
目下
会

(東
京
)

H
組
織
改
造
を
検
討
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
l
開
催

(東
京
、

「
東
京
都
A
M
O
P
協
会
」
発
足
。

「富
山
県
A
M

O
P
協
会
」
発
足
。
「
骨
川
県
A
M
O
P
協
会
」

o
p協
会
」
発
足
。
ロ
口

「宮
城
県
A
M
O
P
協
会
」
発
足
。
「
阿
山
県
A
M
O
P
協
会
」
発
足

第
4
凶
遊
戯
機
械
符
喫
者
の
た
め
の
じ
叫
少
年
収
仰
い
以

hh

食
成
品
座

(柄
岡
、

ー
口
日
)

「
長
野
県
A
M
O
P
協
会
」
発
足

中
総
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
臨
時
総
会

(名
i
u
屋
)
H

「
・
中
部
A
M
O
P
会
」
に
名
品
称
変
足
。
「
徳
山
県
A
M
O
P
協
会
」

「
山
形
県
A
M
O
P
協
会
」
発
足
。
「
神
奈
川
県
A
M
O
P
脚
」
発
足
。
「
鮮
民
ぺ
県
健
全
娯
点
本
業
協
会
」
発
足

テ
ー
カ
ン
新
作
回
収

(
東
京
、

日
月
2
日
大
阪
)
H
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
V
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
を
7
機
純
発
表

S
C
ロ
ケ
組
織
の
新
情
怨

1
9
H
)
 

発
足
。
H

H

「
山
然
保
A
M

発
足

「
千
葉
保
健
全
娯
楽
業
協
会
」
発
足
。
「

μ
川
県
A
M
O
P
協
会
」
発
足

新
風
営
法
の
政
令
と
施
行
令
公
布
。

「
茨
城
県
A
M
O
P
協
会
」
発
足
。
9
日
「
広
山
県
A
M

O
P
協
会
」

A
M
O
P
協
会
」
発
足
。
日

H

「
大
阪
府

A
M
O
P
協
会
」
発
足
。

「
北
海
道
A
M
O
P
協
会
」
発
足

J

O
U
臨
時
総
会

(東
京
)
H
S
C
O
P
協
会
設
立
の
た
め
大
島
脱
退
者
を
ぷ
認
、
新
役
員
を
選
出

(飯
島
氏
新
理
事
長
に
)

ロ
ボ

ッ
ト
大
会
「
A
M
R
O
F
」
開
必

(東
京

・
利
学
妓
術
館
、
ー
お
日
〉

「
山
森
県
A
M
O
P
協
会
」
党
足
。
初
日

「
東
京
郎
ゲ
ー
ム
州
場
営
業
私
自
協
会
」
発
足
。
「
栃
ト
小
山
小
川
町
全
川
駅
山
山
本
業
協
会
」
発
足

N
A
O
、
作
目
以
ポ
庁
に
新
胤
品
川
一
白
法
の
も
と
で
の
同
家
公
安
委
民
会
胤
川
に
つ
い
て
安
堵

「
正
ハ
山
即
県
A
M
O
P
協
会
」
発
足

タ
イ
卜
|
新
作
展

(
点
点
}
H

「
忍
者
ハ
ヤ
テ
」
「
サ
イ
ク
ル
マ
|
坊
」
な
ど
発
表
。
「
古川
知
県
A
M
O
P
協
会
」
発
足

任
天
立
内
覧
会

(東
京
、
大
阪
)
H
V
S
「
ク
ル
ク
ル
ラ
ン
ド
/
エ
キ
サ
イ
ト
.ハ
イ
ク
」
倣
成
。
「
山雪中
'県

A
M
O
P
協
会
」
発
起

発
足
。
12 
日

「福
井
県

6 2 9 1311 実 2319129 31 2 8 9 21 2726 13 6 21 * 10 27 21 * 30 2521 30 3 女 15

j毎

米

・
C

A
ロ
ビ
ン
ソ
ン
社
で
恒
例
の
総
合
A
M
機
シ
ョ

ー
開
催

ニ
ン
テ
ン
.卜
l

・
オ
ブ

・
ア
メ
リ
カ
社
、
力
ナ
ダ
に
「ピ
ザ
・
タ
イ
ム

・

シ
ア
タ
ー

(
P
T
T
)
」
を
オ
ー
プ
ン

米

・
セ
ン
テ
社
、

「
ア
ー
ケ
ー
ド
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

・
シ
ス
テ
ム
(
S

A

C
)
」
発
表

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
答
察
、
T
V
ポ
ー
カ
ー
賂
憾
の

一
斉
取
締
リ

フ
ラ
ン
ス
、
パ
り
郊
外
で
F
O
R
A
-
N

E
X
P
O
開
催

(
1
日
日
)

オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
V
A
N
エ
キ
ス
ポ
開
催

(
i
u
日
)

西
独
、
ハ
ン
フ
ル
グ
で
「
イ
ン
タ
ー
シ
ョ
|
」
開
催

(
i
口
日
)

西
独
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
卜
で
I
M
A
閥
催

(
i
幻
日
)

米

・
ア
タ
リ
社
、
大
幅
機
構
改
牟
H
ジ

コ山ン

・
フ
ァ
ラ
ン
ド
氏
社
長
に

尖

・
セ
ン
チ
ュ
リ
|
・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
倒
産

英
国
で
ブ
ラ
ッ
ク
プ
ー
ル
シ
ョ
l
開
催

(
1
2
月
2
日
)

米

・
連
邦
地
裁
、
タ
イ
ト
l

・
ア
メ
リ
カ
社
の
訴
え
て
、

機
を
販
売
先
も
含
め
て
全
部
押
収

米
国
、
フ
ロ
リ
ダ
で
屋
外
遊
闘
施
設
展

「
シ
ョ

ー
マ
ン
ズ
シ
ョ
l
」
開

催

(
i

u
日
)

無
断
コ
ピ
ー

17 

米
凶
、

シ
カ
ゴ
で
初
の
A
S
I
開
催

(
i
目

H
)

28 

英
凶
、

ロ
ン
ド
ン
で
A
T
E
-
開
催
(
1
3
月
2
日
)

米
一凶、

シ
カ
ゴ
で
A
O
E
開
催

(
i
H
日
)

ア
イ
ル
ラ
ン
“
ト
で
コ
イ
ン
オ
プ
制
開
催

(
i
n
日
)

米

・
ス
タ
ー
ン
柱
、
シ
l
パ
1
グ

・
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
部
門
を
売
却

ピ
ザ

・
タ
イ
ム
・
シ
ア
タ
ー

(
P
T

T
)
社
倒
産

米

・
連
邦
地
裁
、
コ
ナ
ミ
社
の
訴
え
で
コ
ピ
l
必
板
押
収

米
国
、
巡
回
裁
判
所
、
パ
リ
|
D
B
社
の
訴
え
て
シ
力
ゴ
市
ゲ
l
ム
場

規
制
「
ゲ
ー
ム
ル
ー
ル
条
例
」
は
憲
法
違
反
と
決
定

米
国
、
キ
ン
グ
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
で

卜

l
ゴ
製
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
コ
ー
ス

タ
ー
「
ア
ス
ト
ロ
コ
メ
ツ
卜
」
運
転
開
始

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
、
米
国
ネ
パ
ダ
州
で
力
ジ
ノ
朋
G
機
に
関
す
る
免
許
取

得
、
現
地
法
人
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

・
デ
ィ
ス
卜
り
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

・

オ
ブ

・
ネ
パ
ダ
社
」
設
立

r、，、

ぐ、r

女女

A
M
O
A
と
A
G
M
A
、
れ
主
催
A
M
シ

ョ
ー
に
相
互
協
力
で
合
立

米
国
連
邦
議
会
に
T
V
ゲ
ー
ム
の
無
断
コ
ピ
1
口
間
取
引
を
祭
止
す
る
法

楽
が
提
出
さ
れ
る

米

・
セ
ン
テ
社
、
ハ
リ
l
祉
の

f
会
引
に
買
わ
れ
る

(
そ
の
後
社
名
を

パ

リ

l
-
セ
ン
テ
社
に
)

西
独
O
P
凶
体
「
Z
A
O
」
、

決
め
る

* * 

T
V
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
の
全
両
祭
止
を

1 

コ
ナ
ミ
工
業
、
災
同
に
了
会
社

長
に
平
岡
山以
一川
氏

「
コ
ナ
ミ

・
リ
ミ
テ
ッ
ド
」
設
立
、
社

21 

米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
再
開
通
式
典
H

号
。
走
る

H

ナ
ム
コ

1 

米
凶
ミ
ネ
ソ
タ
州
、
T
V
力
l
ド
ゲ
ー
ム
機
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
合

法
化
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
は
G
機
会
両
祭
止
に

米

・
ア
タ
リ
社
、
家
庭
問
部
門
を
売
却
H
家
庭
用
は
ア
タ
リ
・
コ
ー
プ
、

残
っ
た
業
務
用
は
ア
タ
り

・
イ
ン
ク

(後
に

ア
タ
リ

・
ゲ
ー
ム
ズ

・
イ

ン
ク
と
改
名
)
に

米

・
C

A
ロ
ビ
ン
ソ
ン
引
の
ア
ル

・
ベ
テ
ル

マ
ン
社
長
化
去

米

・
ス
タ
ー
ン
社
倒
産

2 5 4 

コ
ピ
ー
対
策
手
引
書

「
者
作
権
保
議
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

米
国
、
A
G
M
A
、

を
会
見
に
配
布

デ
ン
マ
ー
ク
で
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
会
附
催
(
1
初
日
)

H
ナ
ム
コ

，
マ
ツ
ピ
l
u
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

コ
ナ
ミ
工
業
の
M
S
X
用
ソ
フ
ト
が
北
米
の
C
A
T
V
局
で
供
給

本
問
、
F
8
I
が
T
V
ゲ
ー
ム
の
無
断
コ
ピ
l
ヤ
l
5
人
逮
捕
、

-
人

指
名
手
配

米

・
マ
イ
ル
ス
タ
|
社
閉
鎖

フ
リ
ツ
パ
ー
を
継
続
)

(投
資
家
グ
ル
ー
プ
が
ゴ
ッ
卜
り
|
ブ

・

114* 

コ
ナ
ミ
工
業
、
米
・

コ
ナ
ミ
祉
に
イ
ン
タ
ー
ロ
ジ
ッ
ク
祉
を
吸
収

米
問
、
国
立
ア
メ
リ
カ
膝
史
問
物
館
に
A
M
機
5
台
陳
列

イ
タ
リ
ア
、
ロ
ー
マ
で
E
N
A
D
A
開
催

(
i
u
日
)

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
I
N
T
E
R
H
O
G
A
開
催

(
l
M
抗
日
)

米
国
、
シ
カ
ゴ
で
A
M
O
A
エ
キ
ス
ポ
開
催

(
j

幻
H
)。

A
V
M
D
A
と
合
併
し

「
A

A
M
A
」
に

什火凶
、
ロ
ン
ド
ン
プ
レ
ビ
ュ
ー
開
催

(
l
u
月
l
日
)

A
G
M
A
、

サ
ム

・
ス
タ
ー
ン
氏

(
ス
タ
ー
ン
祉
の
花
オ
ー
ナ
ー
)
死
よ

ン中米
間同

ダ
ラ
ス
で
I
A
A
P
A
シ

ョ
ー
闘
能

(
i
げ
日
)

広
東
省
に
「
ハ
ニ
ー
レ
イ
ク

・
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
オ
l
プ
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~Ii ~ll'，;;\' Wか，~主 I('HJL:11法定としてfJtl|13札、 11f i)~氏、工したか、このi位 f'. ' で 1 j'df(の f~~ 与やみ:WのありむなどかI凡 h と

ういう.;.~，に t:~. . Iているか勉強にな， /'二':'l~H!tのひとつてぬわったしかし 、 115fl' 2 ) 113 11 の新風，，;;~.U 2 bm 1 r 1.・め

〈，¥なJifrlfz 、7.U、1(，1'の1<)]さは川1eご.f.，リ 、今後がii:ト1される 卜んは11を;1:って .担rJift¥ ':~訟をめぐゐ I 11: 
IIIIGI) 1;々刷、をまとめたものどか、が11)J なJl，LJ〉リ〉乙全なむのではないニとルMl)(_しておく (~~，i !t ;i(;) 

( II{{向15711ニ7JJ ) 伊丹初53年 3H)(A昌利481j'.12H)

作家庁防犯ぷ rlI(j干1I581fll'にあ、ける風俗.r.:U.ilの特徴的jl:j'tii'L ~ê K 
?T察庁、厳正im:i・13‘手取締法 (風営法 )大制改正の)j}1を公夫 (ゲームセンターも刷;MI) 

東京郎新街区の山本lベ氏、 7fZ4lTに安宅，'}(t'l:戸主主tJ.I.;MI-a- ゲームセンターも I

??24庁ド:)j犯ぷ小野 ・ L1L;hideJ41毛補佐、NA 0 'i~' !r' .flll'l~と必，必会
2311 行察庁防犯.111、河八 ()t，pdliに，t，tし!瓜伝法改正にふるゲ ムセンタ一周i1illの号えかたの概

吹を11蛸で，[iI.'1) 1 

:1)1511 将来庁、風俗問題惣淡会に J!fl~常法改正ぷ後 「風俗'i;? 業予取締法改JEの J，H，;(I() JiJd・Jを，浴

IiJJ ( ゲームセンター 下を I!指 |引 rゐと少年~p{ J'の|坊11・の危め，;'1'"1刈象に加える )

7 11 1'1 民党j出 )j h~支部会で A 1vU位以から|竹川、小付111，j 会 L~がぶ礼!被j主 (J瓜件以;).札i1ilJにhU・J)

13 11 閲iAmT1nの JfLVjai-iJJ改正'~ (.，t案)提ぶされる

22 11 /'/'1:省、 l'1 民党十1:会庁1;会に瓜'日-法改正反，t.Jの立li'J(j也，E化センターに反対)

2311 'Í~興述、ポルノ 11央111村氏胤日jlJ に/;Z，t.fの決謙 ( n i::処制強化ヘ)

2911 NAO、通路'(iに r新風'j;i-法l'1 f.本にI.i.，t，tをH11えるのではないJ行の念JF従J11

1 )113U n察庁、n民党地)j行政郎会に風営法改正案-tJW¥ (j~ IF.化センターが風俗t~~NWt化協会
になるなど一 部後;g)

lおII ，JAMMA、??従Ii: ，弓JI:L< '1':・に質問舟-tJe11'， (11情的.1幾に|民lする訴前点)

i'I民党地Ji{ i・政tfll会、併記41TJfiijlのj臥'i止法改l!?本(1'1民党段階以終案)(ポルノ 11央1IIIj(1'11除

外などさらに後;U)を r/(" 
2:~ 11 ，1 A M M A， I比l係勺J"jにJ!ftl父iLr改正法案にわ、 It~:必W J:の11問f刊均!可1足組gf.JUB

zμ41け1 1附別必でJ胤瓜t併号ヰ.υυ法2己改文l正l正:デe来i:{合tf/心兵 r J風氏削{俗待営業V等;F;川耳取兄綿υ法Jの - ，庁mm?百~Ií日;を l改次1正I五iする辺法i託fIド引f吋(~新}折rJ胤5瓜\~悦 H法:リuぶ己UJ 

を l.fl 会に HJ~. (決泌|淀光ぷ)

27 U 祈ij，~営法:袋、衆.. 集院 ，t也む行政委員会に付託

5 Jl 8 11 一品課長補佐 、 :IOJ八().flll ・l~会で新風'}4・法案について必lリ l
Iを省と??祭Ij' 1:1Jで党JFにより-tll.l~している‘J~J(iを完六

10 l:I 衆院 ・地行安で新風'j;i-法案の起sfi'説明
6)J2111 衆院 ・ 地行安、新j瓜'i:i-法'本の~抗議議スタート (ゲ ムセンターのJ武常化に|比lして fj-型l'

党から疑問人，川.

Z釘:;1川| 全 1:1オ 4ぶiオ一トレス卜ノン |協必会 7発色 I足I己~ (J胤A常i化ヒにJ以£ι対J)
2611 衆院 ・地行委 (野然Ii'、ゲーム場!瓜営化の理11却をlL体(1'.)に示し始める )

2H 11 衆院 ・池行委 (rド(弘法令胤lii比込み・ド項JI~GH ) 
7 J 1 :{ H 決'院 ，j也行委 (存立にふる修正系f1;リ j並む)

!i 11 衆院 ・地行委、折紙'i;i-UJ本を-i'ft¥修正の上"fiJ!:(十|:jCによる修正奈は針決)

を係以

(j H 1絞殺院本会g議、 一 点li修正された新!民営法案を "fiた (H: Rld: Iぇ付)。 参ぷ院に送付

1 1 LI 参議院本会設で新l瓜'j;i- iよ-本の泌旨，&I~Jと町民 地 )j行政委ii会に (.tdf. 
12 LI 参院 ，j也行をで新jfiL'j:i-法'jミの雌旨説明。 111f'泌が rhl't~ ，::~.法改 11 :問題を巧える作作lb112. ;慾

談会J (作祭怖l以強化のj瓜件法改正に反対 )

17 I:l 参院 ・J也行安、 'k_'l'('r作品λタ一 卜 (ゲームセンターのJ1ll件化に 1J iぴ'Plti: mql) 

19 1 J 参院 ・地行委 (十1'，会 ・fI，-:泌氏、 「党点JJJLI11をボめる )

24 H 参院 ・地行委 (11，:泌氏、 r脈問機と AM機の符 ~)J1J，交J札を'A，;IEせよ、

庁、 rlls初59年版符241181むを附議に報告

26H 参院 ，j也行委 ('_A ，;11'の代わりに?年祭庁、参議院ぷH会館 ・会議をに特殊TVゲーム機を

則立して説明会 この"見II)IにNAO幹部が参加、後にt::l組になる )

31 LI 参院 ・地行委 (午後、参与・人立見聴取)

8 JJ 2 11 参院 ・地行委 ('1'1;旬、 参与・人芯;見聴取)

7 11 参院 ・地行安、 jd終'('(~~後に新!瓜常法案を ny決 ( J川市による修TF.35は符決)、午、TMllijLA
を会会-fえで保択し rJ孔1谷'i;i-業235にi刻する小 委H会J，f立iitEされる

8 H 参議院本会議、札!li~とで-百11修正された%4í'!!fIVì:\'il;取を "f iた (H共は jメ刈)、 l氏以(これ
により 「八号?守業 (ゲーム 巴ンタ-27 ) 」 は ~Ji 危に !瓜{伶i:i- 業になることになった)

14日 新!瓜常法、 H(:j.fn59年決lIt~Î76むとして公街

261:1 三島課長補佐、 NA 0 j-11t ・1手会で新風営法1丸、7:のま~j位と今後の見通し ii見IVI

9 J1IOI:I :'--JAO、警察庁防犯ぷに f安f古学1頁」提:1¥ (問問機と A~I 機をt(5)11しない)

IOJ12 1:1 警察庁、風俗間組悠戊会に新1民営法
r
他行令についての号えかた J を g諮問

8日 東京都AMOP協会，役立(全凶各地でAMオペレータ一組織化進む)

231:1 参院 ・地行委 r)則谷75・13吟に|刻する小委H会」新j瓜'i:i-法の他行にiニドう準備状況-a-'IiiトA
IIJ171:1 新風常法 (1瓜俗'51・1:;・Wの )J!.H~1)えぴ業務の適正化守;に!弘~J ~る法rln の }j(!1h J~III -a-:どめる此

令 (318号 )と 、施行令(政令¥.ii:H9号)公命

211:1 JU京都の新胤'iz-法施行・~WIJ本まとまる (他の j且，(，]'以で b この fiij後に I，;J 憾に条例案作成 )

答察庁、風俗問題恕J炎会に「岡家公安委員会JQIlIJ、総.flllJ付イ干の々え }jJを治問

The world of machines 
awaits you， 

6th International 

Amusement and 
Vending Machine 
Trade Fair 

Exhibition Center， 
Frankfurt am Main 

17. 19. 
Jan. '85 

司|l，jJ理事会で京阪常務Jlll・J.、j凶

車
問

??綴と提'jS)

831ド12J 129 Il 

8，111'， 1 ) 1 :30 H 

2 Jl 8 11 

14 11 

本基準でいうメダルゲーム場とは、メダルを使用し

て技術介入性のない遊戯を行い、その結果が同種メ ダ

ルで還元されるようなメダルゲーム機械(子ども用の

単純なゲーム機械を除()を設置する営鎌形態のゲー

ム場をいう。メダルゲーム渇の運営は、関係官斤の指

導を議重すると ともに、次に掲げる各項目を遵守して

行うこ ととする。

1 賭博行為の禁止

@ 取得メダルのI!.j'物への交燥なと'賭博行為とみな

されるU1..~'よー切しなt 、。

(Q) I( fぷ立;，I.JJif1についてもUII時行為をj1¥:t!，!させ

るようなものを総JI)しないむど、賂-11Ulを未然に|りIj11:す
るようにする。

3 18歳未満の者の制限

@ 保持行の1，，111'のない18klt:;j.a前のおに対してi士、
メダルゲーム機械で逃戯 させないようにする.

@ 午後11 11年以~if'，立、 18歳未満の者のゲーム均内へ

の立入を主主11'，するe

7 営業時間

営業11，'111¥11止、体11(I)ljij Hを|徐き、 1111¥11年より午後12
H年総I~ とする 。

管理責任者
eつのゲーム場にぷ i配するゲーム機械て干のJti: (J~規似

を20fi，f't¥伐 とし 、そこに匂'Jlh'l任者を常置する。

1 1 渇示

上記 1の@、2、3の§児島および9に関しては、初

内の本が見やすい刈にその掲示をする。

10 届出

新たにメダルゲーム場を lJJl aitするときは、 別紙~，~)"¥ 

により I~十時?将兵!f.- に 11111 1 1 をする。

8 ゲーム機械の再販

ゲーム機械のl'jMUの際l立、 取引のどちらか 'Jiヵ、必

ず古物尚の常t;~，干 "f を得ていることを要する。

メダルゲーム機械の併殺

ー・般のコインゲームIめにメダルゲーム機械を(if'，1止す
るときは、 できるだけT(IIWを分けて設置する。

5 使用メ ダルの規絡

{為1'(_t.t i:iiのため、ゲーム1必で絞則するメダル!i、I(i

後30...以上とするか、または強磁11体の材質をf!l!IIIす
る。

を発行しなL、.

6 庖内照明

脳内政ut!J.、 1~I(tÎ I0ルックス以下にならないように
配慮する。

2 取得メダルの預かりの規制

取引}メタルにj.Jして 1ftり畠c

9 

4 

本運営基準でいうメタ.ルゲーム場とは、メタ.ルを使

用して遊戯を行い、その遊戯の結果がメダルで還元さ

れるよ うなシステムを採用した営業形態のゲーム場を

いう。メダルゲーム渇の運営に当っては、関係官庁等

の指導を疎貧すると共に、少なくとも次に事務げる各項

目を厳守しなければならない

1 賭博行為の事実止

@ J[l{ 1!~ ノダルの財物への交投など"X~Y1r 1.)と イdl放
される1;'1.)1よ・切しなL、。

@ γl:14:立..• t， 1山れについても賭!¥g.fJ' I..~を j1\怨する
ようなしのを以111しないなど、)11';附をぷ14にII}j11'，しな
けれiよならなL、。

8 

|一J:1 ¥ 1I，'iよリ'lAfを12

7 ゲーム機の再販規制

ゲーム慢の I'f阪の際{立、必ず Jr~']1のどちらか・}Jが

古物，fljの'irf;Al'Iを得ていなければならない

3 18綾未満の者の入場制限

@ (~"並行の 1，，1(1'の会い18歳ぷi品のお・に士、lしては、

ゲーム川内に作 として立入らせてはなら1、またゲー

ムをさせてはならなし、。

(Q) /1'，1表111I.'j以降は18歳米i前lのf，めゲーム均|付への

¥):人り を -ω!だ11する。

9 開鎌届出.類の提出

新たにメダルゲーム坊をl剣山する場介l止、 })IJ紙隙パ

により、 I ~r制作?見物に l凶出をするものとする。

10 規制項自の掲示

上記、 1の@、2、 3の§児島に関し ては.ゲーム坊

で終がh<:む見やすいと こみへ掲示 しておくこと

2 取得メダルの預かりの規制

取得メダルにI十して r'fi'iか ')~lf J li ~1 j'してはなら

ない

営噴量規模の基準

-つのゲーム坊に訟;益するゲーム機て干の於(J~ .lJL似 を

20fiとするニと

4 偽貨対策としての使用メダルの基準

ゲーム坊で似JIJする メダルti、前向30酬以上十〉する

か、主た~~l':銭例 外の材質を fJ，ëm しなけれはならない

5 J苫内照度の基準

山内!RII支li、休(，rfIで10ルックス以ドにならfLぃょっ
に円以41すること。

6 営業時間の基準

';;i・ ~II年 I i\H立、 fHI の前 FI を |徐志、

If年ま でとする。

本通営基準でいう メダルゲーム場とは、独立した営

撲区画て¥メダルを使用して遊戯を行い、その遊戯の

結果がメダルで還元されるようなシステムを採用した

営換形態のゲーム場をいう 。

1 賂↑専行ゐの禁止

@ I{i・娘、IiH桜を問わす.JfJ{ 1~1・メタルの財物への交
検!1・切しなL、。

0>) Ijij Jj'(の規nl)を、
j'l:J/J;する。

2 i:伝文及び唐名の規則

@ II~ t~H j ぬであるかの 上うなmmuνf:.-4"る恐れの

ある'，'((ム火:'JL1:、使用しなL、。1，1;?"についてむ、 j，o]掠

!ニ内l.J，&.する。

3 取得メダルの預かりの規制

も 取得メダルに対して、 -ffi;f).リ知 J'j.発行しな

(b"' lìíitnのシステムをゲーム場内lニ l~ぷする。

4 庖内照度規準

@ /，1;1付!1{11支は、 1ふ・liLIで10ルックス以 ドに会らない

よう 内1.1.UJ.する。

5 営集時間

@ tJi・1111キIHJtJ.、できるかぎり休11CI) Ijij 11を|徐き 、

11 の o'IIlI.~より午後 12時ま でとする。
6 18歳未満の者の入場制限

@ (~!"並行の 1 ，;11'1;のない181海水il協の行!よ、ゲーム場

内!よ、容としてな入らせてはならない(ゲームをさせ

てはならなtサ

(t; 午後11時以降!i、18必未i鉛のれ・のゲーム場内へ

の収入りを 、 .tJ)祭11ーする。
@ Jiij '.tf(の規則を、ゲーム場|付に拘ぷする。

7 偽貨対策

@ 偽 l~ と して {変則される ニとを避けるため、ゲー

ム場て1ω11するメ ダルグ)l{ii.fを、 3011>"'以 卜.とする。30
m..1;. 1'.とす ることが閑納長なf品イ?には、 ';ni{I必|全14止のHi空
をNf111することとする。

(1)) 11 i J J)'iの完全実施のJPlIlJHよ 1ft件~1 4 9"1 ・ 1 2 11 31 H まで
と1る

8 使用後のゲーム畿の再販規制l
@ (即日後のゲーム機の再販の際iよ、必ず取引のど

ちらか・)Jが、古物商の営225干"Tをl!fているむのであ

ることとする。

9 最低営業規模

@ つのゲーム坊に設iEする ゲーム機のiは低規伎

を、20fiとする。

10 関係官庁の指導の灘重

@ 'J3・業 トーの諸問題につき、以Jf系 .，.~ï j'よリ桁導のあ

うたとき は、そのんII"jに添うよ う、Jltp干の努力をする。

1 1 開禦属出書類の提出

@ 新たに j ダルゲームt誌をIJIlJ，'iする地合lま、別紙

t~^により、所持警祭諸に~Il:れをするものとする。

ゲーム場lλlの1，よも比幼い.tj:j併に、

Times change fast. 
Nowhere more than in 
the amusement and 
vending machine busi-
ness， If you want 
to keep pace with the 
world of machines， 
come to Fran附u比

N
A
O
版
は
独
自
の
も
の

開
け
ご
と
を
ゲ
ー

ム
内
容
と
し
て
い
る
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
使
則
さ
れ
る
危
険
性
が
極

め
て
向
い
こ
と
は
当
然
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
ギ
ャ

ン
ブ
ル
機
を
設
置
し
、
賭
博
行
為
そ
の
他
問
題
と
な

る
こ
と
が
ら
を
排
し
て
巡
営
し
て
い
く
「
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
場
」
が
出
現
し
て
か
ら
、
す
で
に
十
年
以
卜
経

過
し
た
。

-
』
う
し
た
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
場
が
ん
上
川
に
州
川
し

つ

つ
あ
っ
た
附
相
川

l
八
年
ト
・
・
川
、
ル
ー
時
の
ん

lu本

逃
刷
協
会

・
他
企
船
山
市
推
進
委
員
会

(・
中
両
附
織
委

日
公
)
と

メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
協
議
会

(中
村
山
側
抜
代
表

幹
が
)
が
、
符
察
庁
の
指
導
の
も
と

に
作
成
、

制
定

し
た
の
が
も
と
の

「
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
場
述
営
基
準
」

で
あ
る
。
こ
の

「
基
・
準
」
は
こ

の
時
初
め
て
山
山
米
た

わ
け
で
、
金
制
の

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
均
速
営
に
と
っ
て

州
問
則
的
が
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
。
ま
た
mv
汁
終
庁
は

ん
上
川
門
の
山
P
J
M
M
K
中

mな
ど
へ
の
泊
辻
の
中
・
に

ニ
れ
を
入

れ
、
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
場
の
正
し
い
巡
営
に
協
力
す
る

妥
勢
を
示
し
た
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
は
ニ
の
、
H

嶋
呼
」
を
守

っ
た

メ
ダ

ル
ゲ

l
ム
助
で
の
み
使
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
行
政
指
導
の
趣
行
で
、
守
ら
な
い
の
は

問
題
で
あ
る
と
い
う
考
え
万
で
あ
る
。

賭
博
な
ど
の

犯
罪
に
結
び
つ
き
ゃ
す
い
ギ

ャ
ン
ブ
ル
機
の
設
置、

巡
営
に
つ
い
て
、
問
題
を
起
さ
な
い
よ
う
行
政
指
導

を
経
て
作
成
、
制
定
さ
れ
た
ニ
の

「
必
準
」
は
中1
然

守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
リ
‘
阪
め
て
市
一
裂
な
法
一・巾

で
あ
る
と
、
パ
え
る
。
川
叫
%
に
狩
稼
げ
は
毎
年
卜
川
米

の
「
風
俗

mM切
実
態
調
伐
」
の
小
で
、
ニ
う
し
た
仲崎

市
の
趣
行
に
沿

っ
て
ん
土
岡
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
シ
ン
と

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
坊
の
実
態
を
調
作
.
し
、
そ
の
対
米
を

発
表
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
「
法
準
」

は
さ
ほ
ど
守
ら
れ
て
お
ら
ず
、
十
分
守
る
よ
う
狩
祭

庁
は
業
界
側
に
響
告
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

、
』
う
し
た
こ
と
か
ら
全
日
本
遊
間
協
会

(J
A
A
)

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

(O
P
)
部
会
は
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル

機
に
よ
る
迎
法
営
業
技
減
を，
b

叶
え
て
き
た
が
、

f
ど

も
川
ギ
ャ
ン
ブ
ル

(
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
)
機
と
ア
ー
ケ

ー
ド
/

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
地
併
ぷ
法
械
の
州

M
が

一
泌

.
内
定
さ
れ
た
段
附
で
、

-h
・1
・
・
作
必
「
リ
ラ
イ
ト
版
」

が
作
成
さ
れ
、
従
米
の

J
松
本
」
を
よ
り
厳
し
く
守

っ
て

い
く
方
向
を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
J

A
A
は
五
十
丘
年
末
に
解
散
、

o
p
部
会
は
日
本
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
協
会

(N
A
O
)

を
発
足
さ
せ
た
。
本
米
継
放
さ
れ
る
は
ず
の
こ
の
「
基

準
」
は
し
ば
ら
く
政
抗
さ
れ
た
ま
ま
に
な
リ
、
や
っ

と・
h
ト
じ
年
じ
川
作
成
さ
れ
た
か
、
今
度
は
子
ど
も

川
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
、
併
設
を
前
枕
と
し
た
ら
の
に

な
リ
、

情
バ
然
山
げ
の
桁
ゆ
か
ら
綴
れ
ト
'
む
の
と
な
っ
た
。

「
N
A
O版
」
は

N
A
O
独
白
の
も
の
で
あ
る
。

12) J 3 H 
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勉
強
に
必
要
な

な
ど

関
係
業
者
は
否
応
な
く
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
か

問

こ
れ
ま
で
で
収
行
法

の
風
俗
営
業
と
一
助
法
で
の
風

俗
営
業
と
は
、
法
本
的
に
は

社
川
可
営
業
と
し
て
符
祭
行
政

ド
に
病
か
れ
る
点
で
制
じ
だ

と
い
う
こ
と
、
そ
の仲
一川
叶
は

が
能
で
も
な
ん
で
も
な
く
品

川吋
常
業
は
さ
ま
ぎ
ま
な
規
制

に
縛
ら
れ
る

H

問
題
の
あ
る

常
業
H

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

従

っ
て
法
令
に
巡
反
す
れ
ば

常
業
の
停
止
、
リA
可
の
取
消

し
、
初
則
が
尚
一
川
さ
れ
う
る

こ
と
な
ど
、
リ
咋
川
川吋
常
業
に
つ

い
て
の
あ
ら
ま
し
を
う
か
が

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
法
律
上

の
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
業
界
と
し
て
は
、
ま
さ
に

大
問
題
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

裟
界
全
体
と
し
て
で
き
る
だ

け
脱
制
の
怖
を
狭
く
す
る
打

向
に
進
め
る
は
ず
な
の
に

か
え
っ
て
縦
制
の
附
を
広
げ

る
ニ
と
に
怠
筏
を
け
ん
山
し
て

い
る
人
も
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
そ
れ
は
、
胤
常
法
の

法
体
系
が
山
イ
門
家
以
外
に
は

と
て
も
限
解
し
に
く
く
阪
維

な
も
の
な
の
で
ご
ま
か
し
や

す
い
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
J
U

%
ろ
ん
続
け
る
と
し
て
、
な

に
か
胤
営
法
体
系
を
学
吋
引
い
す

る
材
料
が
あ
れ
ば
こ
の
際
お

教
え
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。

答

現
行
法
と
新
風
営
法

は
少
な
く
と
も
ま
ず
第

一
に

織
え
て
下
さ
い
。
脱
行
法
は

昭
如
刊
e
h
|
九
年
版
の

「h
ハ
法

令
代
田」
な
ど
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
仰
い
し
、
部
遊
山
川
県

の
風
俗
常
業
等
取
締
法
地
行

条
例
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ご山
口
分
の
都
道
山
川
県
の

~ne司
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me 

お
そ
ら
く
胤
骨
法
関
係
で
、

こ
L
・つ
ニ
LA
ユ
卜

こ
邸
.
山
に
な

J
j
i

:
1

1

1
1
J
 

本
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い

ま
す
。

し
か
し
附
阪
な
本
を
ぷ
め

ば
川
崎
む
ほ
ど
、
よ
り

一
一階
託

制
な
研
究
か
れ
H

が
欲
し
く
る
る

も
の
で
す
。

閉

そ
れ
は
ど
う
ま
く
、

お
だ
て
に
来
る
人
が
ど
れ
ほ

ど
い
る
で
し
ょ
う
か
ね
。

山
小
川
祭
本
部

(東
京
の
州
場
合
は
い
の
が
現
状
で
す
が
、

作
川
悦
庁
で
す
)
保
安
部
防
犯
は
こ
れ
を
読
ん
で
み
た
ら
ど

諜
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
で
人
う
で
し
ょ
う
か
。

千
し
て
ド
さ
い
。

「
条
解
風
俗
営
業
等
取
締

新
川叫
吋一%
法
に
つ
い
て
は
本

法
」

(
改
訂
版
)

H
A桃
川
消

紙
九
川
卜
・ム
日
号
に
も
ぬ
峨

弘

・
柏
原
仰
行
止
ハ
凶
行
、
立
化

さ
れ
て
お
り
、
ニ
れ
で
ト
分

b

両
日
、
定
価
千
円
。
内
科
は

で
す
し
、
ま
た
一
治
胤
営
法
に

山
刊
行
法
の
こ
れ
ま
で
の
経
糾

げ
な
う
政
令
な
ど
の
同
の
法
と
同
的
、
そ
し
て
逐
条
解
説
。

A
H

や
資
料
も
仰
向
山
刊
さ
れ
る
で
と
く
に
遂
粂
解
説
で
は
川
例
、

し
よ
う
か
ら
、
よ
く
作
立
し
作
山同
小
山
げ
の
辿
達
文
占
な
ど
を

て
汁
や
叫
ん
で
お
く
べ
き
で
し
ょ

織
り
込
ん
で
お
り
、
肢
も
わ

う

。
な
お
本
紙
て
収
対
さ
れ
か
り
や
す
い
内
科
と
な

っ
て

な
か

っ
た
資
刊
を
合
め
て
、
い
ま
す
。
地
訂
条
例
法
禅
、

便
利
な
本
が
山
ま
し
た
の
で
総
即
一
・
川
令
む
付
U
M
と
し
て
付

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

い
て
い
る
の
で
、
収
行
法
の

「
新
風
営
法
ハ
ン
ド
ブ
ツ

州
究
に
は
川取
組
と
言
え
ま
す
。

ク
」

H
mmぺ
祭
庁
防
犯
課
縦
、

山行私引
は
検
一
祭
庁
、
法
務
中
内
J
U

風
俗
問
題
研
究
会
伴
、
立

花

ど

の
れ
験
払
円
で
す
。

代
川
局
、

定
側
千
三
仁
川
川
。
内

も

う
少
し
閉
山
叩
な
も
の
と

容
は
①
改
正
の
必
袋
内
、
②

し
て
は
「
風
俗
営
業
等
取
締

改
正
の
姿
点
、

③
新
風
や
は
訟

法
」
H
鈴
木
安

一
日行、

H
世

の
慨
波
、
④
業
態
別
の
改
正
社
、
ん必
価
九

.h
八
|
円
が
あ

円
十
分
か
り
、

⑤
資
料
④
改

正

リ

ま

す
。

こ
れ
は
問
泌
山
一
を

従
来
説
明
、

@
改
正
系
要
綱
、

や
げ
な
が
ら
解
説
し
て
い
く

。
仙民

営

法

、
@
新
川
対
聞
と
い
う
む
式
で
、
ど
ち
ら
か

条
文
、
@
修
正
尚
一
昨
、

@
現

と

f

川
う
と
般
作

-umの
ハ
ン

行
法
、

①
現
行
法
施
行
条
例
ド
ブ

ソ
ク
て
す
。
な
お
官
円
い
刊

法
措
中
、
@
衆
参
両
院
の
決
議
、
は
点
以
地
検
般
が
と
な

っ
て

@
従
米
の
改
王
経
治
。
ま

だ

い

ま

す
。

多
く
の
崎
議
を
集
め
る
内
山科

で
す
が
、
資
料
と
し
て
は
町
側

め
て
コ
ン
ハ
ク
ト
に
よ
く
・ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

聞

こ
の
本
は
法
律
そ
の

も
の
と
‘
法
改
正
の
慨
変
に

す
ぎ
な
い
も
の
と
々
え
ら
れ

ま
す
。
新
川叫
九
百
法
が
現
行
法

の
延
長
ー
に
あ
る
も
の
な
ら

続
行
法
体
系
の
乍
が
け
が
必
裂

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
ど
う
い
う
本
が

一
添
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
削
仇
行
法
の
研
究

b
n

川
と

パ
っ
て
む
そ
ん
な
に
多
く
な

アップライト、コックピッ ト型TVゲーム機
(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

テーブル型TVゲーム機 (TABlEVIDEOS) 

評価(RATING)
機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

評価
(RATING) 

機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

前
回

スーノぞー ・ドンキホーテ(ユニノイーサル)
Super Don Ouix-Ote (Universal) ・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9 . 00 @ グロブダー(ナムコ )

Grobda (Namco) ................... ....... .............. ...... "7.67 

ま
ず

答

冷
か
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
勉
偵
に
は
終
り
と
い

う
の
が
な
い
の
で
す
か
ら
、

せ
っ
か
く
向
や
心
を
持
と
う

と
す
る
人
た
ち
の
た
め
に
は

「条
解
風
俗
食
業
等
取
締
法
」

(改
訂
版
)
日
立
化

A
J切
と

と
も
に
、
次
の

一
聞
を
お
焼

め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
注
解
特
別
刑
法
・
第
七

巻
・
風
俗
軽
犯
罪
編
」

H
十

時リ街地

〕
・つ
川
司令制
、
れ
l
北
千
代
ユ
元

1

2F

E
l
l
，
4

1

14
!
J
 

新
社
。

こ
の
本
は
阿
部
か
ら

成
り
伝

っ
て
お
り
、
う
ち

t
M
帆

俗
営
業
等
取
締
法
」

(
米
-m
小

地
裁
判
官
、

いけ
阿
木
俊
太

・
全

築
誠
也
比
八
氏
)
が
必
要
志
郎

分
で
す
。
内
山
作
は
坑
行
法
の

治
不
、
円
的
、
条
例
と
の
関

係
な
ど
を
締
ま
え
屯
一
袋
な
条

文
に
つ
い
て
進
条
例
説
、
治

評
さ
れ
て
お
り
、
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GPワールド (セガ担)
GP World (Sega)・・・・・・・・・・・・・・・・. .・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8 . 67 @ ナイト ギャル(日本物産)

Night Gal* (Nichibutsu) ・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... . 7 . 17 3 @ 

TX-l V8 (辰巳電子)
TX-1 V8 (Tatsumi) ..................................一-一.. . . . 8 . 00 1 3 雀王(新 日本企画)

Jang-oh後 (SN K) ..................................... ・・・・・・・・・・6.714 @ 

T X-1 (辰巳電子)
TX-1 (Tatsumi) ..................一一.. . . . . . . . . . . . . . . . . .…. • . . 6 . 14 3 4 Bーウイング (データ イースト)

B-Wings (Data Easl) ・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.316 。
スーパーパンチアウト(任天堂)
Super Punch-Oul (Ninlendo)...... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.442 5 忍者くん(タイ トー)

Ninja-Iくun(Taito) ・・ ・・・・・・・・・・・……一.. . . . . . . . . .…. . . . . . . . . 6 . 29 5 5 

新
風
営
法
を
勉
強
す
る
会

コスモス ・サーキ ット(タ イトー)
Cosmos Circuit (Taito)................. ................. ........ 5.40 。悪戯天使 (日本物産)

Lovely Angel (Nichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . 6 . 00 。
ポールポジシ ョンII (ナムコ)
Pole Position II (Namco) ・・・・・・・ ・・ ・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 31 4 7 ノ寸ッ クランド(ナムコ)

Pac-Land (Namco) .......... 一・・・・・・・・・・・….. . . . . . . . . . . .一 '5.53 9 @ 

パッドラ ンズ (コナミ )
Badlands (1くonami).............................................5.175 8 対戦空手道 (データイース卜)

VS. Karate Champ (Data East) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . 5 . 38 11 。
パギーチャ レンジ(タ イトー)
Buggy Challenge (Taito) ......................... ・・ ・・・・・・・・・4.566 9 エク イテス(アルファ電子/セガ社)

Equites (Alpha/Sega) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 18 16 。

仕事昨JM蜘町 11 1 1斗訴訟沿31ビ刊に舗: 眠 、lj
; ~惣必-~'ðt易保理手‘敵∞の館に捕われωビ遍Hli
I ~句、，""'''''一一 .tð ".z (A許制急げ、トーマス。シルビアを助け出明直 1: 

lx斜急時、コマジ竺L在 4tLZニLL古;blj
si~ プ)鵠;ztRm? 醐曹司 同調陣欄刷霞掴恒彊囲 12
.1 ( I7#'5.櫨隠~p'-V"-- ・・・・・ I '" (( 円， • " '"~， ' lAA

56…:ーー=田町宮孟J半 日 m----'1. 

紅I3担当否凶霊草野獣 同ー白L~ 9.・・ ¥‘ 1: 

n J認 識日 @ 警 | .
:1.傍受訴業躍中古音LJ rufA:¥い l1， 1: 

;属磁艶 13 
:~8841 lJμ LL剰にBrLVJ「 t J E l;耐性iitt:l@ 1… x M 1: 

:1 ・ フリーシンヵー シィレム株式会社 13 
ilIlrl-1111酬 ωmmmv - )ー)

ポールポジシ ョン(ナムコ)
Pole Position (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 50 7 10 ロー ドランナー(ア イレム)

Lode Runner (Irem)・・ー・・・・・・ ・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・….....5.06 12 ⑪ 

スタープレイザー(セガ杜)
Starblazer (Sega)....................... ......................... 4.25 14 ⑪ 

クラウンズゴルフ(エスコ貿易)
Crowns Golf (Esco) ....................................・.• • • • • • • 4 . 95 15 ⑪ 

ウル トラク イズ(;タイト ー)
Ultla Ouiz (Taito) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . 3 . 75 9 12 新入社員とおるくん(コナミ)

Mikie (Konami) ................................................4.89 2 12 

レーザーグランプリ(タイトー)
Laser Grand Prix (Taito) ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3 . 50 12 13 パンクノぞニック(セガ杜)

Bank Panic (Sega) ............................................. 4.80 10 13 

スターウォーズ(アタ リ)
Star Wars (Atari) ......一一-一一 ・・ ・・・・・…・・・・一一.. . . . .一-一..3 . 25 13 14 ザ ・ノ〈トルロー ド (アイレム)

The Battle Road (Irem) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . 4 . 63 8 14 
マッハスリー(タ イトー)
M.A.C.H.3. (Taito) ..........................................3.22 11 15 

ドルア一方、の搭(ナムコ)
The T ower of Druaga (Namco) ..........・.• • • • • • • • • • • • • • • • • • 4 . 56 13 15 

(FlIPPERS) 
。

ツハーフリ

アッポー(セか‘社)
Appoooh (Sega) ー…一 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一-一一...4 . 55 

vsシステム テニス(任天堂)
VS. System Tennis (Nintendo) ・・・・・・・・・・ ・・.. . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 50 

31 
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ザ ・ゲームズ(コ。ッ トリ ーブ)
The Games (Gottlieb) .......................................... 5.50 

ホーンテッ ドハウス(ゴット リーブ)
Haunted House (Gottlieb) ............................・・・・・6 ・・5.507 @ 

ピン ボ (ジャ レコ)
Pin bo (Jalecol ................................................... 4.50 

エキサイティン グサッカー(アルファ電子)
Exciting Soccer (Alpha) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・4.50

33 
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ファ イアーノfワーII (ウィ リアムズ)
Fire Power II (Williams) ・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 00 2 3 ノイlレ方、ス(カプコン)

Vulgus (Capcom) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 50 22 @ 

エンブリ オン(パリ ー)
Embryon (Bally) ................................................ 4.50 6 。ベンベロベエ(タイ トー)

Ben Bero Beh (Taito) .......................................... 4.44 7 21 
フかラックピラミッ ド (パリー)
Black Pyramid (Bally) 一-…・ー・・…………・・・・一一一一一一一4.004 5 チャ イニーズヒーロー (タイト ー)

Chinese Heroe (Taito) .............................. ・・ ・・・・・・・・4.4225 @ 

調査ご協力庖(順不同)

ルナパーク(.mJ主 新社~) 、ロサ ・ ゲームラン ド (東京 ・ 池袋) 、 ドリ ームイン河原町(京榔 ・ 四条例原

田f)、タイト ースベシセノレ(大阪 ・術開)=1附タイトー ; J & B (東)j(• NI悶)、UFO(東京 1t谷)、

セガセン ター ・ニュー 光(大阪 ・心筋俄)、モンテカルロ立命(，i'¥ t:lI .北区)=側セガ ・エンタープラ イ

ゼス; ゲームスペース ・ミライヤ(東京 fl話回)、プレイシティキャロ ッ ト新制町 ojt京 ・新1討)、ビ

ッグキ ャロ y ト新総J汚 (東京 ・新総).なんばシティビッグキャロット(大阪 縦波) =融制ナムコ; ゲ

ームスポッ 1・・チェスター(大阪 ・傍証1)、アノ ニティパーク ・リノ千日前応(大阪 ・千 日1j11)=1附アポ

ロ; カーニパルプラザ(点点 ・新街)=(附エスコ貿易 ， ワールドゲーム ・ミヤコ (東京 ・新耐)=側

*京キ ャピオー ト ， ゲームプラザ ・シノレピア(米京 ・新街)=(隙*京マルサン . 名鉄レ ジャック(名

古Ii• !J( ~íï) =Iffi水針尚会 ; ビデオイン ・キャ ッスル(小合 ・駅前) =((I~太平会館， ビデオイ ン ・7

ツヤ(京者11.今出川)=側附回商会; ti童ゲームセ ンター{大阪 .:'F.造)=週三興業{fll。

フューチャースノfイ (セカ社)
Future Spy (Sega) 一.. . .一…一-一一 ・・・・・・・・・・……・・一一.. . . 4 . 38 

スター ・フォース(テーカン)
Star Force (Tehkan).... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・………・・……'4.36

ジャンゴウナイ ト (日本物産)
Jangou Night‘(N i ch i b u ts u) ・・一-一一..一一.. . . . . . . . . . . . . . . 4 . 36 

総資ロザーションのi2aa4NE4lFを売よけと人気1主力、り見fニラン?付けで、畠オヘレーターの判断

によるテー 7を集計‘寸の平均値を示し fこむの 数字の4苦味(J10 :これ以上ない爆発的屯:人気

と禿上円、 9 すは勺しい人気と売上け 、8 大変いい人気と売よけ、7 いい人気と売よけ、

6 まあいい人気と先よ(1、S:平均約なむの、 a 平均l;..l下{以下省略)

• The T raditional Japanese Games 
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V 三日~

TM 

lヘ

レバーと戸ームボタンを上手!こ操作して、悪の忍者軍団

!こより、さらわれ疋姫を報い出すまでのストリー性のあ

るレーザーディスク第4弾.グ

蛾の中に無叡に仕掛けられだ震、君、者軍団、妖怪たちの

攻撃をレバーとボタンでタイミングよくかわし、撃破し

て行く痛快忍者ゲームです。

l2:!u:ヨ

一ι-

、とL

， 

TM 

サイクルマ一坊をジャンプボタンやバランスボタン、ロ

ラーなどを上手!こ操作し、障害物をタイミンクをはかつ

てジャンプし、踏みつぶしていくゲームです。

ゲーム1'¥ターンは11'¥ターンから5/¥ターンまであり、

ジャンブ、縦スクロール、タイムトライ戸ル、キャッチ

ンゲ、バランスと多彩で奥行ガ深く、手軽に楽しめます。
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収益性の高いカラー写真 l時間仕上……-

キスカラープリントでお届の活性化
カラーDPは庖頭仕上の時代です。

フランス生まれのキスカラーラボシステム
高さ198cm、幅200cm、奥行73cm

.ハイスヒ二一ド
プリント仕上げ STANDARD TYPE 

EXPRESS TYPE 
分(320枚/時)

3分(420枚/時)

.口ーコスト
システム価 格で422万円、原材料もローコスト。

-省スペース
設置床面積1.5m' (フィJレムドライヤーを含t:.)

-省エネルギー
水、電力の使用置を最i~におさえる省エネ設計。

-シン71ルな操作
機作は簡単で、専門の技術は必要なし。

株式会社ヨイト-Pd e F R A N C E 
本社東京都千代図区平河町 2T自 5番 3骨

トーピル tt03(264)8611(大代表}〒1
TAITO CORPORATION 

戸ミューズメント・マシンの製造・販売・賃貸・輸出入/屋内外レジャー施設の企画・設計・施工・運営サービス/キス
カラー・ラボシステムの販売・リース・サービス/サービスロボットのレンタル・販売・ロボットのイベント企画 ' 

' 
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Prefectural ordinances are being 
formulated for enforcelllent of “New 
Fuei Act". Meanwhile， concrete con-
tents of control of “game cen ters" 
which fall under ' ‘ ope引ra別l川川tiωon No. 8'竹， a訓re
gr悶aduallys仙howingIheir lrue nalure. 
According 10 lhcm， (1) Areas where 
their operation is nol permit!ed are 
those in Ihe vicinily of schools， hos-
pilals， etc.; (2) Tillle by which theil 
operation is permitled is 0:00 a.m.; 
(3) Providecl that minors under 16 
years olcl should not be admitted after 
6:00 p.m. 

These are so-called “ordained mat-
ters" which can be controlled in 
accordance with the local circum-
stances of each prefeclure. Thus， 
aClual enrorcement of the act， to some 
extent， is subjected to each prefec-
ture's ordinance. In response to the 
instructions 01' the Nat ional Police 
Agency (NPA)， each prefect urc's 
police、authoriticswork out a draft by 
taking account of 10ω1 circumslances， 
ancl submit a draft ordinance to the 
prefectural assembly. Each prefectural 
assembJy wiJl examine it and pass it 
within this year. The passed ordi-
nances will be enforced on February 
13， J 985， i.e. the same c1ay when 
“New Fuei Act" will be enforced. 

The conten ts to be determined by 
the so-called“ordained matters" are 
negligible when compared to the con-
tents of conlrol aJready detcrminecl 
by lhe act. That is， since almost all 
matters to be controlled under“New 
Fuei Act" are provided for therein， 
only those parts， which can be altered 
according to local circumstances， are 
subjecled to each prefectural ordi・

nance. Many operators have rathel 
thought optimistically that， through 
negotiations with local authorities con-
cerning local ordinance， they can. 
moderate actual enforcement. How-
ever， as the draft ordinances begin to 
show their actllal nature， they seem to 
have begun to aware of the severe 
nature of “New Fuei Act，" being 
shocked obviollsly. However， it is 
rather strange thal they be shocked 
when it is too Jate. Thus， it is said 
that， since they have taken things easy， 
they were inevitably subjected to the 
legal controJ 

Draft ordinances f01“New Fuei 
Act" differ in content from prefecture 
to prefecture. However， the following 
draft is generally thollght to be stan-
da rd. Firstly， places where loca tion of 

巳ditor:Masumi Akagi 

Amusement Press， Inc. 
9・J6，Kamiyamacho. Kita-ku. 

Osaka， 530 J apan 。1984Amusement Press， Inc. 
Prinlcd in Japan. 

u er 16 Yrs 

opera tions， whi比chmay affect pllblic 
mo口ωi
tω胤附e以ωda閃 (1) r附eω叩s幻id巴川alareas; and (2) 
Oωthe引rar巴as.The‘“‘、ot山he引rare伺asダ，日， ar閃e 
clivided in to (いωa吟)c∞omme 閃悶ial，and (b) 
nonト-cωommerciaJareas. In the cornmer-
cial areas， location is not admitted， if 
it is within 70m distance from schools 
(excl. universities)， children's welfare 
faιilities， ancl children's parks; and 
also when it is within 50m distance 
from universities， hospitals， and li-
braries. ln Ihe non-comrnercial areas， 
localion is not admitted， if it is wilhin 
100m distance from schools other 
than universities， and also within 70m 
distance frOIll universities， etc. On the 
other hand， as an area which is ex-
empted from application of licensing 
prohibition，“large-scale amusement 
streels" are designated. Although the 
definition of “large-scale arnusemenl 
streets" is nol clear， it is likely that 
amusemenl streets， such as Kabuki-
cho， Shinjuku， which are gaily lill 
lale at night. Location l11ay be ad-
l11itted， in principle， in such “large-
scale amusement streets". In other 
areas， however， location is placed 
under strict control as explained 
above. Location near universilies， 
among others， can yield much earn-
nings， but it cannol be newly opened 
after the enforcement of the new act. 

Secondly， operation is likely to be 
admitted between 9:00 a.l11. and 
12:00 p.m. The new act prohibits， in 
principle， operation after 12:00 p.m. 
It was confirmed that “Operation 
No. 8" which is newly categorized as 
operation which may affect public 
1110rals ('Fuzoku Eigyo' =‘F附')， will 
be dealt a seriolls blow by enforce-
ment of the strict con trol. So far， 
many of the game centers located 
within the "Iarge amusement streels" 
have been engaged in all-night opera-
tion. However， under the new act， all 
operation after 12・00p.m. is prohibit-
ed. This was evident when the new act 
was passed by the Diet. Due 10 some 
misunderstanding or other， many of 
the operators have been convinced 
thal all-night operation is possible. 

Although the control on operation 
time has an exception， it is very limit-
ed. On days， such as those at the end 
or beginning of the year， and X'mas 
Eve， when people are expected 10 be 
awake till late at night， operation can 
be extended for only an hour till 1 :00 
a.m. (provided that it m川111Stbe autho-
I口lZ抗eclby the Public Safety Commiおs-
s幻Jon昨 In any cωas鈴e，it becωome鈴SllTI-
possible to do alトnight opera tion every 
day. NAO， however， clings to a[1 
extended interpretation of exceptional 
days that they should also include 
Friday， Saturday and SlInday， still 
asserting that the law should be 

。。R • 

have a good sense， have foughl against 
those irrational criticisms. Rather， 
NAO，・whichhas represented many of 
Japanese operators， have failed to 
cope with the ignorant public opinion， 
and even asserted that gaming devices 
cannol be c1iscriminated frOIl1 amuse-
ment games. They aJ巴 reallyhelplessl 

It wouJd be a mere eXCllse， if they say 
that they are running about trying to 

ー一ーーーー「

Be Pro i ite 

Enlrance A ler 6: 
applied in such a manner. 

Admission of those under 18 years 
old to‘Fuei' locations is prohibited 
Under the new act that includes 
“operation No. 8" in‘Fuei' b uSiness， 
those under 18 years old can be admit-
ted to“operation No. 8" locations. 
At the same time， the new act stipu-
lates that， as an "ordained matter，" ad-
mission of ll1inors can be prohibi ted 
by fixing time and age limits. Cor-
respondingly， each prefectural orclト
nance will prohibit admission of those 
under J 6 years old after 6・00p.m 
Though some operators are opposing 
10 thes巴 ageand time limilS， their as-
serlion seems not 10 be well-grounded 
Thus， it is said that the ordinance will 
be established satisfactorily to the 
respective prefectural authorities. 

Operators of “operalion No. 8" are 
of course free to close the day's opera-
tion beforc 12:00 p.m.， 01' prohibit 
admission of fhose under 16 years old 
earlier than 6:00 p.m. The public 
opinion， however， is very hard on most 
of the operators who have so far had 
no substantial self-control， or have 、not
observed sel f-con trol even when they 
had it. Game centers， for instance， are 
criticized as being a hotbed of gaming， 
or juvenile delinquencies. Those who 
accuse game centers in that manner， 
are usually ignoranl of amusement 
games - and; naturally， they do not 
even know of the distinction between 
sound amusemen t games and gaming 
devices. 

To our regret， however， it is doubt-
ful how much operators， who should 

Seαson 's Greetings 
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escape from a huge enemy which has 
attacked them all of a sudden. The 
confusion in which they are at the 
present， and the appearance of the 
huge enemy， are solely attributable to 
lhe lack of efforts on the part of 
operators towards eSlablishing har-
monious relationswith society. If they 
can be proud of their business in front 
of society， they should f氾hlthrough. 
Il， however， is said thal it is impossible 
to expect such a conscientious action 
by NAO. 

In the meanwhile， for the last few 
months， apart from NAO， local opera-
fors' associations have sprung up one 
after another， totaling 31 including 
the conventional ones across the 47 
prefectures. The total number of 
their members has already doubled 
that of NAO. Thus， il is desired that 
a federation of those prefeclural 
operators associations be organized as 
urgently as possible. Through strong 
coopera tion， these local associations 
are assuming a resolute attitude againsl 
the irrational legal control. of amuse-
ment business. Hence an imminent 
need for establishment of their fede-
ration. 

直径3.500%向型

コンパフトに古ける

践 しくは下記へお附い合わぜ下さい

ASAHI ENGINEERING CO.. Ltd. 
Misaki-cho Sennan・gun
TE l 07249-4-3063・0783

山
川
川
む

、 1387-2 Tannowa 
OSAKA JAPAN 
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フレキシヲレ{
ヵユニバーサルはさき後、US-8411

年l之2-3本の作舗を提供します。

その第1弾ガrスーパー・

ドンキホーテJです。

0フロントオープンで

メンテナンス作業は

非常に楽です。

Oステレオで音響効果

の迫力満点。

O戸ジャスター付き。

ア

ゲームマシン

l之おいて、

、
• 

第三種鰯sI!物認可

門戸~~~~)
予告がレレィプ元教千~V 一

(例84拶bpw
i15りi!1rgw '  

(32) 

ス~ 1'(-・ドンキホーテ

霊と圃険のファンタジ-f

TM 

1800(H) x 640(W) x 800(D) m/m AC100V 50/60Hz 180W (20") 守 95・2835

株式会社ユニバーサル
本社 干323栃木県小山市荒井561第三工諜団地

ユニバーサル販売株孔会社

* 4-- i土 干103東京都中央区日本橋娼鵠宮TI-7・7tr(03)661-0330イt。1984UNIVERSAL CO.， L TD. 
ユニバーサルリース株式会社
本 社 〒110東京都台策区策上野5・ト 15 n(03)844・2581fftl
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UNIVε肉SAL.$AI..ε5CO.， LTO 
1 '.7.N，h"I'加山 Ho.・don'l('帆0，ChuO.ku， Tok¥'o 103， J切帥内

向。剛 03，661 ，1441， 600明 Ca~('υ州MANIFACT

T制~II J27J48(υNICQI 

υNIVEASAL U.$.A INC 
3150. V，CIO， $1'('制 S'川 3Cldf3. Cal，fo(n，a 95050.υ SA 
PhOne 406.n?・591・5 T('I..，匁 172247IυNI USA $NTAJ 
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